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はじめに

このマニュアルでは、N1 Service Provisioning System (N1 SPS)製品によるオペレー
ティングシステムのプロビジョニング方法を説明します。

対象読者
このマニュアルの主な対象読者は、企業全体でオペレーティングシステムを保守す
る、N1 SPSソフトウェアのシステム管理者およびオペレータです。このようなユー
ザーは、次の内容に関する十分な知識があると想定されています。

� N1 SPS製品
� 標準的な UNIX™およびWindowsのコマンドとユーティリティー
� プロビジョニングするオペレーティングシステムで使用可能な一般的な概念と管理
機能

お読みになる前に
N1 SPSソフトウェアの使用法に関する十分な知識のないユーザーは、次のマニュアル
をお読みください。

� 『Sun N1 Service Provisioning System 5.1システム管理者ガイド』

� 『Sun N1 Service Provisioning System 5.1インストールガイド』

� 『Sun N1 Service Provisioning System 5.1オペレーションとプロビジョニングガイ
ド』
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内容の紹介
第 1章では、OSプロビジョニング機能の概要を説明します。

第 2章には、OSプロビジョニング機能に関する既知の問題と最新情報が記載されて
います。

第 3章では、OSのプロビジョニングをより簡単にサポートできるよう環境を設定す
る方法について説明します。

第 4章では、OSプロビジョニングプラグインをインストールおよび構成する方法に
ついて説明します。

第 5章では、Solarisシステムのプロビジョニング方法に関する詳細な手順を説明しま
す。

第 6章では、Linuxシステムのプロビジョニング方法に関する詳細な手順を説明しま
す。

第 7章では、Windowsシステムのプロビジョニング方法に関する詳細な手順を説明
します。

第 8章では、OSプロビジョニングの適切なターゲットホストについて説明します。

付録Aでは、各ターゲットホストタイプに適用される固有の変数について説明しま
す。

付録 Bでは、Solarisプロビジョニングプロファイルに適用される固有の変数について
説明します。

付録 C では、ユーザー固有のカスタムモジュールを作成することで Solarisプロビ
ジョニング機能を拡張する方法について説明します。

第三者の関連Webサイト
このマニュアル内で参照している第三者の URLは、追加の関連情報を提供します。
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注 –このマニュアル内で引用する第三者のWebサイトの可用性について Sunは責任
を負いません。Sunは、これらのサイトあるいはリソースに関する、あるいはこれら
のサイト、リソースから利用可能であるコンテンツ、広告、製品、あるいは資料に関
して一切の責任を負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれらを経由
して利用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに伴って発生
した (あるいは発生したと主張される)実際の (あるいは主張される)損害や損失につい
ても、Sunは一切の責任を負いません。

マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%
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表 P–1表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユーザーズ
ガイド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。
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第 1章

OSプロビジョニングの概要

オペレーティングシステム (OS)プロビジョニングプラグインを使用すると、以前にア
ンインストールされたシステムに Solaris、Linux、およびWindowsオペレーティン
グシステムをプロビジョニングできます。プラグインは、異機種システム混在プ
ラットフォームでの OSプロビジョニングを自動化して構成するソリューションを提
供します。またプラグインには、インストールの履歴とバージョンを追跡する機能も
あります。

この章では、次の項目について説明します。

� 15ページの「OSプロビジョニングの概要」
� 16ページの「機能」
� 17ページの「プロビジョニングプロセスの概要」
� 17ページの「OSプロビジョニングシステムソフトウェアのアーキテクチャー」
� 20ページの「サポートされるシステム」

OSプロビジョニングの概要
OSプロビジョニングプラグインソリューションは、「ベアメタル」ハードウェアに
オペレーティングシステムをプロビジョニングするコストと複雑さを軽減します。こ
のソリューションは、ハードウェアの再配置を必要とせず、オペレーティングシステ
ムのインストールに関する、手作業のエラーが発生しやすい処理を自動化します。プ
ラグインソリューションは 1つのシャーシまたはシステムのレベルでのプロビジョニ
ングを自動化するだけでなく、データセンターのプロビジョニングも自動化します。
このソリューションにより、システム管理者と一般ユーザーにとっては、配備の柔軟
性が高くなります。このソリューションを使用すると、市販のソフトウェアを使用す
る日常的なシステム管理作業を自動化できます。配備するハードウェア、オペレー
ティングシステム、または基本テクノロジに関係なく、プロビジョニングプロセスは
同じようなプロセスになります。
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OSプロビジョニングプラグインソリューションは N1 Service Provisioning System
(N1 SPS)製品に基づいています。N1 SPS製品は、一連のコマンド行ツールとグラ
フィカルユーザーインタフェースを提供しています。プロビジョニングソフトウェア
ツールにより、ネットワーク上に分散しているベアメタルハードウェアのオペレー
ティングシステムのプロビジョニングがより容易に行えるようになります。このアプ
ローチを使用することで、オペレーティングシステムのプロビジョニング作業を、
ネットワーク上で使用可能なそのほかのソフトウェアサービスと全く同じようなサー
ビスと見なすことができます。OSプロビジョニング機能は、Webブラウザまたはコ
マンド行から起動できます。

システム管理者は、必要なオペレーティングシステムを、サーバーに接続することな
く自動的にサーバーにプロビジョニングできます。ほとんどの環境において、OSプ
ロビジョニングプラグインソリューションでは、ターゲットシステムのプロンプト
(OBPなど)でコマンドを入力したり、電源スイッチのオン/オフを行なったりする必
要はありません。この自動化された手作業の不要なインストールは、何百台というマ
シンにインストールしようとする管理者にとって、非常に便利です。そのため、ホス
トから要求を開始するのではなく、集中管理された位置からホストにオペレーティン
グシステムを展開できます。

OSプロビジョニングプラグインソリューションは優れたインフラストラクチャーソ
フトウェアプロビジョニングソリューションを提供するだけでなく、インストール履
歴の追跡、アーカイブ、バージョン管理などの幅広いプロビジョニングの問題にも対
処します。このソリューションは、イメージのライフサイクル管理とサーバーのライ
フサイクル管理の両方に対処します。このソリューションは、さまざまなオペレー
ティングシステムのインストールメカニズムの複雑さを抽象化することによって、共
通のオペレーションフローを提供します。

機能
OSプロビジョニングプラグインは、N1 SPSのブラウザインタフェースとコマンド行
インタフェースを通じて、次の機能を提供します。

� カスタマイズされた OSプロファイルの情報の作成、管理、および登録
� プロビジョニング可能なホストの情報の作成、管理、および登録
� プロビジョニング可能なホストへのオペレーティングシステムのプロビジョニング
� ブートおよびインストールサーバーの情報の作成、管理、および登録
� OSプロビジョニングサーバーの情報の作成、管理、および登録
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プロビジョニングプロセスの概要
オペレーティングシステム (OS)プロビジョニングは、特定のオペレーティングシステ
ムを複数のホストにインストールする作業です。このプロセスは、次のような複数の
ハイレベルな手順から構成されています。

1. OSプロビジョニングをサポートするようにハードウェアを構成する。推奨される
適切な構成と要件の詳細については、20ページの「サポートされるシステム」お
よび第 3章で説明されています。

2. 35ページの「OSプロビジョニングプラグインのインストール」で説明されてい
るように、OSプロビジョニングプラグインをインストールする。

3. 38ページの「OSプロビジョニングサーバーの作成」で説明されているように、
OSプロビジョニングサーバーを作成する。

4. プロビジョニング対象の適切なターゲットホストを定義する。第 8章を参照してく
ださい。

5. ターゲットホストに適切なオペレーティングシステムをプロビジョニングする。
第 5章、第 6章、および第 7章を参照してください。

OSプロビジョニングシステムソフト
ウェアのアーキテクチャー
OSプロビジョニングプラグインは、IPMI、ALOM、LOM、ILO、SC、および telnet
などの異なるプロトコルをサポートするさまざまなターゲットホストに、異種オペ
レーティングシステムをプロビジョニングするフレームワークを提供します。

ソフトウェアアーキテクチャーの全体像
次の図に、OSプロビジョニングプラグインに使用される機能コンポーネントを示し
ます。次の図では、N1 SPSマスターサーバーがファイアウォールの外部にあり、その
ほかのコンポーネントがファイアウォールの内部にあると仮定しています。OSプロ
ビジョニングサーバーは、サブネット、VLANなどから構成されるネットワークレイ
ヤー 2接続をユーザーが設定すると仮定しています。すべてのネットワーク情報は
OSプロビジョニングサーバーに登録されます。
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図 1–1ソフトウェアアーキテクチャー図
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この図では、OSプロビジョニングコンポーネント間の関係を説明しています (用語は
多少省略して使用)。

� 遠隔クライアント – N1 SPSの遠隔クライアントは、ブラウザインタフェースとコ
マンド行インタフェースを実行します。遠隔クライアントには、マスターサーバー
から独立したシステムを使用できます。

� N1G SPS Master – N1 SPSマスターサーバーは、N1 SPSソフトウェアのメイン処
理エンジンです。

� N1 OSP Plug-In – OSプロビジョニングプラグインは、マスターサーバーにインス
トールされます。このプラグインは、さまざまなプロトコルをサポートするさまざ
まなハードウェアプラットフォーム上にオペレーティングシステムをインストール
する機能を提供します。

� N1 OSP Server – OSプロビジョニング制御サーバーは、通常、OSプロビジョニン
グサーバーと呼ばれる、OSプロビジョニングプラグインのメイン処理エンジンで
す。OSプロビジョニングサーバーは、OSプロビジョニングサービス (N1G OSP
Service)を実行し、このサービスが OSプロビジョニングの動作を統合します。OS
プロビジョニングサーバーは、適切なネットワーク管理プロトコル (IPMI、
ALOM、LOM、ILO、および端末サーバーなど)を使用する制御ネットワークを介
してターゲットホストを制御します。制御ネットワーク上のこれらのプロトコル
は、電源、ブート、コンソールの各サービスの自動化に使用されます。

OSプロビジョニングサーバーは、幅広いネットワークトポロジ (複数のサブ
ネット、VLANなど)をサポートしています。OSプロビジョニングサーバーには
DHCPサーバーが含まれ、関連する IPアドレスおよびそのほかのブート固有の情
報をターゲットホストに提供します。

� ブートおよびインストールサーバー – OS固有のブートおよびインストールサー
バーをサポートする次の 3つのサーバーが示されています。

� Solaris B + I Server – Solarisブートおよびインストールサーバーは JumpStart™
Enterprise Toolkit (JET)を使用して、Solarisディストリビューションメディア
とインストールプロファイルのインストールを自動化します。

� Linux B + I Server – Linuxブートおよびインストールサーバーは Linux
Kickstartテクノロジを使用します。

� Windows B + I Server – Windowsブートおよびインストールサーバーは
Windows Remote Installation Services (RIS)テクノロジを使用します。

ブートおよびインストールサーバーは、自動化と監視の目的のため、OS固有の
ブートおよびインストールサービスを搭載しています。LinuxおよびWindowsの
ブートおよびインストールサーバーの設定は、OSプロビジョニングプラグインの
外部で行う必要があります。Linuxシステムの場合、N1 SPSリモートエージェン
ト (RA)を手動でインストールする必要があります。Solarisシステムの場合、OS
プロビジョニングプラグインは RAをインストールおよび構成します。

ネットワークプロトコル
OSプロビジョニングプラグインは次のネットワークプロトコルを使用します。
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� DHCP – DHCPは、スイッチファブリックを介して OSプロビジョニングサーバー
とターゲットホストの間で IPアドレスとブートメタデータを割り当てるために使
用されます。

� ネットワーク管理プロトコル – IPMI、ALOM、LOM、ILOおよび端末サーバーな
どのプロトコルは、OSプロビジョニングサーバーからターゲットホストへの制御
ネットワークを介して使用されます。

� TFTP、Active Directory、NFS、および FTPプロトコル –ブートおよびインストー
ルサーバーは適切なプロトコルを使用して通信を行い、またターゲットホストに
OSをインストールします。

サポートされるシステム
OSプロビジョニングプラグインソリューションは、オペレーティングシステムと
ハードウェアプラットフォームのマトリックスをサポートしています。このサポート
は次のいくつかのカテゴリに分類されます。

� システムコンポーネント
� OSプロビジョニングコンポーネント
� ブートおよびインストールサーバー
� ターゲットホストのハードウェアプラットフォーム
� ターゲットホストのオペレーティングシステム

システムコンポーネント
次の表に、OSプロビジョニングに使用されるシステムコンポーネントを示します。

表 1–1 OSプロビジョニングシステムコンポーネント

サーバー N1 SPSコンポーネント
OSプロビジョニングコンポーネン
ト

マスターサーバー N1 SPSマスター、エージェン
ト、および CLI

OSプロビジョニングプラグイ
ン

OSプロビジョニングサーバー N1 SPS RAおよび CLI OSプロビジョニングサービス

Solaris JETサーバー N1 SPS RAおよび CLI OSプロビジョニングのブート
およびインストールサービス
(BIS)

Linux Kickstartサーバー N1 SPS RA OSプロビジョニングのブート
およびインストールサービス
(BIS)
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表 1–1 OSプロビジョニングシステムコンポーネント (続き)

サーバー N1 SPSコンポーネント
OSプロビジョニングコンポーネン
ト

Windows RISサーバー なし OSプロビジョニングのブート
およびインストールサービス
(BIS)

OSプロビジョニングコンポーネント
次の表に、プロビジョニングコンポーネントと、オペレーティングシステムに対する
プロビジョニングコンポーネントの関係を示します。

表 1–2オペレーティングシステムによる OSプロビジョニングコンポーネント

OSプロビジョニングコンポーネント ホストのオペレーティングシステム

OSプロビジョニングプラグイン Solaris 9、Solaris 10、RedHat AS 3.0、
Windows Server 2000

OSプロビジョニングサービス Solaris 9 (SPARC)

Solarisブートおよびインストールサーバー Solaris 9、Solaris 10

Linuxブートおよびインストールサーバー RedHat AS 3.0

Windowsブートおよびインストールサーバー Windows Server 2003

ブートおよびインストールサーバー
次の表に、各オペレーティングシステムに適用されるプロビジョニングテクノロジを
示します。

表 1–3オペレーティングシステムによる OSプロビジョニングテクノロジ

オペレーティングシステム プロビジョニングテクノロジ

Solaris 9および 10 JETを介したカスタム JumpStart

RedHat Linux AS 3.0 Kickstart

Windows 2003 Remote Installation Service (RIS)

ターゲットホストのハードウェアプラットフォー
ム
サポートされるターゲットホストは、ホストがサポートするプロトコルにより区別さ
れます。サポートされるプラットフォームと関連付けられるターゲットホストタイプ
の詳細なリストについては、89ページの「ターゲットホストタイプ」を参照してく
ださい。
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ターゲットホストのオペレーティングシステム
OSプロビジョニングプラグインは、次のオペレーティングシステムをプロビジョニ
ングできます。

� Solaris 9および 10 (SPARCおよび x86)
� RedHat Linux 3.0
� Windows 2000 (Service Pack適用済み)
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第 2章

OSプロビジョニングプラグインのリ
リースノート

この章では、OSプロビジョニングプラグインの最新情報と既知の問題を説明しま
す。

この章では、次の内容について説明します。

� 23ページの「インストールの問題」
� 23ページの「実行時の問題」

インストールの問題
インストールに関する問題はありません。

実行時の問題
オペレーティングシステムをプロビジョニングする際に次の問題が存在することが判
明しています。

Solaris: rootパスワードの間違った暗号化により
JumpStartエラーが生じる (6245964)
説明 :インストール中に次のメッセージが表示され、インストールが対話式になりま
す。

root_password=Clz6pK2b6qw=
syntax error line 2 position 15
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Solaris OSプロファイルのパスワード変数 sysidcfg_root_password_base_conf
は暗号化された値を持っています。ただし、ユーザーが指定したパスワードは Solaris
暗号化パスワードではありませんでした。

回避策: Solarisのツールを使用してパスワードを暗号化します。暗号化されたパス
ワードをユーザーが作成する適切なメカニズムは、パスワードを使用してユーザーを
作成することです。/etc/shadowファイルで暗号化されたパスワードを調べ、それ
を sysidcfg_root_password_base_conf 変数の値として使用します。

Windowsブートおよびインストールサーバーで
OSプロビジョニングスクリプトの位置を変更でき
ない (6251010)
説明 : Windowsブートおよびインストールサーバーが作成されると、Windowsブー
トおよびインストールサーバーの OSプロビジョニングスクリプトの位置を変更でき
ません。

回避策:別の名前を持つ新しいWindowsブートおよびインストールサーバーを再度作
成します。

DHCP設定の警告がユーザーインタフェースに報
告されない (6248485)
説明 : DHCP設定が正しくないため、プロビジョニング処理が失敗します。stdout
または stderrには、表示されるメッセージがありません。

回避策:誤った設定により、OSプロビジョニングサブネットが、間違った値を使用し
て作成されます。OSプロビジョニングサーバーの /var/adm/n1osp*ログファイル
で、DHCPエラーがないか調べます。

EUC以外のロケールでホストプロビジョン状態に
よって OSインストールログを表示できない
(6255797)
説明 : OSインストールで指定されたロケールに関係なく、インストールログファイル
は常に関連する EUCロケールになります。リモートエージェントのロケールがこの
EUCロケールとは異なる場合、ロケールが一致しないため、「Status Monitoring」
ページから正しくログファイルを表示できません。

回避策:適切なロケールを使用してサービスポートまたはコンソール (該当する場合)
に接続し、ログファイルを直接表示します。

24 Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート (OS Provisioning Plug-In 2.0) • 2005年
9月



第 3章

OSプロビジョニングの配備環境

この章では、OSプロビジョニングをサポートする環境を設定するためのガイドライ
ンを説明します。

� 25ページの「前提条件」
� 30ページの「新しい環境の構成」
� 32ページの「既存の環境の構成」

前提条件
OSプロビジョニングプラグインを使用してオペレーティングシステムのプロビ
ジョニングを行うには、システム管理とネットワーキングの基本を理解している必要
があります。また、オペレーティングシステムのプロビジョニングには、マシン間で
基本的な IP接続が存在している必要があります。

基本的な OSプロビジョニング環境
基本的な OSプロビジョニング環境には、次の要件が必要です。

� N1 SPSマスターサーバー— N1 Service Provisioning Systemソフトウェアがイン
ストールされ、マスターサーバーとして実行されるよう構成されているシステム。

� OSプロビジョニングサーバー—プラグインを介して OSプロビジョニングサー
バーがインストールされる Solaris 9 9/04またはそれ以降のリリースのシステム。
OSプロビジョニングサーバーは DHCPサービスを実行して、ターゲットホストの
要求に応答します。

� Solarisブートおよびインストールサーバー— Solarisシステムをプロビジョニング
するには、Solaris 9 9/04またはそれ以降のリリースがインストールされている
Solarisブートおよびインストールサーバーが必要です。
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� Linuxブートおよびインストールサーバー— Linuxシステムをプロビジョニング
するには、Linuxがインストールされている Linuxブートおよびインストールサー
バーが必要です。

� Windowsブートおよびインストールサーバー— Windowsシステムをプロビ
ジョニングするには、Windows 2003がインストールされているWindowsブート
およびインストールサーバーが必要です。

� OSプロビジョニングサーバー、ブートおよびインストールサーバー、プロビ
ジョニングターゲットは、ネイティブ LAN、VLANまたはルーターを介して、あ
るネットワーク内でアクセス可能である必要があります。ネットワークの構成に関
する詳細については、適切なネットワークとオペレーティングシステムのマニュア
ルを参照してください。

� プロビジョニングターゲットからの DHCPパケットは、OSプロビジョニングサー
バーに到達できる必要があります。

注 – N1 SPSマスターサーバー、OSプロビジョニングサーバー、および Solarisブート
およびインストールサーバーは、1つの物理システムであることが可能です。ただ
し、1つのシステムでこれら 3つすべてのサーバーを実行すると、サーバーの負荷が
増大し、またサーバーが処理しなければならないネットワークトラフィックが増大し
ます。これらを分離することで、将来の高いスケーラビリティーが実現できます。

ターゲットホスト
OSプロビジョニング用のプロビジョニング可能なターゲットシステムを設定する必
要があります。OSプロビジョニングサーバーは、MACアドレス、GUID、遠隔管理
接続、およびアクセス情報など、これらのターゲットに関する情報を認識する必要が
あります。ターゲットの定義方法に関する詳細については、第 8章を参照してくださ
い。

ネットワーク
OSプロビジョニングプラグインは、幅広いネットワーク構成およびトポロジで動作
するよう設計されています。そのため、プラグインはネットワークトポロジを規定し
たり、スイッチやルーターなどのネットワーク要素を操作したりする必要はありませ
ん。ただし、プラグインは次のネットワーク通信の存在に依存します。

� OSプロビジョニングサーバーのプロビジョニングインタフェースと、ターゲット
ホストのプロビジョニングインタフェースの間のレイヤー 2接続

� ブートおよびインストールサーバーのプロビジョニングインタフェースと、ター
ゲットホストのプロビジョニングインタフェースの間の IP接続

� OSプロビジョニングサーバー、ターゲットホストのネットワーク管理ポート、お
よびブートおよびインストールサーバーの制御ネットワークインタフェースの間の
IP接続
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ネットワークインフラストラクチャーに対するこれらの要件は、OSプロビジョニン
グサーバーの機能にとって中心的な 2つのネットワークタイプのニーズによって課せ
られるものです。これらのネットワークタイプは制御ネットワークとプロビジョニン
グネットワークです。

注 –アクセスネットワークは、OSプロビジョニングサーバーとブートおよびインス
トールサーバーへのアクセスに使用されるネットワークです。アクセスネットワーク
の例としては企業内イントラネットがあります。このネットワークは、OSプロビ
ジョニング機能には必要ありません。セキュリティーの観点から、アクセスネット
ワークを、制御ネットワークおよびプロビジョニングネットワークから分離する必要
があります。

次の図に、ネットワーク環境を示します。
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図 3–1 OSプロビジョニング用のネットワーク環境図

プロビジョニングネットワーク
プロビジョニングネットワークは、OSプロビジョニングサーバーのプロビジョニン
グインタフェース、ターゲットプラットフォームのプロビジョニングインタフェー
ス、および 1つまたは複数のブートおよびインストールサーバーのプロビジョニング
インタフェースから構成されています。プロビジョニングネットワークは 1つまたは
複数のサブネットから構成できます。OSプロビジョニングプラグインのインストー
ルは、OSプロビジョニング用の複数のプロビジョニングネットワークの使用をサ
ポートしています。ネットワークベースのプロビジョニングに必要なプロトコルとテ
クノロジにより、これらのプロビジョニングネットワークに関する次の要件が規定さ
れます。要件は次の通りです。
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� OSプロビジョニングサーバーのプロビジョニングインタフェースおよびター
ゲットプラットフォームのプロビジョニングインタフェースは、共通のレイヤー 2
ブロードキャストドメインに存在する必要がある。

� ホストにサービスを提供するブートおよびインストールサーバーのプロビジョニン
グインタフェースには、ターゲットプラットフォームのプロビジョニングインタ
フェースのサブネットへの IP接続が必要である。これは、次の 2つの方法のいず
れかで実現できます。

� ブートおよびインストールサーバーはプロビジョニングサブネットにネット
ワークインタフェースを持っている。

� ブートおよびインストールサーバーは、ルーティングによりプロビジョニング
サブネットから到達可能なプロビジョニングインタフェースを持っている。

制御ネットワーク
制御ネットワークは、主に次の 2つの機能のために OSプロビジョニングサーバーに
より使用されるネットワークです。

� ターゲットホストのネットワーク管理ポートを管理し、電源の状態、ブートの順
序、およびターゲットプラットフォームのコンソールを制御する

� プロビジョニング操作のためにブートおよびインストールサーバーを構成する

制御ネットワークは純粋な IPネットワークを使用でき、またシリアル/端末サーバー
要素を持つ場合もあります。OSプロビジョニングサーバーは、IPネットワークで
ブートおよびインストールサーバーと通信します。同時に、ターゲットホストの
ネットワーク管理ポートとの通信が IPネットワークまたはシリアルネットワークで行
われる場合があります。制御ネットワークは数多くのサブネット上に存在することが
できます。制御ネットワークの要件は、ブートおよびインストールサーバーとター
ゲットネットワーク管理ポートが、OSプロビジョニングサーバーから到達可能であ
ることのみです。

スイッチ型ネットワーク
スイッチ型ネットワークの要件は、スイッチを使用する環境では特別な意味を持ちま
す。スイッチ型ネットワークでは、スイッチ型接続はトランクまたはアクセス (非ト
ランク)モードのいずれかを取ることが可能です。制御ネットワークの場合、OSプロ
ビジョニングサーバーからの IPルーティングが唯一の要件であるため、スイッチ型接
続はアクセスモードになることができます。プロビジョニングネットワークは、プロ
ビジョニングネットワークの設計に応じて、スイッチ型ポートをトランクモードとア
クセスモードのいずれかにすることができます。
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セキュリティー
OSプロビジョニングプラグインソフトウェアは N1 SPSセキュリティーモデルを利用
します。異なるサーバー間でのほとんどの通信は、N1 SPSリモートエージェント
(RA)を介して行われます。セキュリティー保護された通信を行うように RAを構成し
ます。マスターサーバーと RAの間のセキュリティー保護された通信を有効にする方
法の詳細については、ドキュメントを参照してください。

ターゲットの遠隔管理を行うため、OSプロビジョニングサーバーには暗号化された
パスワードが格納されます。パスワードの暗号化の詳細については、107ページ
の「パスワードの暗号化」を参照してください。

Windowsブートおよびインストールサーバーと通信するためには、RSHサービスま
たは SSHサービスのいずれかを有効にする必要があります。OSプロビジョニング
サーバーとWindowsブートおよびインストールサーバーの間の通信のセキュリ
ティーを保護するには、SSHサービスを使用します。詳細については、75ページ
の「Windows RISサーバーにWindows SSHサーバーをインストールする」を参照し
てください。

新しい環境の構成
Sun Data Center Reference Architectureは、汎用データセンター構成を定義するため
のベストプラクティスを取り込み、適用するものです。このアーキテクチャーは、低
リスク、低総所有コスト (TCO)で確実かつ迅速に組み立て、テストし、配備すること
ができます。Data Center Reference Architecture Implementationsは Sun Data Center
Reference Architectureのインスタンス化で、顧客の要件を満たすために、サービスと
ともに実際のハードウェアとソフトウェアに完全な詳細事項を提供します。Data
Center Reference Architecture Implementationsは、中小規模および大規模データセン
ター用に事前に設計およびテストされたコンポーネントのグループで、企業の統合プ
ロジェクトおよび移行プロジェクト用の、運用準備が完了したターゲット環境を提供
します。

Sun Data Center Reference Architecture Implementationフレームワークは、SunFire
Server、Sun StorEdge™ストレージアレイ、Sun Java™ Enterprise Systemおよび
Solarisソフトウェアだけでなく、LANおよび SANインフラストラクチャーからなる
柔軟性の高い組み合わせです。詳細については、Sun Data Center Reference
Architecture web siteを参照してください。

プロセスの概要
1. N1 SPSマスターサーバー、OSプロビジョニングサーバー、ブートおよびインス
トールサーバー用にハードウェアを準備します。

2. N1 SPSソフトウェアを入手します。
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3. 『Sun N1 Service Provisioning System 5.1インストールガイド』の「N1 Service
Provisioning System 5.1のインストール」で説明されている手順で N1 SPSマス
ターサーバーをインストールします。

4. OSプロビジョニングサーバーに N1 SPS RAおよび N1 SPSコマンド行インタ
フェース (CLI)をインストールします。

5. Solarisブートおよびインストールサーバーに N1 SPS RAおよび N1 SPS CLIをイ
ンストールします。

6. Linuxブートおよびインストールサーバーに N1 SPS RAをインストールします。

7. OSプロビジョニングサーバー、Solarisブートおよびインストールサーバー、
Linuxブートおよびインストールサーバーで RAを準備します。詳細については、
『Sun N1 Service Provisioning System 5.1システム管理者ガイド』の「物理ホスト
を準備する」を参照してください。

注 –安全のため、N1 SPSデータベースをバックアップします。詳細については、
『Sun N1 Service Provisioning System 5.1システム管理者ガイド』の第 9章「バック
アップと復元」を参照してください。

� マスターサーバーを有効にしてセッション IDを使
用する

1. マスターサーバーの構成ファイルを編集します。

デフォルトでは、このファイルは次の位置にあります。

/opt/SUNWn1sps/N1_Service_Provisioning_System_5.1/server/config/config.properties

2. これが既存の N1 SPSインストールである場合、次の手順に従ってください。

a. 次の形式に似たセッション IDエントリを検索します。
config.allowSessionIDOnHosts=masterserver,biss1

b. イコール記号のあとの値を、OSプロビジョニングサーバーと Solarisブートお
よびインストールサーバーの名前に変更します。

次に例を示します。
config.allowSessionIDOnHosts=myspsserver,sol10bis

3. これが N1 SPSの新規インストールである場合、次のような行を追加します。
config.allowSessionIDOnHosts=masterserver,biss1

イコール記号のあとの値には、OSプロビジョニングサーバーと Solarisブートお
よびインストールサーバーの名前が含まれている必要があります。

手順
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4. 使用する環境の大域プラン実行タイムアウトを調整します。

config.propertiesファイルの次のエントリを変更します。

pe.defaultPlanTimeout=12000
pe.nonPlanExecNativeTimeout=12000

タイムアウトは秒単位です。タイムアウトは、サイトで予想される最も長いプラン
実行処理より長くする必要があります。デフォルトのプランタイムアウトは 30分
(1800秒)です。デフォルトのネイティブタイムアウトは 10分 (600秒)です。上記
の例は任意の値ですが、200分 (12000秒)という高い値を設定しています。

5. これらの変更を有効にするには、マスターサーバーを停止して再起動します。

n1spsとしてマスターサーバーにログインし、次のコマンドを入力します。

# cr_server stop
# cr_server start

デフォルトでは、これらのコマンドは次のファイル内にあります。

/opt/SUNWn1sps/N1_Service_Provisioning_System_5.1/server/bin

既存の環境の構成
OSプロビジョニングプラグインを使用すると、既存のサーバーおよびネットワーク
環境に OSをプロビジョニングできます。以降の節では、既存の環境でプラグインを
どのように使用するかを詳細に説明します。

ハードウェアおよびソフトウェアの構成
N1 SPSマスターサーバー、OSプロビジョニングサーバー、Solarisブートおよびイン
ストールサーバー、Linuxブートおよびインストールサーバー、およびWindows
ブートおよびインストールサーバーをサポートするハードウェアが用意されているこ
とを確認します。適切なシステムの詳細については、20ページの「サポートされるシ
ステム」を参照してください。

ネットワーク環境
マスターサーバー、OSプロビジョニングサーバー、およびブートおよびインストー
ルサーバーが IPネットワークを介して相互に接続できることを確認します。

サーバーを同時にプロビジョニングする十分な帯域幅があることを確認します。帯域
幅の要件は、実行する同時プロビジョニング処理の数に応じて異なります。
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注 –同時 OSインストールは大量の帯域幅を必要とし、帯域幅が使用できない場合に
は障害やタイムアウトが発生する場合があります。問題を回避するには、物理的にト
ラフィックを分離するか、より多くのブートおよびインストールサーバーを配備しま
す。

DHCPサービス
OSプロビジョニングサーバーは独自の DHCPサービスを使用します。DHCPサービ
スは、ターゲットにインストール時パラメータとインストール時 IPアドレスを提供す
るために、プロビジョニング処理中に使用されます。DHCPサービスは、プロビ
ジョニングの対象ではないクライアントには応答しません。そのため、このサブ
ネットでサービスを提供するほかの DHCPサービスが存在する場合、これらのサービ
スがプロビジョニング処理中にターゲットに応答していないことを確認してくださ
い。OSがプロビジョニングされると、ターゲットに応答するよう DHCPを再度アク
ティブにすることができます。OSプロビジョニングサーバーを同じサブネットに配
置するか、ルーティングによって、ターゲットの DHCPパケットが OSプロビジョニ
ングサーバーに到達できることを確認してください。

ターゲットホスト
OSプロビジョニングプラグインは、プロビジョニング中の電源オン/オフのサイクル
を自動化できます。ターゲットの遠隔管理インタフェース (存在する場合)を有効にし
ます。ターゲットが遠隔管理をサポートしていない場合は、汎用ターゲットを使用し
ます。ターゲットホストの詳細については、第 8章を参照してください。

N1 Service Provisioning Systemソフトウェア
N1 SPSソフトウェアがバージョン 5.1またはそれ以降であることを確認します。

既存の Solaris JET環境
JumpStart Enterprise Toolkit (JET)テクノロジを実行している場合、OSプロビジョニ
ングプラグインを使用する前には、JET製品をアンインストールする必要がありま
す。詳細については、45ページの「Solaris JETサーバーの設定」を参照してくださ
い。

OSプロビジョニングプラグインに付属する SUNWjetパッケージのデフォルトのベー
スディレクトリは /opt/SUNWjetです。旧バージョンの SUNWjetは、デフォルトの
ベースディレクトリ /opt/jetを使用していました。
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既存の JETパッケージを使用している場合は、45ページの「Solaris JETサーバーの
設定」で説明されている手順で、既存のパッケージをアンインストールしてから JET
サーバーを作成します。このプロセスでは以下の作業を実行します。

1. /opt/SUNWjetで OSプロビジョニングプラグインに付属するバージョンの
SUNWjetをインストールする。

2. /opt/jet/Products内のすべての既存の JET製品モジュールに、
/opt/SUNWjet/Productsへのシンボリックリンクを作成する。

処理が完了すると、OSプロビジョニングプラグインを使用して新しい Solarisプロ
ファイルを作成する場合、サーバーに以前インストールされていた任意の JET製品モ
ジュールを名前によって含めることができます。

以前の /opt/jet/Templatesおよび /opt/jet/Clients領域は変更されません。
必要に応じてこれらの領域を参照できます。また値によっては、OSプロビジョニン
グプラグインを使用して新しい Solarisプロファイルを作成するのに役立つ場合があり
ます。
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第 4章

OSプロビジョニングプラグインのイ
ンストールと構成

オペレーティングシステム (OS)プロビジョニングの観点から見ると、インストールは
次の 3つの段階から構成されています。

� 『Sun N1 Service Provisioning System 5.1インストールガイド』で説明されている
N1 SPSソフトウェアのインストール

� OSプロビジョニングプラグインのインストール
� プロビジョニングするオペレーティングシステム環境のインストール

3つのインストールのすべての段階には、複数の構成手順もあります。

この章では、次の内容について説明します。

� 35ページの「OSプロビジョニングプラグインのインストール」
� 38ページの「OSプロビジョニングサーバーの作成」
� 40ページの「サブネットの作成と登録」

OSプロビジョニングプラグインのイン
ストール

OSプロビジョニングプラグインの入手
OSプロビジョニングプラグインは、N1 SPSソフトウェアに対するプラグインとして
パッケージ化されています。プラグインは Java™アーカイブ (JAR)ファイルに
パッケージ化されています。OSプロビジョニングプラグインのプラグインファイル
は N1 SPS Supplement CDまたは Sun Download Centerから入手できます。

OSプロビジョニングプラグインは、2つの異なる JARファイルからインポートに使
用できます。状況に応じて、適切なファイルを選択してください。
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� OSプロビジョニングプラグインを初めてインポートする場合は、
com.sun.n1osp_2.0.jarファイルを使用します。

� 旧バージョンの OSプロビジョニングプラグインをすでにインポートしている場合
は、com.sun.n1osp_1.0_2.0.jarファイルを使用します。

OSプロビジョニングプラグインの N1 SPSへの追
加
特定のプラグインを N1 SPS製品に認識させるには、プラグインをインポートする必
要があります。プラグインをインポートするには、『Sun N1 Service Provisioning
System 5.1システム管理者ガイド』の第 5章「プラグインの管理」で説明されている
手順に従います。

1. N1 SPSブラウザインタフェースのメインウィンドウの「Administrative」セク
ションで「Plug-ins」をクリックします。

2. 「Plug-ins」ページの「Action」列で「Import」をクリックします。

3. JARファイルをダウンロードした場所に移動します。

4. 「Continue to Import」ボタンをクリックします。

インポートが正常に完了すると、プラグインが提供するオブジェクトを示すプラグイ
ンの詳細ページが表示されます。

また、コマンド行からプラグインアーカイブファイルをインポートすることもできま
す。

� 以前に OSプロビジョニングプラグインを使用したことがない場合は、次のコマン
ドを使用してプラグインをインポートします。

% cr-cli -cmd plg.p.add -path com.sun.osp_2.0.jar -u username -p password

� 旧バージョンの OSプロビジョニングプラグインがすでにある場合は、次のコマン
ドを使用してプラグインをインポートします。

% cr-cli -cmd plg.p.add -path com.sun.osp_1.0_2.0.jar -u username -p password

� OSプロビジョニングプラグインをアップグレード
する
OSプロビジョニングプラグインをバージョン 1.0からバージョン 2.0へアップグレー
ドするには、次の手順に従います。

1. 『Sun N1 Service Provisioning System 5.1インストールガイド』の第 10章「N1
Service Provisioning System 5.1へのアップグレード」で説明されている手順に
従って、N1 SPSソフトウェアをバージョン 5.1にアップグレードします。
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2. com.sun.osp_1.0_2.0.jarファイルを取得し、インポートします。

3. OSプロビジョニング (制御)サーバーをアップグレードします。

OSプロビジョニングプラグイン 2.0ソフトウェアを使用して、既存のすべての OS
プロビジョニングサーバーを再度作成する必要があります。38ページの「OSプ
ロビジョニングサーバーの作成」を参照してください。

4. Solarisのプロビジョニングの場合、JET Solarisイメージサーバーをアップグレー
ドします。

OSプロビジョニングプラグイン 2.0ソフトウェアを使用して、既存のすべての
JET Solarisイメージサーバーを再度作成する必要があります。45ページの「JET
Solarisイメージサーバーを作成する」を参照してください。

5. 既存のすべての Solaris OSプロファイル内の遠隔エージェントの変数を変更しま
す。

プロファイルの product_version_spsra変数は、現在の N1 SPS RAソフト
ウェアのバージョンを反映している必要があります。既存のすべてのプロファイル
を編集し、product_version_spsra変数の値を 5.1に変更します。この変数
の詳細については、154ページの「N1 SPSリモートエージェントのコンポーネン
ト変数」を参照してください。

� 旧バージョンのコンポーネントにアクセスする
新しいバージョンのプラグインにアップグレードすると、そのプラグイン
の「Common Tasks」ページが更新され、新しいバージョンのプラグインを使用して
インストールされたコンポーネントへのリンクが表示されます。この機能により、最
新の機能と改善点を含むコンポーネントを簡単に表示できます。古い機能に依存する
コンポーネントは、「Common Tasks」ページからはリンクされません。

以前にインストールしたコンポーネントが見つからない場合、おそらく、そのコン
ポーネントは旧バージョンのプラグインから作成されたものです。旧バージョンのコ
ンポーネントを表示したり、旧バージョンのコンポーネントで作業するには、次の手
順に従います。

1. 「Common Tasks」ページで適切なコンポーネントプロシージャーをクリックしま
す。

「Component Details」ページが表示されます。

2. 「Component Details」ページで「Version History」をクリックします。

コンポーネントとバージョンのリストが表示されます。

3. 適切なリンクをクリックします。

� コンポーネントを使用した作業を行うには、使用するコンポーネントに該当す
るバージョン番号または「Details」リンクをクリックします。
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� コンポーネントがインストールされている場所を表示するには、「Where
Installed」をクリックします。

OSプロビジョニングサーバーの作成
OSプロビジョニングプラグインがインポートされていても、OSプロビジョニング
サーバーを作成し設定するまでは、オペレーティングシステムをプロビジョニングで
きません。

� OSプロビジョニングサーバーを作成する (ブラウ
ザインタフェース)
この作業が終了すると、OSプロビジョニングソフトウェアが OSプロビジョニング
サーバーにインストールされます。また、OSプロビジョニングサーバーには DHCP
サービスがインストールされます。

1. N1 SPSブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

2. 「OS Provisioning Common Tasks」ページの「OSP Control Server」セクション
で「Create」をクリックします。

3. 「Plans Details」ページの「Run」をクリックします。

4. このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブル
の「Service」コンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択
します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブル
の「Service」コンポーネント行で「Select from List」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 必要に応じて変数を変更します。
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変数名 説明

installPath OSプロビジョニングソフトウェアをイ
ンストールするベースディレクトリ。

vhost_name OSプロビジョニングサーバーを表す仮
想ホストの名前。

host_dir ターゲットホストファイルが存在する
ディレクトリへのパス。

profile_dir OSプロファイルが存在するディレクト
リへのパス。

subnet_dir サブネットファイルが存在するディレク
トリへのパス。

logs_console_dir ログとコンソールファイルが存在する
ディレクトリへのパス。

d. 変数セットを保存します。

e. 「Plan Parameters」テーブルの「Service」コンポーネント行にあるド
ロップダウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

5. OSプロビジョニングサーバーを作成するホストを選択します。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

このプランの実行には通常は約 15分かかります。インストールの進行中、進行状
況を参照するには「Plan Run」ウィンドウの「Details」リンクをクリックしま
す。

7. OSプロビジョニングサーバーが正常に作成されたことを確認するには、プロビ
ジョニングサーバーのウィンドウの左側にある「Hosts」リンクをクリックしま
す。

-ospが付加された仮想ホストの名前が表示されます。たとえば、ホスト
masterserverにインストールした場合、仮想ホストは masterserver-ospと
なります。

� OSプロビジョニングサーバーを作成する (コマン
ド行インタフェース)

� コマンド行からサーバーを作成するには、次の例のようなコマンドを入力します。

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin -PID "NM:/com/sun/n1osp/untyped/Service-create" \
-tar H:NM:masterserver -comp + -vs + -pto 30 -nto 10
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注 –ターゲットは OSプロビジョニングサーバーである必要があります。この例で
は、N1 SPSマスターサーバーが OSプロビジョニングサーバーとして使用されま
す。

サブネットの作成と登録
OSプロビジョニングサーバーは DHCPサービスを提供します。DHCPサービスは、
ターゲットのプロビジョニングに使用されるすべてのサブネット上で待機する必要が
あります。N1 SPSインタフェースでは、OSプロビジョニングサーバーが DHCP要求
に応答できるよう、ターゲットのプロビジョニングに使用されるサブネットを特定す
る必要があります。OSプロビジョニングサービスは、プロビジョニング処理中に、
プロビジョニングサーバー上の必要なアドレスを使用してインタフェースを作成しま
す (まだ作成されていない場合)。

� OSプロビジョニングサーバーのサブネットを特定
する (ブラウザインタフェース)
ブラウザインタフェースからサブネットを管理するには、次の手順に従います。

1. N1 SPSブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

2. 「OS Provisioning Common Tasks」ページの「OSP Subnets」セクション
で「Manage」をクリックします。

3. 「Component Details」ページの「Create」行で「Run action」をクリックしま
す。

4. このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブル
の「Service」コンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選
択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブル
の「Service」コンポーネント行で「Select from List」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。
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c. 必要に応じて変数を変更します。

変数 説明 例

installPath サブネットアドレス 10.42.42.0

mask サブネットマスク 255.255.255.0

gateway サブネットのゲートウェイ 10.42.42.1

host_interface このサブネットに使用され
る OSプロビジョニング
サーバー上のインタフェー
ス

hme0

host_address host_interfaceに割り
当てられるホストアドレス

10.42.42.1

注 – OSプロビジョニングソフトウェアは、インタフェースの作成とアドレ
スの割り当てを、これらの値がまだ設定されていない場合、プロビジョニン
グ処理時に行います。

d. 変数セットを保存します。

e. 「Plan Parameters」テーブルの「Service」コンポーネント行にあるド
ロップダウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

5. このサブネットを適用する仮想ホストを選択します。

ヒント – OSプロビジョニングサーバーの仮想ホストの名前の最後は -ospです。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� OSプロビジョニングサーバーのサブネットを特定
する (コマンド行インタフェース)
コマンド行からサブネットを管理するには、次の手順に従います。

1. 変数セットを作成します。

次の例のようなコマンドを入力します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/untyped/Subnet -name "subnet1" \
-u admin -p admin -vars "installPath=10.42.42.0;mask=255.255.255.0;gateway=10.42.42.1; \
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host_interface=ce8000;host_address=10.42.42.1"

変数の詳細については、40ページの「OSプロビジョニングサーバーのサブネット
を特定する (ブラウザインタフェース)」の手順 4を参照してください。

2. 前の手順で作成した変数セットを使用して、プランを実行し、サブネットを作成し
ます。

次の例のようなコマンドを入力します。

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin -PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/Subnet-create \
-tar H:NM:masterserver-osp -comp + -vs subnet1 -pto 30 -nto 10

� 新しいプロビジョニングサブネットを追加する
複数のサブネットを使用して、オペレーティングシステムをプロビジョニングするこ
とができます。以下の手順では、OSプロビジョニングサーバーに新しいサブネット
を追加する方法を説明します。

OSプロビジョニングサーバー、適用可能なオペレーティングシステムのブートおよ
びインストールサーバー、およびターゲットホストが同じ IPネットワーク内に存在す
ることを確認します。

1. 40ページの「OSプロビジョニングサーバーのサブネットを特定する (ブラウザイ
ンタフェース)」の説明に従って、新しいサブネットコンポーネントを作成しま
す。

IP接続に関しては 2つのオプションがあります。

� OSプロビジョニングサーバーの新しい IPアドレスを作成する。

� 既存の IPアドレスを使用するが、DHCPパケットがターゲットから OSプロビ
ジョニングサーバーに到達する経路を作成する。

2. ターゲットによりブートおよびインストールサーバーに到達できるよう、新しいサ
ブネットのブートおよびインストールサーバー上に新しいインタフェースを作成す
るか、経路を定義します。

3. この新しいサブネットで OSメディアを供給するために、ファイルシステム共有が
更新されることを確認します。

4. ターゲットがこのサブネット内に存在することを確認します。

5. IPアドレスが新しいサブネット内に存在するよう、プロビジョニングするプロ
ファイルを編集します。

始める前に
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第 5章

Solarisオペレーティングシステムのプ
ロビジョニング

この章では、OSプロビジョニングプラグインを使用して、Solarisオペレーティング
システムをターゲットホストにインストールする方法について説明します。

この章では、次の内容について説明します。

� 43ページの「JumpStart Enterprise Toolkit (JET)テクノロジ」
� 45ページの「Solarisプロビジョニングプロセスの概要」
� 45ページの「Solaris JETサーバーの設定」
� 47ページの「Solarisイメージおよびプロファイルの作成」
� 52ページの「ターゲットホストへの OSのインストール」
� 55ページの「JET Solarisサーバーの管理作業」
� 57ページの「customモジュールの使用法」

JumpStart Enterprise Toolkit (JET)テク
ノロジ
OSプロビジョニングプラグインは、JumpStart™ Enterprise Toolkit (JET)テクノロジ
を通じて提供される機能を使用して、Solarisオペレーティングシステム (OS)をプロ
ビジョニングします。JETは、Sunが開発した JumpStartテクノロジを拡張したもの
で、ネットワーク経由での Solaris OSのインストールを自動化します。JETを介した
OSプロビジョニングプラグインはこの機能をさらに拡張しつつ、複雑さを解消して
います。
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JETモジュール
JETテクノロジは JumpStartサーバーに製品固有のモジュールを提供し、そのモ
ジュールは Solaris OSおよびそのほかの製品を構造化された状態でインストールしま
す。この構造により、JumpStart終了スクリプトの「アドホック」スクリプティング
を通じて実装可能な機能が拡張されます。

OSプロビジョニングプラグインは、次の 3つの JETモジュールを提供しています。

� base_config – Solaris OSのインストールと構成を行います。base_config変
数の詳細については、143ページの「基本 OS構成変数」を参照してください。

� spsra – Solarisシステム上で N1 SPSリモートエージェント (RA)のインストール
と構成を行います。spsra変数の詳細については、154ページの「N1 SPSリモー
トエージェントのコンポーネント変数」を参照してください。

� custom – Solarisパッケージ、パッチ、およびファイルの任意のリストをインス
トールします。また任意のスクリプトのコレクションを実行できます。カスタムモ
ジュールの詳細については、57ページの「customモジュールの使用法」を参照
してください。

JETを介した Solarisのインストールプロセス
JumpStart Enterprise Toolkitの構築シーケンスは次のようになります。

1. 標準 Solarisインストールフェーズ
2. 標準 JumpStart終了スクリプトの呼び出し
3. 個別のモジュール「インストール」スクリプトの呼び出し
4. ターゲットサーバーの再起動
5. (省略可能)プラットフォーム関連のインストール作業 (各レベルのあとに再起動)
6. (省略可能)アプリケーション関連のインストール作業 (各レベルのあとに再起動)
7. (省略可能)最終インストール作業 (再起動なし)
8. コンソールにログインプロンプトが表示される

最初に再起動したあとの省略可能な手順は、ターゲットサーバーテンプレート内で構
成される個別のモジュールに依存します。最初に再起動したあとツールキットが追加
の作業を実行することをモジュールが要求するように、モジュールを記述することが
できます。この要求では、モジュールは作業がプラットフォーム関連領域とアプリ
ケーション関連領域のどちらで行われるか、または追加の再起動が予定されていない
場合最後に作業を行う必要があるかどうかを特定できます。
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Solarisプロビジョニングプロセスの概要
Solarisオペレーティングシステムをプロビジョニングするには、次のような高度な作
業を実行する必要があります。

1. JETサーバーを設定します。
2. Solarisイメージを作成するか、JETサーバーに既存のイメージを添付します。
3. ターゲットホストを作成します。
4. ターゲットホストにイメージをインストールします。

Solaris JETサーバーの設定
Solarisブートおよびインストールサーバーは JETサーバーです。

� JET Solarisイメージサーバーを作成する
N1 SPSのブラウザインタフェースまたはコマンド行インターフェースから JETイ
メージサーバーを作成できます。コマンド行からサーバーを作成するには、次のコマ
ンドを入力します。

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin -PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/Jet-create \
-tar H:NM:biss1 -comp + -vs + -pto 30 -nto 10

ブラウザインタフェースからサーバーを作成するには、次の手順に従います。

1. Solarisブートおよびインストールサーバーにするシステムにログインします。

2. 現在 JumpStart Enterprise Toolkitを使用している場合は、これらのファイルを削
除します。

次のコマンドを使用します。# pkgrm SUNWjet

3. N1 SPSブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

4. 「OS Provisioning Common Tasks」ページの「JET Solaris Image Servers」セク
ションで「Create」をクリックします。

5. 「Plans Details」ページの「Run」をクリックします。

6. このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「JET」コ
ンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。
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� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「JET」コ
ンポーネント行で「Select from List」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。

イメージサーバーコンポーネントの変数はごく少数で、それらのほとんどは
変更しません。これらの変数とそのデフォルト値のリストは、46ページ
の「Solarisイメージサーバーのコンポーネント変数」を参照してくださ
い。

d. 変数セットを保存します。

e. 「Plan Parameters」テーブルの「JET」コンポーネント行にあるドロップダ
ウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

7. JETイメージサーバーを作成するホストを選択します。

8. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

9. JETイメージサーバーが正常に作成されたことを確認するには、プロビジョニング
サーバーのウィンドウの左側にある「Hosts」リンクをクリックします。

-jetが付加された仮想ホストの名前が表示されます。たとえば、ホスト
masterserverにインストールした場合、仮想ホストは masterserver-jetと
なります。

Solarisイメージサーバーのコンポーネント変数
イメージサーバーコンポーネントには次の変数が適用されます。

表 5–1 Solarisイメージサーバーのコンポーネント変数

変数名 説明 デフォルト値

installPath JETパッケージをインストールす
る位置。

/opt/SUNWjet

sps_cli N1 SPSコマンド行インタフェー
スの位置。

/opt/SUNWn1sps/N1_Service_Provisioning_System_5.1/
cli/bin/cr_cli

jetHost 仮想ホスト名に使用する名前。
デフォルトでは、仮想 JETホス
ト名は、-jetが追加されたター
ゲットホストのホスト名に設定
されています。

:[target]-jet
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表 5–1 Solarisイメージサーバーのコンポーネント変数 (続き)
変数名 説明 デフォルト値

jetFolder JET固有の情報を格納するフォル
ダ。デフォルトでは JETフォル
ダの位置は
/com/sun/n1osp/autogen-:[jetHost]
で、:[jetHost]は前の手順で定義
した仮想 JETホスト名です。

/com/sun/n1osp/autogen-:[jetHost]

templatePrefixOSプロビジョニング JETテンプ
レートの特定に使用する値。

OSP_TEMPLATE_

Solarisイメージおよびプロファイルの作
成
基本的な JumpStartの機能を提供するには、適切な Solaris OSメディアのイメージを
JETサーバーにインストールする必要があります。続いてそのイメージを、イメージ
がどのようにインストールされるかを説明するプロファイルに添付する必要がありま
す。

� Solarisイメージをインポートする
基本的な JumpStartの機能を提供するには、適切な Solaris OSメディアのイメージを
JETサーバーにインストールする必要があります。JETサーバーにインポートされる
Solarisのバージョン (複数可)は、ターゲットサーバーにより必要とされるバージョン
によって決まります。同時に、同じ JETサーバーに、複数のバージョンの Solarisメ
ディアをインストールできます。

注 –メディアを JETサーバー上のディスクにコピーすることをお勧めしますが、必須
ではありません。物理メディアを適切に共有して、その物理メディアからターゲット
サーバーをブートすることができます。ただし、物理メディアを使用することにより
ターゲットサーバーのビルドのパフォーマンスが厳しく制限され、複数のバージョン
の Solarisをサポートする能力が最低限に制限されます。

1. ローカルドライブから、またはネットワーク上の共有ドライブを使用することで、
JETサーバーで Solaris DVDをマウントします。

2. N1 SPSブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。
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3. 「OS Provisioning Common Tasks」ページの「Solaris Images」セクション
で「Import」をクリックします。

4. 「Plans Details」ページの「Run」をクリックします。

5. このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブル
の「SolarisImage」コンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前
を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブル
の「SolarisImaget」コンポーネント行で「Select from List」をクリックしま
す。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. version変数に Solarisのメインバージョン番号を入力します。

d. release変数に Solarisのマイナーバージョン番号を入力します。

e. 残りの変数を確認し、必要に応じてそれらを変更します。

次の表で、追加の変数とそのデフォルト値を説明します。

変数名 説明 デフォルト値

architecture SPARCや x86など、
物理システムのアーキ
テクチャー

sparc

installPath インポートされる
Solarisイメージの一意
の名前。

Solaris:[version]_:[release]_
:[architecture]

次に例を示します。
Solaris9_u7_sparc

image_path インポートされるイ
メージが格納される場
所へのパス。

/export/osp_image/:[installPath]

image_subnet_addrイメージサーバーのサ
ブネットアドレス。

:[target(/):sys.ipAddress]

image_subnet_maskイメージサーバーのサ
ブネットマスク

255.255.255.0
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変数名 説明 デフォルト値

media_src イメージファイルへの
パス。デフォルトで
は、ソフトウェアは
ファイルが DVD
ディスク上に存在する
と想定しています。

/cdrom/cdrom0/s0

f. 変数セットを保存します。

g. 「Plan Parameters」テーブルの「SolarisImage」コンポーネント行にある
ドロップダウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

6. 「Plan Details Run」ページで、イメージのインポート先の JETイメージサーバー
を選択します。

ヒント – JETイメージサーバーのホスト名の末尾は -jetです。

7. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� Solarisプロビジョニングプロファイルを作成する
(ブラウザインタフェース)
JETサーバーが存在し、そのサーバーで Solaris OSソフトウェアが使用できることを
確認します。JETサーバーの作成方法の詳細については、45ページの「Solaris JET
サーバーの設定」を参照してください。Solarisイメージの作成方法の詳細について
は、47ページの「Solarisイメージをインポートする」を参照してください。

1. N1 SPSブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

2. 「OS Provisioning Common Tasks」ページの「Solaris Images」セクション
で「Create Profile」をクリックします。

3. 「Plans Details」ページの「Run」をクリックします。

4. このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブル
の「SolarisImage」コンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前
を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブル
の「SolarisImaget」コンポーネント行で「Select from List」をクリックしま
す。

始める前に
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a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. version変数に Solarisのメインバージョン番号を入力します。

d. release変数に Solarisのマイナーバージョン番号を入力します。

e. 残りの変数を確認し、必要に応じてそれらを変更します。

次の表で、追加の変数とそのデフォルト値を説明します。

変数名 説明 デフォルト値

architecture SPARCや x86など、物理
システムのアーキテク
チャー

sparc

installPath 添付する Solarisイメージ
名

Solaris:[version]_:[release]_
:[architecture]

次に例を示します。
Solaris9_u7_sparc

image_path イメージファイルが存在す
る場所へのパス

/export/osp_image/:[installPath]

image_subnet_addr イメージサーバーのサブ
ネットアドレス

:[target(/):sys.ipAddress]

image_subnet_mask イメージサーバーのサブ
ネットマスク

255.255.255.0

media_src イメージファイルへのパ
ス。デフォルトでは、ソフ
トウェアはファイルが
DVDディスク上に存在す
ると想定しています。

/cdrom/cdrom0/s0

f. 変数セットを保存します。

g. 「Plan Parameters」テーブルの「SolarisImage」コンポーネント行にある
ドロップダウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

5. 「Plan Details Run」ページで、プロファイルの作成先の JETイメージサーバーを
選択します。

ヒント – JETイメージサーバーのホスト名の末尾は -jetです。

6. 必要に応じてプロファイル名を変更します。
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7. 必要に応じてプロファイルの説明を変更します。

8. 使用する JETモジュールのリストを更新します。

JET製品のモジュールの位置は、JETサーバーのディレクトリ
/opt/SUNWjet/Productsです。

デフォルトでは、プラン変数 JET Modules Name(s) に、Solaris プロファイルコ
ンポーネントに含める 2つの JETモジュールがあります。

� base_config – Solaris OSのインストールと構成を行います。base_config
変数の詳細については、143ページの「基本 OS構成変数」を参照してくださ
い。

� spsra – Solarisシステム上で N1 SPSリモートエージェント (RA)のインス
トールと構成を行います。spsra変数の詳細については、154ページの「N1
SPSリモートエージェントのコンポーネント変数」を参照してください。

base_configは、基本 Solarisインストールを行うための必須 JETモジュールで
す。そのほかの /opt/SUNWjet/Productsモジュールはすべて省略可能です。
モジュール名をこのリストに追加することにより、モジュールのインストール関数
と構成変数が、新しく作成された Solarisプロビジョニングプロファイルに追加さ
れます。

省略可能な /opt/SUNWjet/Productsモジュールの 1つに、customモジュール
があります。customモジュールは、Solarisのパッケージ、パッチ、および
ファイルの任意のリストをインストールし、またスクリプトの任意のコレクション
を実行できます。詳細については、57ページの「customモジュールの使用法」
を参照してください。また、そのほかの JETモジュールを作成することもできま
す。JETモジュールの作成の詳細については、付録 Cを参照してください。

9. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

10. (省略可能)デフォルトのプロファイル値を変更します。

a. 新しい Provisionコンポーネントが含まれる Solarisフォルダにナビゲート
します。

たとえば次のようなフォルダです。
/com/sun/n1osp/autogen-biss1-jet/provision/

b. Solarisプロビジョニングコンポーネント名をクリックします。

たとえば Solaris10_0205_sparc.standardなどです。

c. デフォルト値を編集します。

Solarisプロファイルの変数の詳細については、付録 Bを参照してください。

i. 「Details」ページの最下部の「Edit」ボタンをクリックします。

ii. 値を変更します。

iii.「Details」ページの最下部の「Check-in」ボタンをクリックします。
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� Solarisプロビジョニングプロファイルを作成する
(コマンド行インタフェース)

1. SolarisImageコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマ
ンドを入力します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/untyped/SolarisImage \
-name "solaris9" -u admin -p admin -vars "version=9;release=u7;architecture=sparc; \
image_path=/export/install/Solaris9product;image_subnet_addr=10.42.42.2; \
image_subnet_mask=255.255.255.0;media_src="

2. JETモジュール情報を指定するには、次のエントリが含まれるファイル
/tmp/solaris-imageを作成します。

standard
Standard Solaris
base_config spsra

各行の意味は次のとおりです。

� ファイルの最初の行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクション
の「Profile Name」フィールドに対応します。

� ファイルの 2番目の行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクション
の「Profile Description」フィールドに対応します。

� ファイルの 3番目の行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクション
の「JET Module Name」フィールドに対応します。

3. プランを実行するには、次の例のようなコマンドを入力します。

# cat /tmp/solaris-image|cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin
-PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/SolarisImage-create-profile
-tar H:NM:biss1-jet -comp - -vs solaris9 -pto 30 -nto 10

ターゲットホストへの OSのインストー
ル
実際のプロビジョニングコンポーネントには、ユーザーが変更する場合がある変数の
長いリストが含まれています。使用可能なすべての変数の完全なリストは、付録 Bに
あります。
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� ターゲットホストに OSをインストールする (ブラ
ウザインタフェース)
次の作業には、ターゲットホストに OSをインストールする際にユーザーが変更する
可能性がある変数のサブセットが含まれています。

1. N1 SPSブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

2. 「OS Provisioning Common Tasks」ページの「Solaris Images」セクション
で「Provision OS」をクリックします。

3. provisionコンポーネントが含まれる Solarisフォルダにナビゲートします。

たとえば /com/sun/n1osp/autogen-biss1-jet/provision/などです。

4. Solarisプロビジョニングコンポーネント名を選択します。

たとえば Solaris_9.standardなどです。

5. 「Component Details」ページで Provision_start:Installプロシージャの横にあ
る「Run action」をクリックします。

6. このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルのコンポーネ
ント名の行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

� 既存の変数セットの値を変更するには、「Plan Parameters」テーブルのコン
ポーネント名の行で「Select from List」をクリックします。

a. 変更する変数セットの列の「Edit」ボタンをクリックします。

b. 変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。

変数とその説明、およびデフォルト値のリストは付録 Bにあります。

c. すべての値が正しければ「Save」ボタンをクリックします。

d. 「Plan Parameters」テーブルのコンポーネント名の行にあるドロップダウ
ンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルのコンポーネ
ント名の行で「Select from List」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数の値を確認または変更します。

多くの変数を変更しなければならない場合もありますが、通常は少数の変数
を変更します。「Component Variables」リストの変数名とプロンプトを使
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用すると、変数の適切な入力形式を指定できます。変数とその説明、および
デフォルト値のリストは付録 Bにあります。

d. すべての値が正しければ「Save」ボタンをクリックします。

e. 「Plan Parameters」テーブルのコンポーネント名の行にあるドロップダウ
ンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

7. OSのプロビジョニング先であるターゲットホストを選択します。

ヒント –ターゲットホストのホスト名の末尾は -targetです。

8. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

プランが完了し、Solarisイメージがターゲットホストにインストールされた時点
で、ターゲットホストにログインする必要があります。rootユーザーのパスワー
ドは newrootです。

� ターゲットホストに OSをインストールする (コマ
ンド行インタフェース)

� 次の例のようなコマンドを入力します。ただしコンポーネントの名前とターゲット
は、使用するコンポーネント名とターゲットに置き換えます。

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin -PID \
NM:/com/sun/n1osp/autogen-biss1-jet/provision/SolarisProfile-provision-start-Solaris_9.standard \

-tar H:NM:testv240-target -comp + -vs + -pto 60 -nto 60

� OSのプロビジョニング状態を確認する

1. N1 SPSブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

2. 「OS Provisioning Common Tasks」ページの「OS Provisioning Administration
Tasks」セクションで「Status」をクリックします。

3. 「Plans Details」ページの「Run」をクリックします。

4. 「Plan Details Run」ページで、OSのプロビジョニング先であるターゲットホス
トを選択します。

5. プロビジョニング状態を確認するターゲットホストを選択します。
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6. 「Details」リンクをたどり、状態を表示します。

� OSプロビジョニング処理を停止する

1. N1 SPSブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

2. 「OS Provisioning Common Tasks」ページの「OS Provisioning Administration
Tasks」セクションで「Abort」をクリックします。

3. 「Plans Details」ページの「Run」をクリックします。

4. 「Plan Details Run」ページで、OSのプロビジョニング先であるターゲットホス
トを選択します。

5. プロビジョニング処理を停止するターゲットホストを選択します。

JET Solarisサーバーの管理作業

� N1 SPS RAインストーラをインポートする
クロスプラットフォームインストール (SPARCシステムからの x86プラットフォーム
へのインストールなど)を有効にするには、アーキテクチャー固有のインストーラを
JET Solaris Imageサーバーにインポートする必要があります。

1. プロビジョニングソフトウェアのページの「Common Tasks」セクションで、
「OS Provisioning」を選択します。

2. 「OS Provisioning Common Tasks」ページの「JET Solaris Image Servers」セク
ションで「Manage」をクリックします。

3. 「Component Details」ページで import_product_mediaプロシージャーの横にあ
る「Run action」をクリックします。

4. インストーラをインポートする JET Solaris Imageサーバーホストを選択し、
「Run Selected Installations」をクリックします。

5. 「Plans Run」ページで、プラン変数を次のように設定します。
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変数 説明 サンプル値

JET Module Name JETモジュールの名前 spsra

Product Version N1 SPSインストーラのバー
ジョン

5.1

Architecture RAインストーラに適用され
るアーキテクチャー

sparc

Media Path RAインストーラが含まれる
ディレクトリへのパス

/net/myothersys/export/ra

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

注 –インポートされた RAインストーラからインストールするには、RAをインス
トールする際に使用される Solarisプロファイルで、「Install RA from snapshot
(y,n)」の値が nに設定されている必要があります。154ページの「N1 SPSリモー
トエージェントのコンポーネント変数」を参照してください。

� ブート paramsに JETサーバーを使用する
デフォルトでは、OSプロビジョニングサーバーにはブート構成用の DHCPター
ゲットホスト情報が付属しています。Solarisターゲットホストを手動で再起動する場
合には、代わりに JETサーバーを RARPブート paramsサーバーとして使用できま
す。

1. Generic Target ホストを作成する際に、osp_control_service 変数を FALSE
に設定します。

Generic Targetホストの作成方法の詳細については、105ページの「汎用ター
ゲットホストの定義」を参照してください。この変数を FALSEに設定することに
より、ターゲットホストは、OSプロビジョニングのサービスを受けるターゲット
ホストアドレスから、JETのサービスを受けるターゲットホストアドレスに変更さ
れます。

2. RARPブート paramsサービス用に JETサーバーを構成するには、
/opt/SUNWjet/etc/jumpstart.confファイルの JS_CLIENT_MANAGEMENT
の値を変更します。

たとえば、SPARCシステムでは次のように変更します。

JS_CLIENT_MANAGEMENT="bootp"
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注 –ターゲットホストをブートする際、ネットワーク経由でターゲットホストを
ブートおよびインストールするコンソールブートコマンドの例は boot net -
installです。

customモジュールの使用法
Solaris Profileの作成時に、Solarisプロファイルコンポーネントに customモジュー
ルを含めることができます。Solarisプロファイルコンポーネントを作成する場合、プ
ラン変数には JET Module Name(s) が含まれます。

デフォルトでは、Solarisプロファイルコンポーネントには次の 2つの JETモジュール
が含まれています。

� base_config – Solaris OSのインストールと構成を行います。base_config変
数の詳細については、143ページの「基本 OS構成変数」を参照してください。

� spsra – Solarisシステム上で N1 SPSリモートエージェント (RA)のインストール
と構成を行います。spsra変数の詳細については、154ページの「N1 SPSリモー
トエージェントのコンポーネント変数」を参照してください。

3番目に使用可能なモジュールは customで、Solarisのパッケージ、パッチ、および
ファイルの任意のリストをインストールし、またスクリプトの任意のコレクションを
実行できます。Solarisプロファイルコンポーネントに customモジュールを含めるに
は、Solaris プロファイルを作成する前に、custom を JET Module Name(s) プラン
変数に追加します。

customモジュール内の項目がターゲットサーバーにインストールされる際、インス
トールの順序は常に、パッケージ、パッチ、ファイル、スクリプトの順になります。
この順序が適切ではない場合、独自の JETモジュールを作成することもできます。
JETモジュールの作成の詳細については、付録 Cを参照してください。

customモジュールは、ビルドのさまざまな段階でのパッケージやパッチのインス
トールに使用できます。44ページの「JETを介した Solarisのインストールプロセ
ス」を参照してください。

ターゲットサーバーテンプレートを編集する場合、ブートシーケンスのどの時点で
パッケージをインストールする必要があるかに応じて、構成変数
custom_packages_[1-n]に追加パッケージの名前をリストすることができます。同
様に、変数 custom_patches_[1-n]でパッチを特定することもできます。

パッケージとパッチは指定された順序でインストールされるため、それらの間の依存
関係を満たすようそれらを適切に順序付ける必要があります。数多くのパッケージや
パッチがある場合や、複数の異なるターゲットサーバーで共通のセットが頻繁に使用
される場合は、独自のモジュールの作成を検討してください。パッケージのインス
トールにパッチを組み込む必要がある場合も、このアプローチを検討しなければなら
ない場合があります。
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製品インストールにインストールされるパッケージが含まれる場合、
package.matrixファイルが含まれます。このファイルには、インストールする必
要があるパッケージのリストとともに、サポートされるオペレーティングシステムと
製品のバージョン番号のリストが含まれています。また、同様に必要なパッチを定義
する patch.matrixファイルも存在します。

カスタムパッチとパッケージメディアの生成
customモジュールを使用すると、ターゲットサーバーごとにカスタムパッケージと
パッチセットを定義できます。このモジュールは、ツールキットが検索する適切な場
所にパッケージとパッチメディアを配置できるようにする、2つのスクリプトも提供
します。

パッチとパッケージメディアをコピーする際、ツールキット構成ファイル
(/opt/SUNWjet/etc/jumpstart.conf ) にある JS_PKG_MEDIA と
JS_PATCH_MEDIAの定義に従って、スクリプトはメディアを配置します。別の場所
を使用してすべてのメディアを保持するには、スクリプトを実行する前に構成ファイ
ルを変更します。

カスタムパッチは、/opt/SUNWjet/bin/copy_custom_patchesスクリプトを使
用して配置できます。

# copy_custom_patches src-dir patch [patch....]

このスクリプトは少なくとも 2つの引数を取り、最初の引数はパッチが含まれるソー
スディレクトリです。そのほかの引数はパッチ番号と見なされ、これらはそのディレ
クトリ内に位置し、それ以降コピーされます。

カスタムパッケージは、/opt/SUNWjet/bin/copy_custom_packagesスクリプト
を使用して転送できます。

# copy_custom_packages src-dir arch package [package....]

引数はカスタムスクリプトコマンドに使用される引数によく似ていますが、追加の
arch引数が含まれています。この引数はパッケージのターゲットアーキテクチャーの
定義に使用されます。ターゲットアーキテクチャーは、ターゲットサーバー上の
uname -p の出力により定義されます。現在、値は sparc または i386 のいずれか
で、それぞれ SPARCアーキテクチャーと IA86アーキテクチャーを表します。

カスタムパッチにはアーキテクチャーの定義は必要ありません。これは、パッケージ
が使用可能な各アーキテクチャーに対して、独立した番号が付けられたパッチがリ
リースされるためです。

customモジュールは、同じアーキテクチャーの同じパッケージの複数の異なるバー
ジョンを含むことはできません。この機能が必要である場合は、これらの要件に対応
する特定のモジュールを検討してください。付録 Cを参照してください。
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カスタムファイル
customモジュールを使用すると、ターゲットサーバーでファイルを作成、上書きし
たり、ファイルを追加先にすることができます。ファイルは、次の 3つの項目を定義
する値により参照されます。

� JumpStartサーバー上の /opt/SUNWjet/Clients内のターゲットサーバー
ディレクトリから相対的なソースファイル

� 「a」(追加)または「o」(上書き)のいずれかである処理のモード

� ターゲットサーバー上の宛先ファイル

たとえば、bananaと呼ばれるターゲットサーバーの場合、bananaの構築時に、テン
プレートのカスタム領域にある次の行は、JumpStartサーバー上のファイル
/opt/SUNWjet/Clients/banana/hostsの内容を、マシン banana上のファイル
/etc/hostsに追加します。

custom_files="hosts:a:/etc/hosts"

ソースファイルは、ターゲットサーバーの構築前に適切に配置する必要があります。
ファイルは /opt/SUNWjetディレクトリツリー内に配置する必要があります。

注 –ソースファイルには絶対パスを使用しないでください。

また、/etc/hostsや /etc/passwdなど、ツリーの外部にあるファイルを参照しな
いでください。

3つのフィールドの中央は、ターゲットサーバー上の宛先ファイルを追加または上書
きするかどうかを指定します。多数のターゲットサーバーに対してファイルのセット
が共通である場合は、/opt/SUNWjet/Clientsディレクトリ内での保持領域の作成
を検討してください。共通ファイルはそのディレクトリ内に配置します。ターゲット
サーバーのテンプレートは、ファイルを次のように参照できます。

custom_files="../common/hosts:a:/etc/hosts ../common/ftpusers:o:/etc/ftpusers"

ここでファイルは、各ターゲットサーバー固有のディレクトリの複数コピーではな
く、/opt/SUNWjet/Clients/commonに配置されます。テンプレートファイルは
Bourneシェルスクリプトであるため、通常の手法を使用して行を継続することができ
ます。\ 文字を使用するか、変数 custom_files="${custom_files} ......" に
情報を追加します。

カスタムスクリプト
カスタムスクリプトは、スクリプトのソース位置により定義されます。ツールキット
は、ビルド中にターゲットサーバーのスクラッチ領域にスクリプトをコピーし、適切
な時点でスクリプトを実行します。
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前節で説明したカスタムファイルと同じように、スクリプトのソースは
/opt/SUNWjetディレクトリ内に存在する必要があります。ソースは、共通の保持領
域に対する相対参照になることも可能です。

システムが JumpStartサーバーの NFSイメージ上で動作し、実際のターゲットサー
バーファイルシステムが $ROOTDIR ( /a) 上にマウントされている場合、カスタムモ
ジュールは最初の再起動の前に、スクリプトを実行するためのプロビジョニングを行
いません。

最初の再起動の前にスクリプトを実行するには、付録 Cで説明されているモジュール
の作成を検討してください。
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第 6章

Linuxオペレーティング環境のプロビ
ジョニング

この章では、OSプロビジョニングプラグインを使用して、Linuxオペレーティングシ
ステムをターゲットホストにインストールする方法について説明します。

この章では、次の内容について説明します。

� 61ページの「Kickstartテクノロジ」
� 61ページの「Linuxプロビジョニングプロセスの概要」
� 62ページの「Linuxサーバーの設定」
� 67ページの「Linuxイメージおよびプロファイルの作成」
� 68ページの「ターゲットホストへの OSのインストール」

Kickstartテクノロジ
OSプロビジョニングプラグインは Linuxの kickstartテクノロジを使用します。

Linuxプロビジョニングプロセスの概要
1. Linuxイメージサーバーを設定します。
2. Linuxイメージを作成するか、イメージサーバーに既存のイメージを添付します。
3. ターゲットホストを作成します。
4. ターゲットホストに OSをインストールします。
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Linuxサーバーの設定
Linuxブートおよびインストールサーバーには次のソフトウェアが含まれています。

� Linux (RedHat Advanced Server 3.0でテスト済み)

� TFTPサーバー

� ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー

� N1 SPSリモートエージェント (RA) (Linux版)。詳細については、『Sun N1
Service Provisioning System 5.1システム管理者ガイド』の「物理ホストを準備す
る」を参照してください。

� Linuxファイルをコピーする

1. Linuxファイルを含めるディレクトリを作成します。

注 –同じサーバーから複数のディストリビューションにサービスを提供するため、
各ディストリビューション用に独立したディレクトリを作成します。

2. 最初の CD-ROMまたは ISOイメージファイルをマウントします。

次のいずれかの例のようなコマンドを使用します。

#mount /dev/cdrom 　　　　　　　　　デフォルトでは /mnt/cdromにマウント、/etc/fstab
を確認

#mount /path-to-first-iso /mnt/loop /mnt/loopが存在すると想定

3. CD-ROMまたは ISOイメージファイルの内容を、手順 1で作成したディレクト
リにコピーします。

次のいずれかの例のようなコマンドを使用します。

#/bin/cp -avf /mnt/cdrom/* /export/RHEL3.0
#bin/cp -avf /mnt/loop/* /export/RHEL3.0

4. ディストリビューションのすべての CD-ROMまたは ISOメディアに対して手順
2と 3を繰り返します。

� NFSアクセス権を設定する
ディストリビューションは、このブートおよびインストールサーバーからサービスを
受ける各サブネットに関して、TFTPを介してアクセス可能である必要があります。

手順
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1. /etc/exportsファイルを編集し、次の例のような行を追加します。

/export 10.42.42.*(ro)

2. NFSを有効にし、起動します。

RedHat AS 3.0に適用される、次のようなコマンドを使用します。

#chkconfig nfs on
#service nfs restart

� TFTPアクセス権を設定する
ディストリビューションは、このブートおよびインストールサーバーからサービスを
受ける各サブネットに関して、TFTPを介してアクセス可能である必要があります。

1. /etc/xinet.d/tftpファイルで server_argsパラメータを探します。

これが、TFTPサーバーにより使用されるルートディレクトリを定義します。
ディレクトリが存在しない場合は、ディレクトリを作成します。

注 –この作業では例として /tftpbootを使用します。

2. TFTPを有効にし、xinetdデーモンを再起動します。

RedHat AS 3.0で動作する、次の例のようなコマンドを使用します。

#chkconfig tftp on
#service xinetd restart

3. TFTPルートディレクトリの下に、次のディレクトリをコピーまたは作成します。

� /tftpboot/pxelinux.0 – Linux PXEブートストラップファイルは
http://syslinux.zytor.com/pxe.phpからダウンロードできます。

� /tftpboot/pxelinux.cfg/ –このディレクトリには PXE構成ファイルが含
まれています。これらのファイルには、各ハードウェアプラットフォームおよ
び Linuxディストリビューションに固有のパラメータが含まれています。

� /tftpboot/pxelinux.cfg/v20z-config – V20zプラットフォームに固有
のディレクトリ。

� /tftpboot/vmlinuz –ディストリビューションの /images/pxebootにあ
る、インストールカーネル。

� /tftpboot/initrd.img –ディストリビューションの /images/pxebootに
ある、インストール RAMディスク。

PXE構成ファイルのサンプル
次の例に、SunFire V20zシステムの PXE構成ファイルを示します。

手順

手順

例 6–1
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default el30 ks
serial 0 9600
label el30
kernel vmlinuz
append linksleep=30 ksdevice=eth0 console=tty0 console=ttyS1,9600 load_ramdisk=1
initrd=initrd.img network

各行の意味は次のとおりです。

� 最初の行 (default)はラベル el30を使用し、Kickstartインストール (カーネル
に ksを渡す)を行うことを指定します。

� 第 3行 (label)は、ラベル el30を定義します。

� 第 4行 (kernel)は、読み込むカーネルを特定します。パスは pxelinux.0に対
して相対的です。

� 第 5行 (append)には、一連のネットワーク構成パラメータが含まれています。
appendパラメータはすべて同じ行に存在する必要があります。ここに示す固有の
パラメータは次のとおりです。

linksleep=30は、システムが動作していないと判断する前にカーネルに待機す
るよう通知します。ネットワークインタフェースの中には、アップ状態になるまで
長い時間を要するものもあります。

ksdevice=eth0は、eth0インタフェースを介してインストールを実行するよう
指定します。このパラメータが省略されている場合、eth0 (の値)が使用されま
す。

console=tty0 console=ttyS1,9600 は、コンソールにインストール出力を表
示するようコンソールパラメータを指定します。パラメータは、ターゲットハード
ウェアのプラットフォームに応じて異なります。

load_ramdiskは、RAMディスクに initrd.imgを使用することを示していま
す。RAMディスクのパスは pxelinux.0に対して相対的です。

initrdはネットワークインストールを実行することを示しています。
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注 – vmlinuzおよび initrdファイルは、特定のディストリビューションの特定
のバージョンのみで動作します。サーバーを使用して複数のディストリビュー
ションまたはディストリビューションの複数のバージョンを提供する場合、各
vmlinuzと initrdのペアは一意に識別可能である必要があります。次の例に示
すように、別のディレクトリを使用するかファイル名を変更することで、一意の識
別子を作成できます。

/tftpboot/pxelinux.0
/tftpboot/RHEL2.1/vmlinuz
/tftpboot/RHEL2.1/initrd
/tftpboot/RHEL3.0/vmlinuz
/tftpboot/RHEL3.0/initrd

または

/tftpboot/pxelinux.0
/tftpboot/rhel2.1-vmlinuz
/tftpboot/rhel2.1-initrd
/tftpboot/rhel3.0-vmlinuz
/tftpboot/rhel3.0-initrd

� Linuxイメージサーバーを作成する
N1 SPSのブラウザインタフェースまたはコマンド行インターフェースから Linuxイ
メージサーバーを作成できます。コマンド行からサーバーを作成するには、次のよう
なコマンドを入力します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/untyped/LinuxServer \
-name "linuxserver" -u admin -p admin -vars "boot_server_tftp_root_directory=/tftpboot"
# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin \
-PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/LinuxServer-create \
-tar H:NM:bikickstart -comp + -vs linuxserver -pto 30 -nto 10

ブラウザインタフェースからサーバーを作成するには、次の手順に従います。

kickstartファイルは、/export/kickstartなど、ターゲットホストが位置を特
定できるように、NFSエクスポートディレクトリの Linuxブートおよびインストール
サーバーに配置する必要があります。

1. プロビジョニングソフトウェアのページの「Common Tasks」セクションで、
「OS Provisioning」を選択します。

2. 「OS Provisioning Common Tasks」ページの「Linux Image Servers」セク
ションで「Create」をクリックします。

3. 「Plans Details」ページの「Run」をクリックします。

4. このプランに使用する変数を選択します。

始める前に

手順
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� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブル
の「LinuxServer」コンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前
を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブル
の「LinuxServer」コンポーネント行で「Select from List」をクリックしま
す。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 必要に応じて、boot_server_tftp_root_directory変数を、Linux
パッケージをインストールする位置に変更します。

デフォルトでは、パスは /tftpbootです。

d. 必要に応じて、linuxHost変数を、コマンド行インタフェースの位置に変
更します。

デフォルトでは、仮想 Linuxホスト名は、-linuxが追加されたターゲット
ホストのホスト名に設定されています。

注意 – installPath変数は変更しないでください。

e. 変数セットを保存します。

f. 「Plan Parameters」テーブルの「LinuxServer」コンポーネント行にあるド
ロップダウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

5. Linuxイメージサーバーを作成するホストを選択します。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

7. イメージサーバーが正常に作成されたことを確認するには、プロビジョニングサー
バーのウィンドウの左側にある「Hosts」リンクをクリックします。

-linuxが付加された仮想ホストの名前が表示されます。たとえば、ホスト
bikickstartにインストールした場合、仮想ホストは bikickstart-linuxで
す。
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Linuxイメージおよびプロファイルの作
成

� Linuxプロビジョニングプロファイルを作成する
(ブラウザインタフェース)
Linuxイメージサーバーが存在し、そのサーバーで Linuxオペレーティングシステム
ソフトウェアが使用できることを確認します。Linuxイメージサーバーの作成方法の
詳細については、62ページの「Linuxサーバーの設定」を参照してください。

1. プロビジョニングソフトウェアのページの「Common Tasks」セクションで、
「OS Provisioning」を選択します。

2. 「OS Provisioning Common Tasks」ページの「Linux Images」セクション
で「Create Profile」をクリックします。

3. 「Plans Details」ページの「Run」をクリックします。

4. このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブル
の「LinuxImage」コンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を
選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブル
の「LinuxImage」コンポーネント行で「Select from List」をクリックしま
す。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。

d. 変数セットを保存します。

e. 「Plan Parameters」テーブルの「LinuxImage」コンポーネント行にあるド
ロップダウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

5. 「Plan Details Run」ページで、プロファイルの作成先の Linuxイメージサーバー
を選択します。

始める前に

手順
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ヒント – Linuxイメージサーバーのホスト名は末尾が -linuxになります。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

7. Linuxイメージサーバーに対して Linuxプロファイルが作成されたことを確認す
るには、N1 SPSブラウザインタフェースの左側にある「Components」をク
リックします。

フォルダ /com/sun/n1osp/autogen-server-name-linux/provision/には
provisionコンポーネントがあるはずです。ここで server-nameは、変数セット
でユーザーが指定した Linuxサーバー名です。次に例を示します。
/com/sun/n1osp/autogen-LinuxRedHat3.0_x86-linux/provision/

� Linuxプロビジョニングプロファイルを作成する
(コマンド行インタフェース)

1. LinuxImageコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマ
ンドを入力します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/untyped/LinuxImage \
-name "redhat3" -u admin -p admin -vars "osp_server=masterserver-osp;version=RedHat3.0; \
architecture=x86;installPath=Linux:[version]_:[architecture]; \
description=testlinux;min_disk_size=10GB;monitor_install=FALSE; \
boot_server_name=bikickstart;boot_server_subnet_address=10.42.42.0; \
boot_server_subnet_ip_address=10.42.42.3;kickstart_file=/export/el30.cfg;\
pxe_boot_file=linux-install/pxelinux.0;pxe_configuration_file=el30-console"

2. プランを実行するには、次の例のようなコマンドを入力します。

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin \
-PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/LinuxImage-create-profile \
-tar H:NM:bikickstart-linux -comp + -vs redhat3 -pto 30 -nto 10

ターゲットホストへの OSのインストー
ル
プロファイルは、ターゲットホストに OSイメージをプロビジョニングするために使
用されます。これらのプロファイルは、/com/sun/n1osp/autogen...provision
フォルダにあります。新しい OSイメージが作成 (または添付)されるたびに、新しい
プロファイルがプロビジョンフォルダに追加されます。
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� ターゲットホストへ OSをインストールする

1. プロビジョニングソフトウェアのページの「Common Tasks」セクションで、
「OS Provisioning」を選択します。

2. 「OS Provisioning Common Tasks」ページの「Linux Images」セクション
で「Provision OS」をクリックします。

3. provisionコンポーネントが含まれる Linuxフォルダにナビゲートします。

たとえば次のようなフォルダです。
/com/sun/n1osp/autogen-bikickstart-linux/provision/LinuxRedHat3.0_x86

4. コンポーネント名を選択します。

5. 「Component Details」ページで Provision_start:Installプロシージャの横にあ
る「Run action」をクリックします。

6. オペレーティングシステムのプロビジョニング先であるターゲットホストを選択し
ます。

ヒント –ターゲットホストのホスト名の末尾は -targetです。

7. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� OSのプロビジョニング状態を確認する

1. プロビジョニングソフトウェアのページの「Common Tasks」セクションで、
「OS Provisioning」を選択します。

2. 「OS Provisioning Common Tasks」ページの「OS Provisioning Administration
Tasks」セクションで「Status」をクリックします。

3. 「Plans Details」ページの「Run」をクリックします。

4. 「Plan Details Run」ページで、オペレーティングシステムのプロビジョニング先
であるターゲットホストを選択します。

5. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

6. 「Details」リンクをたどり、状態を表示します。

手順

手順
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第 7章

Windowsオペレーティング環境のプ
ロビジョニング

この章では、OSプロビジョニングプラグインを使用して、Windowsオペレーティン
グシステムをターゲットホストにインストールする方法について説明します。

この章では、次の内容について説明します。

� 71ページの「Remote Installation Service (RIS)テクノロジ」
� 72ページの「Windowsプロビジョニングプロセスの概要」
� 72ページの「Windowsサーバーの設定」
� 84ページの「Windowsイメージおよびプロファイルの作成」
� 87ページの「ターゲットホストへの OSのインストール」

注 – Windows 2000オペレーティングシステムのプロビジョニングは可能ですが、
WindowsブートおよびインストールサーバーはWindows 2003オペレーティングシ
ステムを実行している必要があります。

Remote Installation Service (RIS)テクノ
ロジ
OSプロビジョニングプラグインは RISテクノロジを使用してWindowsシステムをプ
ロビジョニングします。Remote Installation Serviceは、RISサーバー上で実行される
独立した設定ルーチンを提供します。RISは、ネットワークブートを介してアクセス
可能なメンテナンスおよび障害追跡ツールを統合する、集中管理された位置を提供し
ます。RISは、ネットワーク管理者がベースオペレーティングシステムを簡単にイン
ストールしたり、障害が発生したシステムを交換できるようにしたりします。RISの
詳細については、Microsoftのドキュメントを参照してください。
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Windowsプロビジョニングプロセスの
概要
1. Windowsイメージサーバーを設定します。
2. Windowsイメージを作成するか、イメージサーバーに既存のイメージを添付しま
す。

3. ターゲットホストを作成します。
4. ターゲットホストにイメージをインストールします。

Windowsサーバーの設定
Windowsブートおよびインストールサーバーの設定には、次の複数の作業がありま
す。

1. Windows RISサーバーでのWindows Active Directoryおよび RISサービスの設
定。

2. Windows RISサーバーでの OSプロビジョニングスクリプトのインストール。

3. Windows RISサーバーでのWindows Remote Shell Service (RSH)または Secure
Shell Service (SSH)のインストール。

4. Windows RISサーバーでのWindows RISイメージの設定。

5. 上記のイメージの設定情報 (.sif)ファイルの構成。

6. OSプロビジョニングイメージを配備するための OSチューザファイルの構成。

� Windows RISサーバーを設定する

1. Windowsブートおよびインストールサーバーに 32ビットシステム版のWindows
2003 Server Editionオペレーティングシステムをインストールします。

RISイメージを保持するため、約 700Mバイトのイメージを少なくとも 1つ格納す
るのに十分な大きさの、独立した NTFSパーティションを作成します。RISサー
バーにサーバーを作成する際には、このパーティションを特定する必要がありま
す。

手順
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注 – Windowsブートおよびインストールサーバーでは、64ビットシステム版の
Windows 2003 Server Editionオペレーティングシステムはサポートされていませ
ん。

2. このマシン上で Active Directory Serverをインストールし、構成します。

このシステムをドメインコントローラに特定します。Active Directory Serverの詳
細については、Microsoftサポート技術情報 324753 (英語版)を参照してください。

3. このマシンに RISサーバーをインストールし、構成します。

詳細については、Microsoftサポート技術情報 325862 (英語版)を参照してくださ
い。

4. 適切な RISサーバーの設定を指定します。

RISサーバーの RemoteInstallプロパティーで、次の 2つの変数を設定します。

� Respond to client computers requesting service
� Do not respond to unknown client computers

5. DHCP snap-in:- "Manage Authorized Servers"リストで、RISサーバーの IPアド
レス (プロビジョニングサブネットインタフェースの IPアドレス)を追加します。

6. RISサーバーですでに DHCPサービスが実行中である場合、すべての種類の
DHCPサービスを無効にします。

7. RISサーバーのユーザーアカウントを構成します。

RISサーバーのActive Directoryで次の 2つのユーザーアカウントを作成し、それ
らをAdministrators、Domain Admins、および Domain Usersグループに追加し
ます。

� OS プロビジョニング管理ユーザー – たとえば username n1ospadmin のよう
にします。

� OSプロビジョニング RSH/SSHユーザー – OSプロビジョニングサーバー上の
DHCPサービスは rootとして実行されるため、RSHユーザー名は常に rootで
ある必要があります。SSHユーザー名には任意の有効なユーザー名を使用でき
ます。

8. Active Directory Usersおよび Computersスナップインで、ドメインコントロー
ラの「Delegate control」ウィザードを実行します。

a. 「Join a Computer to the Domain」を選択します。

b. 前の手順で OSプロビジョニング管理ユーザーに対して定義したユーザー名
に、ユーザーを設定します。
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9. WindowsブートおよびインストールサーバーにWindows 2000/2003 Resource Kit
ソフトウェアをインストールします。

このソフトウェアは、Windows Resource Kit CDまたはオンラインからインス
トールできます。このパッケージには、OSプロビジョニングスクリプトにより使
用される、setupmgr、deploy.cab、xcaclsなどのツールが含まれます。

� Windows RISサーバーで OSプロビジョニングス
クリプトをインストールする

1. 製品メディアからユーザー指定ディレクトリに、次のWindows OSプロビジョニ
ングスクリプト、サンプルファイル、およびツールをコピーします。

� /dvd/release/n1osp/1.0/Windows/SampleOSCFiles
� /dvd/release/n1osp/1.0/Windows/SampleSIFFiles
� /dvd/release/n1osp/1.0/Windows/IspScripts
� /dvd/release/n1osp/1.0/Windows/IspTools

ここで、/dvd/release/n1osp/1.0/Windows/は、製品メディアからこれらのファイルが
含まれるWindowsディレクトリへのパスを示します。

2. プロビジョニング時に生成されるカスタマイズされた SIFファイルを格納する
フォルダを作成します。

このフォルダを RemInstシェアの下 (たとえば D:\RemoteInstall\folder-name)
に配置します。n1ospのように、関連する名前をフォルダに付けます。

3. OSプロビジョニング管理ユーザーと RSH/SSHユーザー用に、前の手順で作成し
たフォルダへの読み取り権と書き込み権を付与します。

4. OSプロビジョニング管理ユーザーと RSH/SSHユーザーが、RemInstシェアの一
時フォルダに対して読み取り権、書き込み権、および実行権を持っていることを確
認します。

たとえば D:\RemoteInstall\tmpが一時フォルダです。直前のプロビジョニン
グ処理の結果として BINLSVCにより作成された古い一時 SIFファイルをスクリプ
トが削除できるように、このアクセス権が必要になります。

アクセス許可を確認または変更するには、フォルダを右クリックし、「プロパ
ティ」、「セキュリティ」、「詳細」タブボタンの順に選択します。設定を継承す
るよう、すべてのファイルとフォルダのチェックボックスを選択します。

� Windows RISサーバーにWindows RSHサーバー
をインストールする
OSプロビジョニングプラグインは、Windows 2003のWinRsh (Native Windows RSH
Service)をサポートしています。
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1. WindowsブートおよびインストールサーバーにWindows Services for Unix 3.5
(SFU3.5)ソフトウェアをインストールします。
このソフトウェアは、Windows Resource Kit CDまたはオンラインからインス
トールできます。このパッケージにはWindows Remote Shell Service (RSH)サー
ビスが含まれています。SFUのインストール手順については、Microsoftサポート
技術情報 321712を参照してください。

2. N1 RSHユーザー (つまり rootユーザー)としてWindows RSH (WinRshサービ
ス)を RISサーバーにインストールし、構成します。
詳細は、http://www.microsoft.com/
technet/interopmigration/unix/sfu/sfu35rsh.mspxを参照してくださ
い。

注 –ファイルのアクセス権が正しくないと、WinRshに障害が発生する原因になり
ます。この問題の症状としては、クライアントへ「Access denied」メッセージや
イベントビューアのログエントリがあります。この問題を解決するには、
.rhosts ACLリストで、ユーザーグループAdministrators/SYSTEMに完全なア
クセス権を割り当てます。

次の例に、system-drive/windows/system32/drivers/etc/.rhosts ファイル
の内容を示します。

------------------
10.5.133.22 root
------------------

� Windows RISサーバーにWindows SSHサーバー
をインストールする
OSプロビジョニングプラグインは、Windows 2003用の Cygwinの OpenSSH
パッケージをサポートしています。

� N1 SSHユーザーとして、RISサーバーにWindows 2003用の Cygwinの Open
Secure Shell Service (OpenSshサービス)をインストールし、構成します。
詳細については、Cygwinのホームページおよび Open SshのWindowsインス
トール手順を参照してください。

� Windows RISサーバーでWindowsイメージを設
定する

1. CDまたはネットワーク共有から RISサーバー CIFSに、Windowsディストリ
ビューションをコピーします。

RiSetup.exeユーティリティーを使用します。

手順
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注 – RISイメージの作成にはMSDN Combo CDを使用しないでください。
Microsoftサポート技術情報 300556 (英語版)で説明されているエラーメッセージが
表示されます。この問題を解決するには、作成される OSイメージのリテールバー
ジョンを使用してください。

2. 前の手順で作成された RISイメージに必要なドライバを追加します。

ネットワークアダプタ、SCSIハードドライブ、ビデオ、モデム用のドライバな
ど、必ずすべてのドライバを組み込んでください。

RISイメージにドライバを追加する方法の詳細については、Microsoftサポート技
術情報 315279 (英語版)、Microsoftサポート技術情報 246184 (英語版)、Microsoft
サポート技術情報 254078 (英語版)、および information about adding mass storage
devices to RISを参照してください。

注 –今までの手順に応じてディストリビューションフォルダを作成します。

詳細については、SampleSIFFilesフォルダのサンプル設定ファイルを参照して
ください。

3. イメージディストリビューションフォルダの下に、
product-directory/$OEM$/$1/N1ISP/フォルダを作成します。

product-directoryはWindowsイメージディストリビューションフォルダで、その
下にはカーネルファイルを含むサブフォルダとして「i386」があります。

次に例を示します。

D:\RemoteInstall\Setup\English\Images\WinAS_2000\$OEM$\$1\N1ISP
D:\RemoteInstall\Setup\English\Images\WinAS_2000\i386

4. Windowsブートおよびインストールサーバーの IspToolsフォルダの
assignIPInfo.exeファイルを、前の手順で作成した
product-directory/$OEM$/$1/N1ISP/フォルダにコピーします。

注 –スクリプトでは、N1ISPフォルダがイメージの一部であることが想定されて
います。プロビジョニングに必要なツールを、このディレクトリパス
product-directory/$OEM$/$1/N1ISP/にコピーします。N1ISPフォルダ名は変更
しないでください。
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ヒント – 74ページの「Windows RISサーバーで OSプロビジョニングスクリプト
をインストールする」の手順 1ではWindowsブートおよびインストールサー
バーの IspToolsフォルダを作成しましたが、

ターゲットマシンに RAをインストールする場合は、上記のフォルダに N1 SPS
RAバイナリをコピーすることもできます。

次の例に、サンプルディレクトリ構造を示します。

D:\RemoteInstall\Setup\English\Images\WIN2003_TRIAL\$OEM$\$1\N1ISP>dir
Volume in drive D is Local Disk
Volume Serial Number is A8D9-4012

Directory of D:\RemoteInstall\Setup\English\Images\WIN2003_TRIAL\$OEM$\$1\N1ISP

02/04/2005 02:39 PM <DIR> .
02/04/2005 02:39 PM <DIR> ..
02/04/2005 11:34 AM 29,184 assignIPInfo.exe
01/31/2005 03:33 PM 27,595,776 cr_ra_win32_5.0.msi

2 File(s) 27,624,960 bytes
2 Dir(s) 23,775,776,768 bytes free

� Windowsイメージの設定情報を構成する
Windowsの設定情報は、RIS構成プロファイルに格納されます。詳細については、
SampleSIFFilesフォルダのサンプル設定ファイルを参照してください。

1. 各ディストリビューションの構成プロファイルファイルを編集し、以降の手順で説
明するパラメータを設定します。

このファイルを編集するには、SetupMgr.exeユーティリティーを使用します。
このユーティリティーはWindows Resource Kit CD (deploy.cabファイル)にあ
ります。また、notepadツールを使用して手作業でこのファイルを編集すること
もできます。

Windows 2003イメージの場合、デフォルトの SIFファイルは RISサーバーの次の
位置にあります。

//Reminst/Setup/English/Images/Windows2003/i386/templates/ristndrd.sif

2. ristndrd.sif構成ファイルの [data]セクションに対して、次の構成パラメー
タの確認と追加を行います。

AutoPartition=1
UnattendedInstall="Yes"

手順
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3. ristndrd.sif構成ファイルの [Unattended]セクションに対して、次の構成
パラメータの確認と追加を行います。

UnattendMode=FullUnattended
NtUpgrade=No
OverwriteOemFilesOnUpgrade=No
OemPreinstall = Yes

4. ristndrd.sif構成ファイルの [UserData]セクションに対して、次の構成パラ
メータの確認と追加を行います。

FullName = "N1isp SunUser"
OrgName = "Sun Microsystems"
ProductKey=XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX

注 – FullNameおよび OrgNameの値は、使用する環境に適した値に置き換えま
す。

Windows 2000 Advanced Serverなど、一部のオペレーティングシステムの配備の
際には、ProductKeyは機能しません。その代わりに、ProductID変数を使用し
ます。

5. ristndrd.sif構成ファイルの [GuiUnattended]セクションに対して、次の構
成パラメータの確認と追加を行います。

AdminPassword="sun123"
AutoLogon=Yes
AutoLogonCount=1
EncryptedAdminPassword=NO

注 – AutoLogonCount=1は、インストール後に初めてデフォルトパスワード
sun123を使用して、スーパーユーザー管理者が自動的にターゲットホストにログ
オンすることを意味します。これは、SIFファイルの [GuiRunOnce]セクションで
指定されている provision time コマンドを実行するために必要です。
Administratorユーザーが再度ログインしようとすると、パスワード変更するよう
求めるプロンプトが表示されます。

6. ristndrd.sif構成ファイルに対して、次のセクションの確認または追加を行い
ます。

[Branding]
BrandIEUsingUnattended=Yes

[Proxy]
Proxy_Enable=0
Use_Same_Proxy=0
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ヒント –通常は SetupMgr.exeユーティリティーがユーザーのためにこれらのセ
クションを追加します。

7. イメージに、特定のすべてのプラグアンドプレイドライバを追加します。

Microsoftサポート技術情報 315279の指示を参照してください。

� イメージ配備用の OSチューザファイルを構成する
次の手順では、英語版ユーザーの OSチューザファイルを構成する方法を説明しま
す。この手順は、そのほかの言語では少し異なる場合があります。詳細については、
Microsoftの文書を参照してください。

1. RISサーバー上の //RemoteInstall/OSChooser/i386ディレクトリの次の
ファイルをコピーします。

a. startrom.comファイルのバックアップコピーを startrom.bakに作成しま
す。

b. startrom.n12ファイルを startrom.comにコピーします。

2. CIW画面を編集してユーザー操作を単純化します。

次のサブ手順では、次の機能を単純化する変更を行う方法を説明します。

� すべての必須 .osc画面用のAutoenter機能を追加します。この機能により、
インストール段階での CIW画面とのすべてのユーザー操作が不要になります。

� login.oscファイルに認証用のユーザー情報を追加します。この手順によ
り、インストール時のユーザー操作が不要になります。login.oscファイル
でユーザー情報を自動化することにより、ターゲットホストが認証され、ター
ゲットホストは RISサーバーから直接ファイルをダウンロードし、インストー
ルできるようになります。

� oschoice.oscファイルで、OSプロビジョニングのカスタマイズされたパス
をイメージに追加します。この手順は、oschoice CIW画面を、.sifファイル
の既知の RISイメージの位置にポイントします。この値は、プロビジョニング
実行時に生成される OSプロビジョニングの一時 .sifファイルへのカスタマ
イズされたパスを指します。

a. 次のファイルのバックアップコピーを作成します。

� //RemoteInstall/OSChooser/Welcome.osc
� //RemoteInstall/OSChooser/English/install.osc
� //RemoteInstall/OSChooser/English/login.osc
� //RemoteInstall/OSChooser/English/oschoice.osc
� //RemoteInstall/OSChooser/English/warning.osc

手順
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次に例を示します。

copy //RemoteInstall/OSChooser/Welcome.osc
//RemoteInstall/OSChooser/Welcome.osc.bak

copy //RemoteInstall/OSChooser/English/install.osc
//RemoteInstall/OSChooser/English/install.osc.bak

copy //RemoteInstall/OSChooser/English/login.osc
//RemoteInstall/OSChooser/English/login.osc.bak

copy //RemoteInstall/OSChooser/English/oschoice.osc
//RemoteInstall/OSChooser/English/oschoice.osc.bak

copy //RemoteInstall/OSChooser/English/warning.osc
//RemoteInstall/OSChooser/English/warning.osc.bak

b. 付属する Welcome.oscファイルを //RemoteInstall/OSChooserにコ
ピーします。

c. SampleOSCFilesフォルダの付属する install.osc、login.osc、
oschoice.osc、および warning.oscファイルを、
//RemoteInstall/OSChooser/Englishにコピーします。

d. login.oscの USERNAMEおよび PASSWORDの INPUTタグを変更し、OSプ
ロビジョニング管理ユーザーの名前とパスワードに一致させます。

<FORM ACTION="CHOICE">
&nbsp&nbspUser name: <INPUT NAME="USERNAME" MAXLENGTH=255 TYPE=TEXT VALUE=n1ispadmin>
&nbsp&nbsp&nbspPassword: <INPUT NAME="*PASSWORD" TYPE=PASSWORD MAXLENGTH=20 VALUE=sun123>
<BR>
...
...
...

</FORM>

ヒント –管理ユーザーとパスワードは、72ページの「Windows RISサーバーを
設定する」の手順 7で作成しました。

注 –そのほかの情報は変更しないでください。

e. プロビジョニング実行時に生成される OSプロビジョニングの一時 .sif
ファイルの位置をポイントするパスを使用して、oschoice.oscファイルの
OPTIONタグを変更します。

通常、このファイルパスには 74ページの「Windows RISサーバーで OSプロ
ビジョニングスクリプトをインストールする」の手順 3で作成したフォルダ名
が含まれ、プロビジョニング時に作成される GUIDファイル名 %guid%.sif
が付加されます。たとえば D:\RemoteInstall\N1Ispguid.sifのようにな
ります。

<OPTION VALUE="D:\RemoteInstall\N1Isp\%guid%.sif" TIP="This will install
N1 ISP customized Windows OS Image" SELECTED>%guid%</SELECT>
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� ターゲットホストで BIOSブート順序を設定する

1. 次の順序で、ターゲットホスト上の BIOS設定を設定します。

a. ネットワーク (PXE対応)からのブート

b. ハードディスクからのブート

c. CDからのブート

d. フロッピーディスクからのブート

2. PXEネットワークブート用のターゲットホストのプライマリ NIC MACアドレス
と、GUID値を特定します。

GUIDは、ターゲットホストの BIOS設定、または次のそのほかのソースのいずれ
かから取得できます。

� コンピュータケース側のラベル。

� コンピュータケース内のラベル。

� クライアントコンピュータの BIOS。

� クライアントコンピュータからのネットワークトラフィック。ネットワーク
ユーティリティーを使用すると、ネットワークトラフィックをスニッフし、
DHCPDiscoverパケットを特定できます。そのフィールドには 128ビット、つ
まり 16バイトの GUID/UUIDが含まれています。

注 – GUIDは、{dddddddd- dddd-dddd-dddd- dddddddddddd}の形式である必要があり
ます。ここで dは 16進数文字です。たとえば
{921FB974-ED42-11BE-BACD-00AA0057B223}のようになります。クライア
ント GUIDの有効なエントリは、0から 9の数字、小文字のアルファベット文字、
大文字のアルファベット文字、およびダッシュに制限されています。スペース、ア
ンダースコア、およびそのほかの特殊記号は GUIDでは使用できません。

� Windowsイメージサーバーを作成する (ブラウザ
インタフェース)

1. プロビジョニングソフトウェアのページの「Common Tasks」セクションで、
「OS Provisioning」を選択します。

2. 「OS Provisioning Common Tasks」ページの「Windows Image Servers」セク
ションで「Create」をクリックします。

3. 「Plans Details」ページの「Run」をクリックします。

手順
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4. このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブル
の「WindowsServer」コンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名
前を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブル
の「WindowsServer」コンポーネント行で「Select from List」をクリックしま
す。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。

イメージサーバーコンポーネントの変数はごく少数で、それらのほとんどは
変更しません。これらの変数とデフォルト値のリストは、83ページ
の「Windowsイメージサーバーのコンポーネント変数」を参照してくださ
い。

d. 変数セットを保存します。

e. 「Plan Parameters」テーブルの「WindowsServer」コンポーネント行にあ
るドロップダウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

5. Windowsイメージサーバーを作成するホストを選択します。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

7. イメージサーバーが正常に作成されたことを確認するには、プロビジョニングサー
バーのウィンドウの左側にある「Hosts」リンクをクリックします。

-windowsが付加された仮想ホストの名前が表示されます。たとえば、ホスト
masterserverにインストールした場合、仮想ホストは
masterserver-windowsとなります。

� Windowsイメージサーバーを作成する (コマンド
行インタフェース)
コマンド行からWindowsイメージサーバーを作成するには、次の手順に従います。

1. 変数セットを作成します。

次の例のようなコマンドを使用します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/untyped/WindowsServer -name "winRisServer" \
-u admin -p admin -vars "active_directory_userid=n1ispadmin; \
active_directory_password=Clz6pK2b6qw=;boot_server_access_protocol=rsh; \
boot_server_access_userid=root;boot_server_access_password=; \
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ciw_directory=D:\\\\RemoteInstall\\\\OSChooser\\\\English; \
temporary_sif_directory=D:\\\\RemoteInstall\\\\N1isp;installPath=C:\\\\N1ispRisProj"

2. プランを実行します。

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin -PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/WindowsServer-create \
-tar H:NM:masterserver -comp + -vs winRisServer -pto 30 -nto 10

Windowsイメージサーバーのコンポーネント変数
表 7–1 Windowsイメージサーバーコンポーネントの変数

変数名 説明 デフォルト値

installPath OSプロビジョニングスクリプトの
位置

C:\n1isp\scripts

active_directory_userid Active Directoryのユーザー ID n1risroot

active_directory_password 上記でユーザー定義された、暗号化
されたパスワード。パスワードの暗
号化の詳細については、107ページ
の「パスワードの暗号化」を参照し
てください。

boot_server_access_protocol ブートサーバーにアクセスするプロ
トコル

rsh

boot_server_access_userid ブートサーバーのユーザー ID root

boot_server_access_password 上記でユーザー定義された、暗号化
されたパスワード。パスワードの暗
号化の詳細については、107ページ
の「パスワードの暗号化」を参照し
てください。

ciw_directory D:\RemoteInstall\OSChooser\English
など、CIW/oscファイルのディレク
トリ

temporary_sif_directory D:\RemoteInstall\n1ospなど、
RemInst shareの一時 sifファイルの
位置

windowsHost Windowsサーバーを表す仮想ホス
ト

:[target:sys.hostName]-windows
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Windowsイメージおよびプロファイル
の作成
プロビジョニングプロファイルは、使用する OSファイルを特定し、またこれらの
ファイルをどのように配備するかに関する追加情報を含んでいます。

� Windowsプロビジョニングプロファイルを作成す
る (ブラウザインタフェース)
Windowsイメージサーバーが存在し、そのサーバーでWindows OSソフトウェアが
使用できることを確認します。Windowsイメージサーバーの作成方法の詳細について
は、72ページの「Windowsサーバーの設定」を参照してください。

1. プロビジョニングソフトウェアのページの「Common Tasks」セクションで、
「OS Provisioning」を選択します。

2. 「OS Provisioning Common Tasks」ページの「Windows Images」セクション
で「Create Profile」をクリックします。

3. 「Plans Details」ページの「Run」をクリックします。

4. このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブル
の「WindowsImage」コンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名
前を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブル
の「WindowsImage」コンポーネント行で「Select from List」をクリックしま
す。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。
コンポーネント変数テーブルのプロンプトに表示される情報よりも多くの情
報が必要である場合は、85ページの「Windowsプロビジョニングプロ
ファイルの変数」にある、コンポーネントの詳細リストとともにデフォルト
値および例を参照してください。

d. 変数セットを保存します。

e. 「Plan Parameters」テーブルの「WindowsImage」コンポーネント行にあ
るドロップダウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

始める前に

手順

84 Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート (OS Provisioning Plug-In 2.0) • 2005年
9月



5. 「Plan Details Run」ページで、イメージの添付先のWindowsイメージサーバー
を選択します。

ヒント – Windowsイメージサーバーのホスト名は末尾が -windowsになります。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

7. Windowsイメージサーバーに対してWindowsイメージが添付されたことを確認
するには、N1 SPSブラウザインタフェースの左側にある「Components」をク
リックします。

Windows provisioning profile のような記述を持つタイプ
com.sun.n1osp#Provisionのコンポーネントが表示されるはずです。

� Windowsプロビジョニングプロファイルを作成す
る (コマンド行インタフェース)

1. WindowsProfileコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のような
コマンドを入力します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/untyped/LinuxImage \
-name "redhat3" -u admin -p admin -vars "osp_server=masterserver-osp;version=RedHat3.0; \
architecture=x86;installPath=Linux:[version]_:[architecture];description=testlinux; \
min_disk_size=10GB;monitor_install=FALSE;boot_server_name=bikickstart; \
boot_server_subnet_address=10.42.42.0; \
boot_server_subnet_ip_address=10.42.42.3;kickstart_file=/export/el30.cfg; \
pxe_boot_file=linux-install/pxelinux.0;pxe_configuration_file=el30-console"

これらの変数の詳細については、85ページの「Windowsプロビジョニングプロ
ファイルの変数」を参照してください。

2. プランを実行するには、次の例のようなコマンドを入力します。

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin -PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/LinuxImage-attach \
-tar H:NM:bikickstart-linux -comp + -vs redhat3 -pto 30 -nto 10

Windowsプロビジョニングプロファイルの変数
次の表に、Windowsプロビジョニングプロファイルのすべてのコンポーネント変数を
示します。デフォルト値を持つ変数に関しては、デフォルトが示されています。デ
フォルト値を持たない変数に関しては、値の例が示されています。

手順
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表 7–2 Windowsプロビジョニングプロファイル用のコンポーネント変数

変数名 説明 デフォルトまたはサンプル値

osp_server OSプロビジョニングサービスを表
す仮想サーバー

masterserver-osp (例)

version Windowsのバージョン 2003 (デフォルト)

architecture x86 (デフォルト)

installPath Windowsイメージの名前 Windows:[version]_:[architecture]
(デフォルト)

description 説明

min_disk_size 配備するこのプロファイルの最小
ディスクサイズ

10GB (デフォルト)

monitor_install インストールを監視する必要がある
かどうか

False (デフォルト)

boot_server_name Windowsブートサーバーの名前

boot_server_subnet_addressブートサーバーによりサービスが提
供されるサブネット

boot_server_subnet_ip_addressこのサブネット上のブートサーバー
の IPアドレス

boot_srv_active_directory_domainこのサブネットのWindows Active
Directoryドメイン

winprov.n1lab.sun.com

(例)

windows_product_directoryブートサーバー上のWindows製品
のディレクトリ名

D:\RemoteInstall\Setup\English\
Images\Win2003

(例)

sif_file Software Information File (SIF)の位
置

D:\RemoteInstall\Setup\English\Images\
Win2003\i386\templates\ristndrd.sif

(例)

windows_component_folder 自動生成 Windows Provision コ
ンポーネントフォルダの位置

/com/sun/n1osp/autogen
-:[target(..):sys.hostName]-windows
(デフォルト)
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ターゲットホストへの OSのインストー
ル
プロファイルは、ターゲットホストに OSイメージをプロビジョニングするために使
用されます。これらのプロファイルは、/com/sun/n1osp/autogen...provision
フォルダにあります。新しい OSイメージが作成 (または添付)されるたびに、新しい
プロファイルがプロビジョンフォルダに追加されます。

� ターゲットホストへ OSをインストールする

1. プロビジョニングソフトウェアのページの「Common Tasks」セクションで、
「OS Provisioning」を選択します。

2. 「OS Provisioning Common Tasks」ページの「Windows Images」セクション
で「Provision OS」をクリックします。

3. provisionコンポーネントが含まれるWindowsフォルダにナビゲートします。

たとえば /com/sun/n1osp/autogen-masterserver-windows/provision/
などです。

4. コンポーネント名をクリックします。

たとえば Windows2000_x86などです。

5. 「Component Details」ページで Provision_start:Installプロシージャの横にあ
る「Run action」をクリックします。

6. オペレーティングシステムのプロビジョニング先であるターゲットホストを選択し
ます。

ヒント –ターゲットホストのホスト名の末尾は -targetです。

7. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。
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第 8章

OSプロビジョニング用ターゲットホ
スト

オペレーティングシステムをプロビジョニングする場合は、プロビジョニングする
ハードウェアに関するある程度の知識が必要です。このプロセスを単純化するため、
OSプロビジョニングプラグインはターゲットホスト定義のセットを提供していま
す。OSプロビジョニングプラグインはこの情報を使用して、ターゲットサーバーを
遠隔で管理し、電源オン/オフ、コンソール機能の起動、ターゲットのブートモード
の設定などの機能を実行します。

この章では、簡単にプロビジョニングできるターゲットホストのタイプを説明し、詳
細な例をいくつか説明します。この章では、次の内容について説明します。

� 89ページの「ターゲットホストタイプ」
� 93ページの「ターゲットホストを定義する作業の例」
� 107ページの「パスワードの暗号化」

ターゲットホストタイプ
さまざまなハードウェアタイプを遠隔で管理するために、さまざまなメカニズムが使
用されます。その結果、その種類のハードウェアのオペレーティングシステムを効率
的に構成するには、固有の情報を知っておく必要があります。OSプロビジョニング
プラグインは、OSプロビジョニングターゲットに使用する次のハードウェアグルー
プを提供しています。

� Sun Intelligent Platform Management Interface (IPMI)ターゲット

� Sun Advanced Light Out Management (ALOM)ターゲット

� Sun Light Out Management (LOM)ターゲット

� Sun Mid Range Domain Controllerターゲット

� Hewlett-Packard Integrated Light Out Management (ILO)ターゲット

� そのほかの IPMIターゲット
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� そのほかの遠隔管理ターゲット (B100sや B100xなど、上記のカテゴリに属さない
もの)

� 遠隔管理をサポートしない汎用ターゲットホスト

各ターゲットホストタイプには、そのホストタイプに適用される固有の変数のセット
があります。各ターゲットホストタイプに適用される変数の詳細については、付
録Aを参照してください。

プラットフォームによるターゲットホストタイプ
次の表に、OSプロビジョニングプラグインがサポートするプラットフォームとター
ゲットの一部を示します。各ハードウェアプラットフォームに関して、表には次の情
報が示してあります。

� テストされているファームウェアまたはサービスプロセッサのバージョン
� これらのプラットフォームで実行する必要がある構成
� OSプロビジョニング変数用に収集する必要がある情報
� 適用されるターゲットホストのタイプ

表 8–1プラットフォームによるターゲットホスト

ターゲットプラット
フォーム

ファームウェアまたは
サービスプロセッサ 構成に関する要件

OSプロビジョニング
ターゲット変数に必要な
情報 ターゲットホストタイプ

SunFire v240、v210
ファミリ

Sun Advanced Lights
Out Manager 1.3
(ALOM)

� ALOMポート
(OSプロビジョニ
ングサーバーか
らルーティング
可能)に IP (静的)
を提供

� telnetを有効化

� ALOM ip、ユー
ザー/パスワード

� ターゲットプロ
ビジョニングイ
ンタフェースの
MACアドレス

Sun ALOMター
ゲット
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表 8–1プラットフォームによるターゲットホスト (続き)

ターゲットプラット
フォーム

ファームウェアまたは
サービスプロセッサ 構成に関する要件

OSプロビジョニング
ターゲット変数に必要な
情報 ターゲットホストタイプ

SunFire v120ファミ
リ

Sun Lights Out
Managerのバー
ジョン: v3.12 (LOM)

� LOMポートを端
末サーバーに接
続 (端末サーバー
の IPは OSプロ
ビジョニング
サーバーから
ルーティング可
能)

� LOMと Console
の間で Serial
A/LOMを共有
するには、Serial
A/LOMと Serial
Bポートの両方へ
のコンソール接
続を設定
たとえば、
Solarisコマンド
行から次のコマ
ンドを入力:

eeprom input-device=ttya
eeprom output-device=ttya
reboot

� LOMユーザー
/パスワード (存
在する場合)

� ターゲットプロ
ビジョニングイ
ンタフェースの
MACアドレス

� 端末サーバーの
情報 (タイプ、
ip、ターゲット
LOMポートに接
続されたポート)

Sun LOMターゲット

SunFire v20z、v40z
ファミリ

Sun IPMI v1.5
Service Processor、
バージョン V2.1.0.10

� Network
Management
ポート (OSプロ
ビジョニング
サーバーから
ルーティング可
能)に IP (静的)
を提供

� sshを有効化
� ipmi、ipmi
チャネル「lan」
を有効化

� まず PXE対応
NICからブート
するよう BIOSを
構成

� Service Processor
の IP

� sshユーザー/パ
スワード

� ipmiパスワード
� ターゲットプロ
ビジョニングイ
ンタフェースの
MACアドレス

� プロビジョニン
グインタフェー
スの GUID

Sun IPMIターゲット
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表 8–1プラットフォームによるターゲットホスト (続き)

ターゲットプラット
フォーム

ファームウェアまたは
サービスプロセッサ 構成に関する要件

OSプロビジョニング
ターゲット変数に必要な
情報 ターゲットホストタイプ

SunFire B100s
(sparc)、B100x (x86)
ファミリ

Sun Advanced Lights
Out Manager for
Blade Servers 1.2
(ALOM-B 1.2)

� ALOMポート
(OSプロビジョニ
ングサーバーか
らルーティング
可能)へ IP (静的)
を提供、または
ALOMシリアル
ポートを端末
サーバーに接続
(端末サーバーの
IPは OSプロビ
ジョニングサー
バーからルー
ティング可能で
ある必要がある)

� Telnetを有効化
(IPベースの管理
用)

� ALOM IP、また
は端末サーバー
の情報 (ip、タイ
プ、ALOMシリ
アルポートに接
続されるポート)

� ALOMユーザー
/パスワード

� ターゲットプロ
ビジョニングイ
ンタフェースの
MACアドレス

� プロビジョニン
グインタフェー
スの GUID
(B100xのみ)

Network
Management HAL
jar powerとして
b1600sc.jarを使
用するそのほかの遠
隔管理ターゲット、
ブートおよびコン
ソールサービスはす
べてこの HALによ
りサポートされる

SunFire v60x、v65x
ファミリ

IPMI対応の
Baseboard
Management
Controller (BMC)

� LOM/IPMIポー
ト (OSプロビ
ジョニングサー
バーからルー
ティング可能)へ
IP (静的)を提
供、または
ipmi、ipmi
チャネル「lan」
を有効化

� まず PXE対応
NICからブート
するよう BIOSを
構成

� LOM/IPMI IP
ipmiパスワード

� ターゲットプロ
ビジョニングイ
ンタフェースの
MACアドレス

� プロビジョニン
グインタフェー
スの GUID

Network
Management HAL
jar専用 powerとし
て ipmi.jarを使用
するそのほかの IPMI
ターゲット、サービ
スはこの HALに
よって提供される

SunFire 3800、4800
または 6800ドメイン

システムコントロー
ラ:

ScAppのバージョン:
5.18.1

Build_01 RTOSの
バージョン: 41

� システムコント
ローラ (OSプロ
ビジョニング
サーバーから
ルーティング可
能)に IP (静的)
を提供

� telnetを有効化

� プラットフォー
ム SCパスワード

� ドメイン SCパス
ワード

� ターゲットプロ
ビジョニングイ
ンタフェースの
MACアドレス

Sun Mid Rangeター
ゲット
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表 8–1プラットフォームによるターゲットホスト (続き)

ターゲットプラット
フォーム

ファームウェアまたは
サービスプロセッサ 構成に関する要件

OSプロビジョニング
ターゲット変数に必要な
情報 ターゲットホストタイプ

HP Proliant DLシ
リーズ (iLOベースの
管理をサポート)

iLO Integrated Lights
Out Manager v 1.6.41

� iLOポート (OS
プロビジョニン
グサーバーから
ルーティング可
能)に IP (静的)
を提供

� まず PXE対応
NICからブート
するよう BIOSを
構成

� iLO ip、ユーザー
/パスワード

� ターゲットプロ
ビジョニングイ
ンタフェースの
MACアドレス

� プロビジョニン
グインタフェー
スの GUID

HP iLOターゲット

そのほかのター
ゲット

- まず PXE対応 NIC
からブートするよう
BIOSを構成 (x86の
み)

� ターゲットプロ
ビジョニングイ
ンタフェースの
MACアドレス

� プロビジョニン
グインタフェー
スの GUID (x86
のみ)

汎用ターゲット (手動
制御)

ターゲットホストを定義する作業の例
ターゲットホストを定義するために従うべき一般的なプロセスは、すべてのター
ゲットホストタイプで似ています。ただし、タイプごとに詳細は異なります。この節
では、すべてではありませんが、一部のターゲットホストタイプの作業例を説明しま
す。

Sun ALOMターゲットホストの定義
「プロビジョニング」とよく言われる、システムにイメージをインストールする作業
の前には、OSプロビジョニングサーバーにそのシステムを通知する必要がありま
す。
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� Sun ALOMターゲットホストを作成する (ブラウザインタ
フェース)

1. N1 SPSブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

2. 「OS Provisioning Common Tasks」ページの「Target Hosts」セクション
の「Sun ALOM」セクションで、「Create」をクリックします。

3. 「Plans Details」ページの「Run」をクリックします。

4. このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブル
の「SunALOM」コンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を
選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブル
の「SunALOM」コンポーネント行で「Select from List」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数の値を確認し、必要に応じて値を変更します。
コンポーネント変数テーブルのプロンプトにより提供される情報よりも多く
の情報が必要である場合、123ページの「Sun ALOMターゲットホストの変
数」のデフォルト値と例とともに、変数の詳細リストを参照してください。

d. 変数セットとプランプロンプトのどちらにパスワードを入力するかを決定し
ます。

パスワードを入力する方法は次の 2つがあります。

� 次の変数の適切な値を入力します。

alom_access_userid
alom_access_password
terminal_server_userid
terminal_server_password

パスワードの暗号化の詳細については、107ページの「パスワードの暗
号化」を参照してください。

� コンポーネント変数を空白のままにしておいて、「Plan Details Run」
ページで提供されるプランプロンプトにパスワードを入力します。

e. 変数セットを保存します。

f. 「Plan Parameters」テーブルの「SunALOM」コンポーネント行にあるド
ロップダウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

手順
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5. 「Plan Details Run」ページから、ターゲットホストを定義するプロビジョニング
サーバーを選択します。

ヒント – OSプロビジョニングサーバーのホスト名の末尾は -ospです。

6. プランからパスワードを暗号化するには、「Plan Details Run」ページの次の手順
に従ってください。

a. 「If you are specifying the ALOM password below」の横にあるチェック
ボックスをクリックします。

b. 「Password to Access ALOM」フィールドにパスワードを入力します。

入力時にパスワードは暗号化されます。

c. 「If you are specifying the terminal server password below」の横にある
チェックボックスをクリックします。

d. 「Terminal Server Password」フィールドに端末サーバーのパスワードを入力
します。

入力時にパスワードは暗号化されます。

7. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

8. ターゲットホストが正常に作成されたことを確認するには、N1 SPSブラウザイン
タフェースの左側にある「Hosts」リンクをクリックします。

-targetが付加された仮想ホストの名前が表示されます。たとえば、ホスト
test240のプロビジョニングターゲットを定義した場合、仮想ホストは
test240-targetとなります。

� Sun ALOMターゲットホストを作成する (コマンド行イン
タフェース)

1. SunALOMコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマン
ドを入力します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/targets/SunALOM \
-name "testv240" -u admin -p admin -vars "installPath=testv240; \
description=To test v240;ethernet_mac_address=0:3:ba:53:5b:5d; \
ethernet_ip_address=10.42.42.100;ethernet_netmask=255.255.255.0;architecture=sun4u; \
kernel_arch=sun4u;disk_size=20GB;alom_ip_address=10.5.133.150;alom_access_userid=admin; \
alom_access_password="

これらの変数の詳細については、123ページの「Sun ALOMターゲットホストの
変数」を参照してください。

手順
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2. 適切なパスワードアクセス権を設定するには、次のエントリが含まれるファイルを
作成します。

true
root
false
root

各行の意味は次のとおりです。

� ファイルの最初の行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクション
の「If you are specifying the ALOM password below」ボックスをチェックす
ることに対応します。

� ファイルの第 2行は、ALOMにアクセスするためのパスワードです。

� ファイルの第 3行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの「If
you are specifying the terminal password below」ボックスをチェックすること
に対応します。

� ファイルの第 4行は、端末にアクセスするためのパスワードです。

次の手順で思い出せるように、必ず意味のある名前をファイルに付けてください。
たとえば、ファイル名を /tmp/testv240-targetのようにします。

3. プランを実行し、ターゲットを作成するには、次の例のようなコマンドを入力しま
す。

# cat /tmp/ALOM-target | cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin \
-PID NM:/com/sun/n1osp/targets/SunALOM-create -tar H:NM:masterserver-osp \
-comp + -vs testv240 -pto 30 -nto 10 -f /tmp/testv240-target

Sun IPMIターゲットホストの定義
Sun IPMIターゲットホストタイプは、Sun Fire™ V20zまたは V60zシステムなどの
システムに使用されます。

� Sun IPMIターゲットホストを作成する (ブラウザインタ
フェース)
この作業では、ターゲットホストは Sun Intelligent Platform Management Interface
(IPMI)システムです。特に、この例では V20zターゲットホストを定義します。

1. N1 SPSブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

2. 「OS Provisioning Common Tasks」ページの「Target Hosts」セクション
の「Sun IPMI Targets」サブセクションで、「Create」をクリックします。

3. 「Plans Details」ページの「Run」をクリックします。

手順
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4. このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブル
の「SunIPMI」コンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選
択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブル
の「SunIPMI」コンポーネント行で「Select from List」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。

コンポーネント変数テーブルのプロンプトは、大部分が自明なものです。た
だし、詳細情報が必要である場合は、121ページの「Sun IPMIターゲット
ホストの変数」にある、デフォルト値および例とともに変数の詳細リストを
参照してください。

d. 変数セットとプランプロンプトのどちらにパスワードを入力するかを決定し
ます。

パスワードを入力する方法は次の 2つがあります。

� 次の変数の適切な値を入力します。

ipmi_access_userid
ipmi_access_password
ssh_access_userid
ssh_access_password

パスワードの暗号化の詳細については、107ページの「パスワードの暗
号化」を参照してください。

� コンポーネント変数を空白のままにしておいて、「plan run」ページで
提供されるプランプロンプトにパスワードを入力します。

e. 変数セットを保存します。

f. 「Plan Parameters」テーブルの「SunIPMI」コンポーネント行にあるド
ロップダウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

5. 「Plan Details Run」ページから、ターゲットホストを定義するプロビジョニング
サーバーを選択します。

ヒント – OSプロビジョニングサーバーのホスト名の末尾は -ospです。

6. プランからパスワードを暗号化するには、「Plan Details Run」ページの次の手順
に従ってください。
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a. 「If you are specifying the IPMI password below」の横にあるチェックボック
スをクリックします。

b. 「Password to Access IPMI」フィールドにパスワードを入力します。

入力時にパスワードは暗号化されます。

c. 「If you are specifying the SSH password below」の横にあるチェックボック
スをクリックします。

d. 「SSH Password to Access the Remote Management Interface」フィールドに
パスワードを入力します。

入力時にパスワードは暗号化されます。

7. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

8. ターゲットホストが正常に作成されたことを確認するには、N1 SPSブラウザイン
タフェースの左側にある「Hosts」リンクをクリックします。

-targetが付加された仮想ホストの名前が表示されます。たとえば、ホスト
sunfire-v60xのプロビジョニングターゲットを定義した場合、仮想ホストは
sunfire-v20z-targetとなります。

� Sun IPMIターゲットホストを作成する (コマンド行インタ
フェース)

1. SunIPMIコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマンド
を入力します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/targets/SunIPMI -name "v20z" \
-u admin -p admin -vars "installPath=v20zhost;description=test v20z host; \
ethernet_mac_address=00:09:3d:10:94:a6;ethernet_ip_address=10.42.42.110; \
ethernet_netmask=255.255.255.0;architecture=x86;kernel_arch=i86pc; \
guid={3AE45192-159D-11D8-AEF3-001083FDFE90};disk_size=20GB;ipmi_ip_address=10.5.133.134; \
ipmi_access_userid;ipmi_access_password=;ssh_access_userid=admin;ssh_access_password="

これらの変数の詳細については、121ページの「Sun IPMIターゲットホストの変
数」を参照してください。

2. 適切なパスワードアクセス権を設定するには、次のエントリが含まれるファイルを
作成します。

true
admin
true
admin

手順

98 Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート (OS Provisioning Plug-In 2.0) • 2005年
9月



各行の意味は次のとおりです。

� ファイルの最初の行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクション
の「If you are specifying the IPMI password below」ボックスをチェックする
ことに対応します。

� ファイルの第 2行は、IPMIにアクセスするためのパスワードです。

� ファイルの第 3行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの「If
you are specifying the SSH password below」ボックスをチェックすることに対
応します。

� ファイルの第 4行は、遠隔管理インタフェースにアクセスするための SSHパス
ワードです。

次の手順で思い出せるように、必ず意味のある名前をファイルに付けてください。
たとえば、ファイル名を /tmp/testv20z-target のようにします。

3. プランを実行し、V20zターゲットを作成するには、次の例のようなコマンドを入
力します。

# cat /tmp/testv20z-target | cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin \
-PID NM:/com/sun/n1osp/targets/SunIPMI-create -tar H:NM:masterserver-osp \
-comp + -vs v20z -pto 30 -nto 10 -f /tmp/test-v20z

HP ILOターゲットホストの定義
次の作業に、HP ProLiantシリーズシステムなどの HP ILOホストを定義する方法を
示します。

� HP ILOターゲットホストを作成する (ブラウザインタ
フェース)

1. N1 SPSブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

2. 「OS Provisioning Common Tasks」ページの「Target Hosts」セクション
の「HP ILO Targets」サブセクションで、「Create」をクリックします。

3. 「Plans Details」ページの「Run」をクリックします。

4. このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブル
の「HPILO」コンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択
します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブル
の「HPILO」コンポーネント行で「Select from List」をクリックします。

手順
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a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。

コンポーネント変数テーブルのプロンプトは、大部分が自明なものです。た
だし、詳細情報が必要である場合は、130ページの「HP ILOターゲットホ
ストの変数」にある、デフォルト値および例とともに変数の詳細リストを参
照してください。

d. 変数セットとプランプロンプトのどちらにパスワードを指定するかを決定し
ます。

パスワードを指定する方法は次の 2つがあります。

� 次の変数の適切な暗号化された値を入力します。

ilo_access_userid
ilo_access_password

パスワードの暗号化の詳細については、107ページの「パスワードの暗
号化」を参照してください。

� コンポーネント変数を空白のままにしておいて、「plan run」ページで
提供されるプランプロンプトにパスワードを入力します。

e. 変数セットを保存します。

f. 「Plan Parameters」テーブルの「HPILO」コンポーネント行にあるド
ロップダウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

5. 「Plan Details Run」ページで、ターゲットホストを定義するプロビジョニング
サーバーを選択します。

ヒント – OSプロビジョニングサーバーのホスト名の末尾は -ospです。

6. プランからパスワードを暗号化するには、「Plan Details Run」ページの次の手順
に従ってください。

a. 「If you are specifying the ILO password below」の横にあるチェックボック
スをクリックします。

b. 「Password to Access ILO」フィールドにパスワードを入力します。

入力時にパスワードは暗号化されます。

7. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

100 Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート (OS Provisioning Plug-In 2.0) • 2005
年 9月



8. ターゲットホストが正常に作成されたことを確認するには、N1 SPSブラウザイン
タフェースの左側にある「Hosts」リンクをクリックします。

-targetが付加された仮想ホストの名前が表示されます。たとえば、ホスト
hp-proliant-1のプロビジョニングターゲットを定義した場合、仮想ホストは
hp-proliant-1-targetとなります。

� HP ILOターゲットホストを作成する (コマンド行インタ
フェース)

1. HPILOコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマンドを
入力します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/targets/HPILO -name "hpProliant" \
-u admin -p admin -vars "installPath=HP-Proliant;description=Test description; \
ethernet_mac_address=00:0E:7F:FD:85:26;ethernet_ip_address=10.42.42.20; \
ethernet_netmask=255.255.255.0;architecture=x86;kernel_arch=i86pc; \
guid={4D303435-4C47-5037-3239-202020202020};disk_size=20GB;ilo_ip_address=10.5.133.166; \
ilo_version=1.6.4;ilo_access_userid=admin;ilo_access_password="

これらの変数の詳細については、130ページの「HP ILOターゲットホストの変
数」を参照してください。

2. 適切なパスワードアクセス権を設定するには、次のエントリが含まれるファイルを
作成します。

true
admin123

各行の意味は次のとおりです。

� ファイルの最初の行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクション
の「If you are specifying the ILO password below」ボックスをチェックするこ
とに対応します。

� ファイルの第 2行は、ILOにアクセスするためのパスワードです。

次の手順で思い出せるように、必ず意味のある名前をファイルに付けてください。
たとえば、ファイル名を /tmp/hp-proliantのようにします。

3. プランを実行し、ターゲットホストを作成するには、次の例のようなコマンドを入
力します。

# cat /tmp/hp-proliant | cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin \
-PID NM:/com/sun/n1osp/targets/HPILO-create -tar H:NM:masterserver-osp -comp + \
-vs hpProliant -pto 30 -nto 10 -f /tmp/hp-proliant

手順
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そのほかの遠隔管理ターゲットホストの定義
事前定義されたタイプに一致しないが、SunFire B100sや B100xブレードなど、その
ほかの形式の遠隔管理を有するターゲットホストを特定するには、遠隔管理ター
ゲットホストタイプを使用します。このオプションでは、ターゲットに関する情報を
指定する非常に大きな柔軟性が得られますが、いくつかの変数を入力する必要もあり
ます。

このタイプのターゲットに関して収集される遠隔管理情報には 2つのセットがありま
す。遠隔管理情報の最初のセットは _1接尾辞で終わり、2番目のセットは _2接尾辞
で終わります。各遠隔ネットワーク管理情報のセットには、ネットワーク管理のタイ
プに関する情報と、遠隔ネットワーク管理を処理する関連付けられた JARファイルが
必要です。JARファイルは、OSプロビジョニングサーバー上の
/opt/SUNWn1osp/driversにあります。各遠隔ネットワーク管理インタフェースは
端末サーバー接続を使用できます。この場合、端末サーバーに関する情報を入力する
必要もあります。ネットワーク管理のタイプに応じて、ネットワーク管理は電源管
理、ブートモード、およびコンソールサポートをサポートする場合があります。詳細
については、以下の例を参照してください。

� そのほかの遠隔管理ターゲットホストを作成する (ブラウ
ザインタフェース)

1. N1 SPSブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

2. 「OS Provisioning Common Tasks」ページの「Target Hosts」セクション
の「Other Remotely-Managed Targets」サブセクションで、「Create」をク
リックします。

3. 「Plans Details」ページの「Run」をクリックします。

4. このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「Other」
コンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「Other」
コンポーネント行で「Select from List」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。

コンポーネント変数テーブルのプロンプトは、大部分が自明なものです。た
だし、詳細情報が必要である場合は、135ページの「そのほかの遠隔管理
ターゲットホストの変数」にある、デフォルト値および例とともに変数の詳
細リストを参照してください。

手順

102 Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート (OS Provisioning Plug-In 2.0) • 2005
年 9月



d. 変数セットとプランプロンプトのどちらにパスワードを指定するかを決定し
ます。

パスワードを指定する方法は次の 2つがあります。

� 次の変数の適切な暗号化された値を入力します。

netmgmt_password_1
terminal_server_access_password_1
netmgmt_password_2
terminal_server_access_password_2

パスワードの暗号化の詳細については、107ページの「パスワードの暗
号化」を参照してください。

� コンポーネント変数を空白のままにしておいて、「plan run」ページで
提供されるプランプロンプトにパスワードを入力します。

e. 変数セットを保存します。

f. 「Plan Parameters」テーブルの「Other」コンポーネント行にあるドロップ
ダウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

5. 「Plan Details Run」ページから、ターゲットホストを定義するプロビジョニング
サーバーを選択します。

ヒント – OSプロビジョニングサーバーのホスト名の末尾は -ospです。

6. プランからパスワードを暗号化するには、「Plan Details Run」ページの次の手順
に従ってください。

a. 最初の「If you are specifying the password below」の横にあるチェック
ボックスをクリックします。

b. 「Password to Access Management Interface 1」フィールドに、最初のネット
ワーク管理インタフェースにアクセスするためのパスワードを入力します。

入力時にパスワードは暗号化されます。

c. 最初の「If you are specifying the terminal server password below」の横にあ
るチェックボックスをクリックします。

d. 「Password to Access Terminal Server Password 1」フィールドに、最初の端
末サーバーにアクセスするためのパスワードを入力します。

入力時にパスワードは暗号化されます。

e. 2つ目の「If you are specifying the password below」の横にあるチェック
ボックスをクリックします。
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f. 「Password to Access Management Interface 2」フィールドに、2つ目の
ネットワーク管理インタフェースにアクセスするためのパスワードを入力しま
す。

入力時にパスワードは暗号化されます。

g. 2つ目の「If you are specifying the terminal server password below」の横に
あるチェックボックスをクリックします。

h. 「Password to Access Terminal Server Password 2」フィールドに、2つ目の
端末サーバーにアクセスするためのパスワードを入力します。

入力時にパスワードは暗号化されます。

7. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

8. ターゲットホストが正常に作成されたことを確認するには、N1 SPSブラウザイン
タフェースの左側にある「Hosts」リンクをクリックします。

-targetが付加された仮想ホストの名前が表示されます。たとえば、ホスト
sunfire-v60xのプロビジョニングターゲットを定義した場合、仮想ホストは
sunfire-v60x-targetとなります。

� そのほかの遠隔管理ターゲットホストを作成する (コマン
ド行インタフェース)
次の CLIの例では、SunFire B100sシステムのターゲットホストを作成します。

1. Otherコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマンドを入
力します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/targets/Other -name "b100s10" \
-u admin -p admin -vars "installPath=Blade-S10;description=S10 b100s blade target; \
ethernet_mac_address=00:03:ba:29:e4:ea;ethernet_ip_address=10.216.0.11; \
ethernet_netmask=255.255.255.192;architecture=sun4u;kernel_arch=sun4u;disk_size=30GB; \
netmgmt_type_1=b1600sc;netmgmt_version_1=1.0; \
netmgmt_hal_jar_1="file:///opt/SUNWn1osp/drivers/sun/b1600sc.jar"; \
netmgmt_ip_address_1=10.216.0.60;netmgmt_protocol_1=telnet;netmgmt_port_1=s10; \
power_service_true_false_1=true;boot_service_true_false_1=true; \
console_service_true_false_1=true;netmgmt_userid_1=admin;netmgmt_password_1=Clz6pK2b6qw="

これらの変数の詳細については、135ページの「そのほかの遠隔管理ターゲットホ
ストの変数」を参照してください。

2. 適切なパスワードアクセス権を設定するには、次のエントリが含まれるファイルを
作成します。

false
admin
false
admin
false
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admin
false
admin

各行の意味は次のとおりです。

� ファイルの最初の行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの最
初の「If you are specifying the password below」ボックスに対応します。

� ファイルの第 2行は、最初の管理インタフェースに対するパスワードです。

� ファイルの第 3行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの最初
の「If you are specifying the terminal server password below」ボックスに対応
します。

� ファイルの第 4行は、最初の端末サーバーに対するパスワードです。

� ファイルの第 5行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの 2つ
目の「If you are specifying the password below」ボックスに対応します。

� ファイルの第 6行は、2つ目の管理インタフェースに対するパスワードです。

� ファイルの第 7行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの 2つ
目の「If you are specifying the terminal server password below」ボックスに対
応します。

� ファイルの第 8行は、2つ目の端末サーバーに対するパスワードです。

次の手順で思い出せるように、必ず意味のある名前をファイルに付けてください。
たとえば、ファイル名を /tmp/b100sのようにします。

3. プランを実行し、ターゲットホストを作成するには、次の例のようなコマンドを入
力します。

# cat /tmp/b100s | cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin \
-PID NM:/com/sun/n1osp/targets/Other-create -tar H:NM:masterserver-osp -comp + \
-vs b100s10 -pto 30 -nto 10 -f /tmp/b100s

汎用ターゲットホストの定義
ワークステーションやデスクトップシステムなど、遠隔管理インタフェースを持たな
いターゲットの電源を手動でオン/オフにすることができます。これらのターゲット
を OSプロビジョニング用に特定するには、「Generic Target Host」オプションを使
用します。

� 汎用ターゲットホストを作成する (ブラウザインタフェー
ス)

1. N1 SPSブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

手順
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2. 「OS Provisioning Common Tasks」ページの「Target Hosts」セクション
の「Generic Targets」サブセクションで、「Create」をクリックします。

3. 「Plans Details」ページの「Run」をクリックします。

4. このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「Target」
コンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「Target」
コンポーネント行で「Select from List」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. OSP Control Serviceを呼び出すかどうかを決定します。

汎用ターゲットホストに関しては、osp_control_service変数に特に注
意してください。ユーザーがこの値を TRUEに設定し、システムに手動の
HALがある場合、N1 SPSソフトウェアは停止し、ユーザーが適切な機能を
実行するのを待機します。ステータス機能を介してインストールのステータ
スを監視している場合、OSプロビジョニング制御サービスは、ターゲット
ホストの電源オフ、再起動、および電源オンの時点をユーザーに通知しま
す。

ターゲットホストが私設ネットワーク上にあり、DHCPサービスにアクセ
スできない場合は、この変数を FALSEに設定します。

d. そのほかの変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。

コンポーネント変数テーブルのそのほかのプロンプトは、大部分が自明なも
のです。ただし、詳細情報が必要である場合は、140ページの「汎用ター
ゲットホストの変数」にある、デフォルト値および例とともに変数の詳細リ
ストを参照してください。

e. 変数セットを保存します。

f. 「Plan Parameters」テーブルの「Target」コンポーネント行にあるド
ロップダウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

5. 「Plan Details Run」ページで、ターゲットホストを定義するプロビジョニング
サーバーを選択します。

ヒント – OSプロビジョニングサーバーのホスト名の末尾は -ospです。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。
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7. ターゲットホストが正常に作成されたことを確認するには、N1 SPSブラウザイン
タフェースの左側にある「Hosts」リンクをクリックします。

-targetが付加された仮想ホストの名前が表示されます。たとえば、ホスト
sunfire-v60xのプロビジョニングターゲットを定義した場合、仮想ホストは
sunfire-v60x-targetとなります。

� 汎用ターゲットホストを作成する (コマンド行インタ
フェース)

1. Targetコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマンドを
入力します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/targets/Target -name "mysystem" \
-u admin -p admin -vars "installPath=Generic;target_host=:[installPath]-target; \
description=Test description;ethernet_mac_address=00:0E:7F:FD:85:26; \
ethernet_ip_address=10.42.42.20;ethernet_netmask=255.255.255.0;architecture=x86; \
kernel_arch=i86pc;disk_size=20GB"

これらの変数の詳細については、140ページの「汎用ターゲットホストの変数」を
参照してください。

2. プランを実行し、ターゲットホストを作成するには、次の例のようなコマンドを入
力します。

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin -PID \
NM:/com/sun/n1osp/targets/Target-create -tar H:NM:masterserver-osp -comp + \
-vs mysystem -pto 30 -nto 10

パスワードの暗号化
Solarisまたは Linuxシステムの rootアクセス権のパスワードを指定するには、OSプ
ロビジョニングのツールではなくオペレーティングシステムのツールを使用してパス
ワードを暗号化する必要があります。

OSプロビジョニング変数のパスワードの暗号化
OSプロビジョニング変数のパスワードを暗号化するには、次の 3つの方法がありま
す。

� OSプロビジョニングサーバーで次のコマンドを実行する。
/opt/n1osp/sbin/n1osp_encrypter clear-text clear-text の暗号化されたバー
ジョンが画面に表示されます。

手順
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� N1 SPSブラウザインタフェースを使用して、プラン
/com/sun/n1osp/untyped/EncryptPasswordにナビゲートし、そのプラン
でパスワードを入力する。暗号化された値を確認するには、「progress details」リ
ンクをナビゲートし、stdoutを表示します。

� N1 SPSサーバーで次のコマンドを入力する。

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin -PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/EncryptPassword \
-tar H:NM:masterserver-osp -pto 30 -nto 10
# cr_cli -cmd pe.p.lo -u admin -p admin -ID id-from-the-EncryptPassword-command
# cr_cli -cmd pe.p.en -u admin -p admin -ID last-id-from-the-pe.p.lo-command

OS rootアクセス権のパスワードの暗号化
Solarisまたは Linuxシステムの rootアクセス権のパスワードを指定する必要がある
場合、OSプロビジョニングのツールではなくオペレーティングシステムのツールを
使用してパスワードを暗号化する必要があります。

ツールは、オペレーティングシステムとオペレーティングシステムの特定のバー
ジョンにより異なります。たとえば Solaris 9システムでは、通常のユーザーは単に
/etc/shadowファイルから rootパスワードをコピーします。詳細については、ご使
用のオペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。
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第 9章

障害追跡

この章には、OSプロビジョニングの問題をより簡単に解決できるようにする情報が
記載されています。

この章では、次の内容について説明します。

� 109ページの「一般的な障害追跡のガイドライン」
� 111ページの「Solaris関連の問題の解決」
� 112ページの「Linux関連の問題の解決」
� 114ページの「Windows関連の問題の解決」

一般的な障害追跡のガイドライン
問題:プロビジョンプランは正常に実行されたが、ターゲットに対するプロビジョニン
グに失敗した。

対処方法:これにはいくつかの問題が考えられます。以下では、プロビジョニング失敗
の考えられるいくつかの理由を示します。このリストを使用して問題を特定してくだ
さい。

1. プロビジョニングログを調べるには、N1 SPSブラウザインタフェースで「Host
Status」情報を表示します。ターゲットで Host Statusプランを実行します。
stdoutと stderrの両方をチェックして、失敗の原因を確認します。

2. OSプロビジョニングサーバーにログインし、/var/run/n1osp/logフォルダで
ログをチェックし、また /var/run/n1osp/consoleフォルダでコンソール出力
もチェックします。また、/var/adm/n1osp*ファイルのメッセージもチェック
します。/var/adm/n1osp* ファイルで詳細を表示するには、
/opt/SUNWn1osp/etc/n1osp.propertiesファイルで
n1.isp.core.debuglevelプロパティーの値を変更します。たとえば
n1.isp.core.debuglevel=25のようにします。

3. ターゲットへのコンソールを取得し、再度プロビジョニングを行って失敗の原因を
確認します。
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4. OSプロビジョニングサーバー、ブートおよびインストールサーバー、およびター
ゲットホストの間のネットワーク接続をチェックします。OSプロビジョニング
サーバーとブートおよびインストールサーバーの間、OSプロビジョニングサー
バーとターゲットホストの間、およびブートおよびインストールサーバーとター
ゲットホストの間のパケットに対して ping/snoopを行います。

注 – OSプロビジョニングサーバーまたはブートおよびインストールサーバーが複
数の IPアドレスを持っている場合、プロビジョニングに使用されるアドレスを使
用します。

5. ターゲットからの DHCPパケットが OSプロビジョニングサーバーに到達してい
ない場合、ターゲットが、DHCPを使用してネットワーク経由でブートするよう
構成されているかどうかをチェックします。ターゲットホストに複数のネットワー
クインタフェースがある場合、ターゲットホストが、ホストプロファイルで指定さ
れているインタフェースを使用し、オペレーティングシステムのブートとインス
トールを行うようにします。ターゲットのプロビジョニングを再度行い、OSプロ
ビジョニングサーバーの /etc/dhcpd.confファイルにターゲットホスト用のエ
ントリがあるかどうかをチェックします。OSプロビジョニングの期間のみター
ゲットに応答するよう DHCPが構成されている場合は、ターゲットのプロビ
ジョニングを再度行い、DHCPが正しく構成されているかどうかを確認する必要
があります。

6. Solaris、Linux、およびWindowsのブートおよびインストールサーバーが正しく
設定されているかどうかをチェックします。詳細については、適切な OSのマ
ニュアルを参照してください。NFS (Solarisおよび Linuxの場合)または CIFS
(Windowsの場合)を使用して OSメディアを共有するよう、ブートおよびインス
トールサーバーが正しく構成されていることを確認します。OSプロファイルで使
用されている IPアドレスと、ブートおよびインストールサーバーで構成されてい
る IPアドレスが一致することを確認します。TFTPサービスがブートおよびイン
ストールサーバーで動作するよう構成されているかどうかをチェックします。

7. IPアドレス、パスワードなどの情報の OSプロファイル情報とホストプロファイル
情報をチェックします。

8. OSがインストールに失敗したりハングする場合は、ネットワーク経由でター
ゲットをブートするのに必要なドライバが OSプロファイルにあるかどうかを
チェックします。詳細については、各 OSのマニュアルを確認してください。

問題:プロファイルの作成時、ホストの作成時、またはターゲットのプロビジョニング
時にエラーが発生する。

対処方法:エラーは、プロビジョニングプロセスの複数の時点で発生する可能性があり
ます。次のことをチェックします。

1. N1 SPSリモートエージェント (RA)が、ブートおよびインストールサーバーで正
しくインストールされていることを確認します。マスターサーバーが RAに到達で
きることを確認します。詳細については、『Sun N1 Service Provisioning
System 5.1インストールガイド』を参照してください。
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2. N1 SPSコマンド行インタフェース (CLI)が OSプロビジョニングサーバーおよび
Solarisブートおよびインストールサーバー上にインストールされていることを確
認します。単純な cr_cliコマンドを実行します。

3. プランの stdoutおよび stderrをチェックします。

4. プランおよびコンポーネント変数に有効な値が指定されていることを確認します。

Solaris関連の問題の解決
問題: Solarisオペレーティングシステムのプロビジョニング処理のシーケンスがわか
らない。

対処方法: Solarisのシーケンスは次のようになります。

1. ターゲットホスト用に JETサーバーまたは Solarisブートおよびインストールサー
バーが用意されます。

2. OSプロビジョニングサーバー上の DHCPが、ターゲットホストに対して設定され
ます。

3. ターゲットホストが再起動され、DHCPを使用してネットワーク経由でブートし
ます。

4. ターゲットホストは DHCP検出パケットをブロードキャストします。

5. OSプロビジョニングサーバー上の DHCPサーバーが DHCPオファーを送信しま
す。

6. ターゲットホストは DHCP要求パケットをブロードキャストします。

7. OSプロビジョニングサーバー上の DHCPサーバーが DHCP ACKを送信します。

8. ターゲットは TFTPプロトコルを使用して、JETサーバーからブートカーネルを取
得します。

9. ターゲットは、NFS経由で JETサーバーからファイルを取得することで、OSをイ
ンストールします。

問題: Solarisイメージをインポートしている間にプランがタイムアウトする。
対処方法:マスターサーバーでプランのデフォルトのタイムアウトを設定します。次の
手順を実行します。

1. 次の構成ファイルを編集します。

/opt/SUNWn1sps/N1_Service_Provisioning_System_5.1/server/config/config.properties

2. 次のプロパティーを設定します。

pe.nonPlanExecNativeTimeout=12000
pe.defaultPlanTimeout=12000

3. マスターサーバーを再起動します。

# cr_server stop
# cr_server start
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問題: Solarisイメージをインポートしている間にプランが失敗する。
対処方法:この問題を分析するには、以下の手順に従います。

1. プランの stdoutおよび stderrメッセージをチェックします。
2. メディアを保持するのに十分なディスク容量があることを確認します。
3. 変数の値をチェックします。すべてのパスが正しく完全であることを確認します。

問題: spsraモジュールでの失敗を示してプロビジョンプランが失敗する。
対処方法: JETサーバーにインストールされている N1 SPS RAのスナップショットを使
用するか、RAディストリビューションを使用して、N1 SPS RAはターゲットにイン
ストールされます。OSプロファイルの install_ra_from_snapshot_spsra値を
チェックします。ターゲットホストと JETサーバーのアーキテクチャーが異なる場合
は、install_ra_from_snapshot_spsraを「n」に設定し、「Jet」コンポーネン
トを使用して N1 SPS RAを JETサーバーにインストールします。

問題: Solaris x86をプロビジョニングする際、インストールが対話式になる。
対処方法: OSプロファイルのコンソール変数 x86_console_base_configが正しく
構成されていることを確認します。v20zターゲットの場合、これは ttyaにする必要
があります。ブートパーティションサイズが小さいことを示してインストールが失敗
する場合、最も可能性の高い原因は、異なるディスクラベルフォーマットを使用する
別の OSが以前インストールされていたことです。fdiskユーティリティーを使用し
て、ディスクのパーティションを再設定します。

Linux関連の問題の解決
問題: Linuxオペレーティングシステムのプロビジョニング処理のシーケンスがわから
ない。

対処方法: Linuxのシーケンスは次のようになります。

1. ターゲットホスト用に Linuxブートおよびインストールサーバーが用意されま
す。

2. OSプロビジョニングサーバー上の DHCPが、ターゲットホストに対して設定され
ます。

3. ターゲットホストが再起動され、DHCPを使用してネットワーク経由でブートし
ます。

4. ターゲットホストは DHCP検出パケットをブロードキャストします。

5. OSプロビジョニングサーバー上の DHCPサーバーが DHCPオファーを送信しま
す。

6. ターゲットホストは DHCP要求パケットをブロードキャストします。

7. OSプロビジョニングサーバー上の DHCPサーバーが DHCP ACKを送信します。

8. ターゲットは TFTPプロトコルを使用して、Linuxブートおよびインストールサー
バーからブートカーネルを取得します。

112 Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート (OS Provisioning Plug-In 2.0) • 2005
年 9月



9. ターゲットは、NFS経由で Linuxブートおよびインストールサーバーからファイ
ルを取得することで、OSをインストールします。

問題:インストールが開始するが、ディスクラベルを読み取ることができないというプ
ロンプトがユーザーに表示される。

対処方法:通常この問題は、Linuxがアーキテクチャーのデフォルトとして認識しない
ディスクラベルフォーマットを使用する別の OSが以前にインストールされていたこ
とを示しています。ユーザーにプロンプトを表示することなく、インストーラに
ディスクラベルをデフォルトアーキテクチャーに再初期化させるには、kickstart構成
ファイルの clearpart指令に --initlabelオプションを追加します。

問題:インストールが DHCPを介して IPアドレスを取得できない。

対処方法:次の解決策を試してください。

� ターゲットが接続されているスイッチで、スイッチポートを portfastに設定しま
す。

� PXE構成ファイルで linksleepをチェックします。

� kickstartプロパティーファイルの InitialBootTimeoutをより大きな値に変更しま
す。

問題:ターゲットは DHCPパケットを取得するが、ブートに失敗する。

対処方法:次の解決策を試してください。

� pxelinux.0と initrdがターゲットプラットフォームをサポートしているかどうか、
およびネットワーク経由でターゲットをブートするのに必要なドライバを持ってい
るかどうかをチェックします。

� OSプロファイルと OSディストリビューションが Linuxブートおよびインストー
ルサーバーで正しく設定されていることを確認します。

� NFSおよび TFTPサービスが Linuxブートおよびインストールサーバーで正しく
設定されていることを確認します。

問題:コンソールに次のメッセージが表示される。

VFS: mounted root (ext2) filesystem

対処方法: Linuxカーネルは、コンソールを別の場所にリダイレクトしています。PXE
構成ファイルでコンソール設定を変更します。

問題:インストールが対話式モードになる。

対処方法: kickstartファイルにエラーがないかチェックします。サーバーの IPアド
レスとパスが正しく完全であることを確認します。

第 9章 •障害追跡 113



Windows関連の問題の解決
問題: Windowsオペレーティングシステムのプロビジョニングのシーケンスがわから
ない。

対処方法: Windowsをプロビジョニングするシーケンスは次のようになります。

1. Windowsブートおよびインストールサーバーが、Active Directoryでターゲット
ホストに対して事前準備されます。

2. OSプロビジョニングサーバー上の DHCPが、ターゲットホストに対して設定され
ます。

3. ターゲットホストが再起動され、DHCPを使用してネットワーク経由でブートし
ます。

4. ターゲットホストは DHCP検出パケットをブロードキャストします。

5. OSプロビジョニングサーバー上の DHCPサーバー、およびWindowsブートおよ
びインストールサーバー上の BINLが DHCPオファーを送信します。

6. ターゲットは OSプロビジョニングサーバーからの DHCPオファーを選択し、
DHCP要求パケットをブロードキャストします。

7. OSプロビジョニングサーバー上の DHCPサーバーが DHCP ACKを送信します。

8. ターゲットは (PXEブートサーバーに対して)再度 DHCP検出パケットをブロード
キャストします。

9. Windowsブートおよびインストールサーバー上の BINLは (PXEに対して) DHCP
オファーを送信します。

10.ターゲットは DHCPパケット内の次のサーバーの情報を使用し、TFTPを行
なって、Windowsブートおよびインストールサーバーからブートカーネルを取得
します。

11.ターゲットは、Windowsブートおよびインストールサーバーから CIFS経由で
ファイルを取得することで、テキストモードインストールを行います。

12.ターゲットは再起動します。

13.この時点で DHCPサーバーはクリアされ、ターゲットホストに応答しないため、
ターゲットはディスクからブートします。

14.ターゲットは GUIモードインストールを行います。

15.ターゲットは再起動し、SIFファイルの GuiRunOnceセクションのスクリプトを実
行します。

PXE/DHCP/BINLSVCに関連する問題
問題: PXE ROMのバージョンが正しいことを確認する方法は。
対処方法: NetPCまたはクライアントコンピュータが ROMブートを行う場合、PXE
(LSA) ROMメッセージが画面に表示されます。クライアントマシンのブートシーケン
ス時には、表示される PXE ROMコードのバージョンを確認できます。Windows
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2000 RISは、.99cまたはそれ以降の PXE ROMをサポートしています。この既存の
ROMバージョンで成功しなかった場合、新しいバージョンの PXEベースの ROM
コードを OEMから入手しなければならない場合があります。

問題:クライアントコンピュータが IPアドレスを受信したかどうか、およびリモート
インストールサーバーにコンタクトしたかどうかを確認する方法は。

対処方法:クライアントコンピュータがブートすると、PXE Boot ROMは読み込みと初
期化を開始します。多くの Net PCまたは PXE ROMベースのコンピュータでは、次
の 4つの手順のシーケンスが発生します。

注 –シーケンスは、使用中のコンピュータで異なる場合があります。

1. クライアントコンピュータはメッセージ BootPを表示します。このメッセージ
は、クライアントが DHCPサーバーから IPアドレスを要求していることを示して
います。

障害追跡: BootPメッセージがクライアントに到着していなければ、クライアント
は IPアドレスを受信していません。次の可能性をチェックしてください。

� DHCPサーバーは使用可能で、サービスが開始されていますか。DHCPおよび
RISサーバーは、サービスを開始するためには、Active Directoryで認証されて
いる必要があります。サービスが開始していて、そのほかの非遠隔、ブート対
応クライアントが、このセグメントで IPアドレスを受信していることを
チェックします。

� 非遠隔、ブート対応クライアントなどのそのほかのクライアントコンピュータ
が、このネットワークセグメントで IPアドレスを受信できていますか。

� DHCPサーバーでは IPアドレスの有効範囲が定義済みで、起動されています
か。この機能を確認するには「スタート」をクリックし、「プログラム」、
「Administrative Tools」の順にポイントし、「DHCP」をクリックします。ま
たは、「スタート」をクリックし、「プログラム」、「Administrative Tools」
の順にポイントし、「Event Viewer」をクリックする方法もあります。

� 「System Log for DHCP」のイベントログにエラーメッセージがありますか。
� クライアントと DHCPサーバーの間に、DHCPパケットの通過を許可しない
ルーターがありませんか。

2. クライアントが DHCPサーバーから IPアドレスを受信した場合、メッセージは
DHCPに変化します。これは、クライアントが正しく IPアドレスをリースし、現
在 RISサーバーとのコンタクトを待機していることを示します。

障害追跡: DHCPメッセージがクライアントに到着していなければ、クライアント
は遠隔インストールサーバーから応答を受け取っていません。次の可能性を
チェックしてください。

� 遠隔インストールサーバーが使用可能で、(BINLSVC) RISサービスが開始され
ていますか。RISサーバーは、サービスを開始するためには、Active Directory
で認証されている必要があります。サービスが開始したことを確認するには、
DHCPスナップイン (「スタート」をクリックし、「プログラム」、
「Administrative Tools」の順にポイントして「DHCP」をクリック)を使用し
ます。
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� そのほかの遠隔ブート対応クライアントが Client Installationウィザードを受信
していますか。受信している場合、このクライアントコンピュータはサポート
されていないか、リモートブート ROM関連の問題がある可能性があります。
クライアントコンピュータの PXE ROMのバージョンをチェックします。

� クライアントと遠隔インストールサーバーとの間に、DHCPベースの要求また
は応答の通過を許可していないルーターがありませんか。RISクライアントと
RISサーバーが別のサブネット上にある場合、2つのシステム間のルーターは、
RISサーバーに DHCPパケットを転送するよう構成する必要があります。これ
は、RISクライアントは DHCPブロードキャストメッセージを使用して RIS
サーバーを検出するためです。ルーターで DHCP転送が設定されていない場
合、クライアントの DHCPブロードキャストは RISサーバーには到達しませ
ん。ルーターの構成マニュアルでは、この DHCP転送プロセスは、DHCPプ
ロキシや IPヘルパーアドレスと呼ばれる場合もあります。

DHCPの設定を確認するには、「スタート」をクリックし、「プログラム」、
「Administrative Tools」の順にポイントし、「Event Viewer」をクリックしま
す。使用する固有のルーターでの DHCP転送の設定については、そのルーター
での手順を参照してください。

� RIS (BINLSVC)、DNS、またはActive Directoryに固有の Systemまたは
Applicationログのイベントログに、エラーメッセージがありますか。

3. クライアントは BINLに変化するか、ユーザーに F12キーを押すよう求めるプロン
プトを表示します。このことは、クライアントは RISサーバーにコンタクトし、
最初のイメージファイル OSChooserの TFTP転送を待機していることを意味しま
す。BINLおよび TFTPメッセージが表示されない場合がありますが、これは一部
のマシンではこのシーケンスがあまりにも早く行われるためです。(注:
<reminst_share>\OSChooser\i386フォルダで startrom.comと startrom.n12
ファイルを交換することにより、F12キーを押す作業が自動化される。)

障害追跡:クライアントマシンが遠隔インストールサーバーから応答が得られない
場合、クライアントはタイムアウトになり、DHCP、BINL、または TFTPのいず
れかからファイルを受信しなかったというエラーを表示します。この場合、RIS
サーバーはクライアントコンピュータには応答していません。BINLSVCを停止
し、再起動します。「スタート」メニューから「ファイル名を指定して実行」をク
リックし、「CMD」と入力します。次のコマンドを入力します。Net Stop
BINLSVC Net Start BINLSVC

サービスを停止し再起動しようとしたあとにクライアントマシンが応答を受け取ら
なかった場合、遠隔インストールサーバーの Objectプロパティーをチェックし
て、正しい設定が設定されていることを確認します。RISが「Respond to client
computers requesting service」および「Do not respond to unknown client
computers」に設定されていることを確認します。「スタート」をクリックし、
「プログラム」、「Administrative Tools」の順にポイントし、「Event Viewer」
をクリックして、RISサーバーの Eventログをチェックし、DHCP、DNS、または
RIS (BINLSVC)に関連するエラーを調べます。

4. この時点でクライアントは、ユーザーに対するWelcome画面のあいさつととも
に、Client Installationウィザードアプリケーションをダウンロードし、表示して
いるはずです。
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問題: PXEベースの遠隔ブート ROMのブート前部分は、セキュリティー保護されてい
るか。

対処方法:いいえ。ROMシーケンスおよび OSインストールまたは複製の全体は、パ
ケットタイプの暗号化、クライアントまたはサーバースプーフィング、またはワイ
ヤースニッファーベースのメカニズムに関しては、セキュリティー保護されていませ
ん。そのため、企業ネットワークで RISサービスを使用する際には注意してくださ
い。ネットワーク上で認証された RISサーバーのみを許可し、また RISサーバーのイ
ンストールと構成が許可された管理者の数を制御するようにしてください。

問題:ネットワークからのブート時に、ターゲットホストは次のエラーメッセージを表
示する。

No proxyDHCP offers were received.

対処方法:クライアントマシンまたはターゲットホストは DHCPサーバーから IPアド
レスを取得できません。詳細については、上記の手順 2を参照してください。次の
Microsoftサポート技術情報を参照してください。

� Your RIS client may not be able to obtain an IP address during the PXE restart on
Windows Server 2003 and Windows 2000 (英語版)

� Using Dynamic Host Configuration Protocol Options 60, 66, 67 to Direct PXE
Clients to RIS Servers May Fail (英語版)

� PXE Clients Do Not Receive IP Address From DHCP Server Across a Router (英語
版)

問題: PXEクライアント、DHCPおよび RISサーバーはどのようにやりとりを行う
か。

対処方法:次のMicrosoftサポート技術情報を参照してください。 Description of PXE
Interaction Among PXE Client, DHCP, and RIS Server (英語版)

問題:ターゲットホストが、ネットワークからのブート時に次のメッセージを表示す
る。

ARP Timeout message

対処方法:このエラーメッセージが表示されるのは、クライアントマシンが DHCP
サーバーから有効な IPアドレスを取得する場合でも、それが RISサーバー上の BINL
サービスからは無効な PXEブートサーバーの IPアドレス (プロビジョニングサブ
ネットの RISサーバーの IPアドレス)である場合です。これは、マルチホーム RIS
サーバーとして実行されている場合に、HP-Lprなどの一部の古いマシンで見られま
す。ただし、マルチホーム RISサーバーとして構成されている場合であっても、同じ
ベンダーの Hp-Proliant DL 360 G3シリーズサーバーマシンなどの新しいハード
ウェアでは、この問題は生じません。エラーメッセージを表示することなく、HP-Lpr
などの古いマシンを RISサーバーとして動作させるには、マシンがマルチホームでな
いことを確認します。つまりシステムは、プロビジョニングサブネットに存在するイ
ンタフェースを 1つだけ有効にする必要があります。
詳細については、次のMicrosoftサポート技術情報を参照してください。A
multi-homed RIS server may not answer all clients, and you may receive an error
message on PXE clients that are running Windows Server 2003 or Windows 2000 (英語
版)
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問題:テキストモードのインストールがブートしない。

対処方法:次の解決策を試してください。

� RISイメージディストリビューションの設定をチェックします。

� イメージにバンドルされたネットワークアダプタおよび外部記憶装置ドライバに見
当たらないものがあるかどうかチェックします。

� ドライバパスの RIS設定情報ファイルをチェックします。

� <reminst share>/OSChooser/English パスの CIW ファイル、
welcome.osc/login.osc/oschoice.osc/install.osc/warning.osc
で、無効なユーザー情報や見当たらないAUTOENTER機能を調べます。

� risプロパティーの InitialBootTimeoutをより大きな値に変更します。ドライバ関
連の問題の詳細については、RISドライバまたはサービスパックの節を参照してく
ださい。GUID関連の問題の詳細については、GUIDの節を参照してください。

問題: GUIモードのインストールが対話式モードになる。

対処方法:次の解決策を試してください。

� Unattended、UserData、GuiRunOnce、および GuiUnattendedの各セクション
で、データに関する RIS設定情報ファイルをチェックします。

� sifファイルでデフォルトの管理者のパスワードと製品キーを指定していることを
確認します。CIWおよび ris SIFファイルの詳細については、RIS CIWまたは SIF
ファイルの節を参照してください。

問題:各クライアントで、テキストモードインストールと GUIモードインストールの
デフォルトのタイムアウト値を変更する方法は。

対処方法:プロビジョニング操作を開始する前に、N1 OSプロビジョニングサーバー
で、ris.properties ファイル (通常は <n1osp folder>/etc/ フォルダの下に存
在)の次のプロパティーのデフォルトのタイムアウト値を変更したことを確認しま
す。

ris.InitialBootTimeout
ris.OsInstallTimeout

Remote Installation Service (RIS)に関連する問題
問題:遠隔インストールサーバーのデバッグモードを有効にする方法は。

対処方法: Microsoftサポート技術情報 236033 (英語版)で説明されている手順に従って
ください。

問題: RISサービスの CIW画面を自動化する方法は。

対処方法:次のMicrosoftサポート技術情報を参照してください。

� Description of Client Installation Wizard Screens for Remote Installation Services -
268325 (英語版)

� HOW TO: Automate CIW Screens using AUTOENTER - 824184 (英語版)
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問題: Setup Information Answer ファイル (.sif ファイル) に関する詳細情報の
入手先は。

対処方法:詳細は、Windows 2000または 2003 Server Resource Kit CDの deploy.cab
ファイルを参照してください。

問題: RISのインストール中に管理者のパスワードを変更する方法は。
対処方法:次のMicrosoftサポート技術情報を参照してください。 How to Set the
Administrator Password During RIS Installation - 257948 (英語版)

問題: RISイメージにドライバを追加する方法は。
対処方法:次のMicrosoftサポート技術情報を参照してください。
RISインストールにサードパーティの OEMネットワークアダプタを追加する方法 -
246184
Windowsインストールに OEMプラグアンドプレイドライバを追加する方法 -
254078

問題: RISイメージにサービスパックをスリップストリームする方法は。
対処方法: MicrosoftのWebサイトの次の記事を参照してください。

� 最新のWindows 2000 Service Packの入手方法
� Windows 2000 Service Packの Update.exeのスリップストリームスイッチが RIS
サーバーイメージでは機能しない

� サービスパックをバンドルして RISイメージを作成する方法の詳細は、『Service
Pack 3インストールと導入ガイド』を参照してください。そのほかのサービス
パックに関する同じようなガイドは、Windows 2000 -ホーム -ダウンロード -
Service Packにもあります。

� Windows 2000 Service Pack 3のダウンロードそのほかのサービスパックに関して
も、同じようなダウンロードページがあります。

注 –サービスパックをダウンロードして RISイメージを作成するには、「ネット
ワークインストール」を選択してください。

問題:テキストモードインストール時に次のエラーメッセージが表示される。

Illegal or Missing File Types Specified in Section SCSI.Name

対処方法: Microsoftサポート技術情報 275334を参照してください。

問題: RISイメージをインストールする場合、テキストモードインストール時にエラー
メッセージが表示される。エラーメッセージには次の文が含まれます。

Setup Cannot Continue

対処方法: Microsoftサポート技術情報 830751を参照してください。

問題:テキストモードインストール時に次のエラーメッセージが表示される。
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INF File Tmp\<GUID_number.sif> Is Corrupt or Missing

対処方法: Microsoftサポート技術情報 224830 (英語版)を参照してください。

問題:テキストモードインストール時に次のエラーメッセージが表示される。

The Operating System Image You Selected Does Not Contain the Necessary Drivers

対処方法: Microsoftサポート技術情報 247983 (英語版)を参照してください。

問題:テキストモードインストール時に次のエラーメッセージが表示される。

The Operating System Image You Selected Does Not Contain the Necessary
Drivers for Your Network Adapter. Try Selecting a Different Operating System
Image. If the Problem Persists, Contact Your System Administrator.

対処方法: Microsoftサポート技術情報 315074を参照してください。

問題:テキストモード設定の最後で遠隔インストールクライアントがハングする。

対処方法: Microsoftサポート技術情報 226941 (英語版)を参照してください。

問題: RIS設定が、「Setup is Starting Windows」画面に応答しなくなる。
対処方法: Microsoftサポート技術情報 320865 (英語版)を参照してください。

GUIDに関連する問題
問題: Active Directory内で RISに使用する事前準備クライアントの GUIDまたは
UUIDを見つけるには、クライアントコンピュータのどこを探せばいいか。
対処方法: PC98または Net PC準拠のクライアントコンピュータの GUIDまたは
UUIDは、(多くの場合)システム BIOSにあります。OEMには、GUIDまたは UUID
に対するシリアル番号のマッピングを含むコンマ区切りファイルまたはスプレッド
シートを含むフロッピーディスクを出荷することが推奨されています。これにより、
Active Directory内でクライアントコンピュータの事前準備のスクリプトを作成でき
るようになります。また OEMには、コンピュータアカウントの識別と事前準備を簡
単にするため、コンピュータケースの外側に GUIDまたは UUIDを貼り付けることが
推奨されています。GUIDが上記の場所に見つからない場合、クライアントのネット
ワークトラフィックをスニッフして、DHCP検出パケットを特定することができま
す。DCHP検出パケット内では 128ビット、32バイトの GUIDまたは UUIDを見つ
けることができます。

問題: 2台のクライアントマシンが同じ GUID値を持っている。

対処方法:この場合、RISは各ターゲットホストをAcitive Directory内で一意の GUID
値を持つコンピュータオブジェクトとして識別するため、RISが失敗します。複数の
オブジェクトが同じ GUIDを持っている場合、RISクライアントマシンは設定段階の
時点でエラーをスローします。次のメッセージが表示されます。

BINLSVC found Duplicate GUID accounts on the RIS Server.
Please contact your system Administrator.

この問題を解決するには、継続する前に、RISサーバーのActive Directoryで同じ
GUIDを持つ古いコンピュータアカウントを削除します。
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付録 A

ターゲットホストの変数

各タイプのターゲットホストは、多数の特別な構成変数を持っています。この付録に
は、各ターゲットホストタイプに適用される変数を説明する一連の表が含まれていま
す。

Sun IPMIターゲットホストの変数
次のリストに、Sun IPMIターゲットホストのすべてのコンポーネント変数を示しま
す。デフォルト値を持つ変数に関しては、デフォルトが示されています。デフォルト
値を持たない変数に関しては、値の例が示されています。

installPath
説明 :ターゲットシステムの物理ホスト名。

例 : sunfire-v60x-host

target_host
説明 :ターゲットシステムの仮想ホスト名。

デフォルト値 : :[installPath]-target

description
説明 : (省略可能)ターゲットの説明。

例 : test v60x

ethernet_mac_address
説明 : Macアドレス。

例 : 00:0E:0C:07:E9:31

ethernet_ip_address
説明 : IPアドレス。
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例 : 10.42.42.77

ethernet_netmask
説明 :ネットワークマスク。

デフォルト値 : 255.255.255.0

architecture
説明 :ターゲットのアーキテクチャー (sun4u、x86など)。

デフォルト値 : x86

kernel_arch
説明 :カーネルのアーキテクチャー (sun4u、i86pc)。

デフォルト値 : i86pc

disk_size
説明 :ディスクのサイズ。

例 : 20GB

osp_control_service
説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化する OSP Control Service
を呼び出すかどうか (True、False)。

デフォルト値 : TRUE

sps_ra_parent
説明 :リモートエージェント (RA)の親の名前。

デフォルト値 : masterserver

sps_ra_parent_type
説明 : RAの親がMS (マスターサーバー)と LD (ローカルディストリビュータ)のい
ずれであるか。

デフォルト値 : MS

sps_ra_host
説明 : RAホストの名前または IPアドレス。

デフォルト値 : :[installPath]

sps_ra_conn
説明 : RA接続のタイプ (raw、ssl、ssh)。

デフォルト値 : raw

sps_ra_ssl_auth
説明 : RAが SSL認証を使用するかどうか (y、n)。

デフォルト値 : N

sps_ra_port
説明 : RAのポート。
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デフォルト値 : 1131

sps_ra_adv_parms
説明 : RAの高度なパラメータ。

guid
説明 : {}内で指定されるターゲットの GUID

注 – GUIDは、{dddddddd- dddd-dddd-dddd- dddddddddddd}の形式である必要があり
ます。ここで dは 16進数文字です。

ipmi_ip_address
説明 : IPMIの IPアドレス

例 : 10.5.133.135

ipmi_access_userid
説明 : IPMIにアクセスするためのユーザー ID

ipmi_access_password
説明 : IPMIにアクセスするための暗号化されたパスワード

ssh_access_userid
説明 :遠隔管理インタフェースにアクセスするための SSHユーザーID。

ssh_access_password
説明 :遠隔管理インタフェースにアクセスするための暗号化された SSHパスワー
ド。

Sun ALOMターゲットホストの変数
次のリストに、Sun ALOMターゲットホストのすべてのコンポーネント変数を示しま
す。デフォルト値を持つ変数に関しては、デフォルトが示されています。デフォルト
値を持たない変数に関しては、値の例が示されています。

installPath
説明 :ターゲットシステムの物理ホスト名

例 : sunfire-v60x-host

target_host
説明 :ターゲットシステムの仮想ホスト名

デフォルト値 : :[installPath]-target

description
説明 : (省略可能)ターゲットの説明
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例 : test v60x

ethernet_mac_address
説明 : Macアドレス

例 : 00:0E:0C:07:E9:31

ethernet_ip_address
説明 : IPアドレス

例 : 10.42.42.77

ethernet_netmask
説明 :ネットワークマスク

デフォルト値 : 255.255.255.0

architecture
説明 :ターゲットのアーキテクチャー (sun4u、x86など)

デフォルト値 : sun4u

kernel_arch
説明 :カーネルのアーキテクチャー (sun4u、i86pc)

デフォルト値 : sun4u

disk_size
説明 :ディスクのサイズ

デフォルト値 : 20GB

osp_control_service
説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化する OSP Control Service
を呼び出すかどうか (True、False)

デフォルト値 : TRUE

sps_ra_parent
説明 : RAの親の名前

デフォルト値 : masterserver

sps_ra_parent_type
説明 : RAの親がMSと LDのいずれであるか

デフォルト値 : MS

sps_ra_host
説明 : RAホストの名前または IPアドレス

デフォルト値 : :[installPath]

sps_ra_conn
説明 : RA接続のタイプ (raw、ssl、ssh)
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デフォルト値 : raw

sps_ra_ssl_auth
説明 : RAが SSL認証を使用するかどうか (y、n)

デフォルト値 : N

sps_ra_port
説明 : RAのポート

デフォルト値 : 1131

sps_ra_adv_parms
説明 : RAの高度なパラメータ

alom_ip_address
説明 : ALOMの IPアドレス

例 : 10.5.133.135

alom_access_userid
説明 : ALOMにアクセスするためのユーザー ID

alom_access_password
説明 : ALOMにアクセスするための暗号化されたパスワード

terminal_server_ip_address
説明 :このシステムに接続された端末サーバーの IPアドレス

例 : 10.5.133.135

terminal_server_port
説明 :端末サーバーのポート

terminal_server_userid
説明 :端末サーバーのユーザー ID

terminal_server_password
説明 :端末サーバーの暗号化されたパスワード

terminal_server_type
説明 :端末サーバーのタイプ

デフォルト値 : Cisco2621

terminal_server_version
説明 :端末サーバーのバージョン

terminal_server_hal_jar
説明 :端末サーバーの Hardware Abstraction Layer (HAL) JARファイルへのパス

デフォルト値 : file:///opt/n1osp/drivers/cisco/c2621.jar
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Sun LOMターゲットホストの変数
次のリストに、Sun LOMターゲットホストのすべてのコンポーネント変数を示しま
す。デフォルト値を持つ変数に関しては、デフォルトが示されています。デフォルト
値を持たない変数に関しては、値の例が示されています。

installPath
説明 :ターゲットシステムの物理ホスト名

例 : sunfire-v60x-host

target_host
説明 :ターゲットシステムの仮想ホスト名

デフォルト値 : :[installPath]-target

description
説明 : (省略可能)ターゲットの説明

例 : test v60x

ethernet_mac_address
説明 : Macアドレス

例 : 00:0E:0C:07:E9:31

ethernet_ip_address
説明 : IPアドレス

例 : 10.42.42.77

ethernet_netmask
説明 :ネットワークマスク

デフォルト値 : 255.255.255.0

architecture
説明 :ターゲットのアーキテクチャー (sun4u、x86など)

デフォルト値 : sun4u

kernel_arch
説明 :カーネルのアーキテクチャー (sun4u、i86pc)

デフォルト値 : sun4u

disk_size
説明 :ディスクのサイズ

デフォルト値 : 20GB
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osp_control_service
説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化する OSP Control Service
を呼び出すかどうか (True、False)

デフォルト値 : TRUE

sps_ra_parent
説明 : RAの親の名前

デフォルト値 : masterserver

sps_ra_parent_type
説明 : RAの親がMSと LDのいずれであるか

デフォルト値 : MS

sps_ra_host
説明 : RAホストの名前または IPアドレス

sps_ra_conn
説明 : RA接続のタイプ (raw、ssl、ssh)

デフォルト値 : raw

sps_ra_ssl_auth
説明 : RAが SSL認証を使用するかどうか (y、n)

デフォルト値 : N

sps_ra_port
説明 : RAのポート

デフォルト値 : 1131

sps_ra_adv_parms
説明 : RAの高度なパラメータ

disk_type
説明 : SCSIまたは IDE

デフォルト値 : scsi

lom_version
説明 : LOMのバージョン

lom_hal_jar
説明 : LOM HAL JARファイルへのパス

デフォルト値 :
file://:[targetableComponent:installPath]/SUNWn1osp/drivers
/sun/lom.jar

terminal_server_ip_address
説明 :このシステムに接続された端末サーバーの IPアドレス

例 : 10.5.133.135
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terminal_server_port
説明 :端末サーバーのポート

terminal_server_userid
説明 :端末サーバーのユーザー ID

terminal_server_password
説明 :端末サーバーのパスワードの暗号化された値

terminal_server_type
説明 :端末サーバーのタイプ

デフォルト値 : Cisco2621

terminal_server_version
説明 :端末サーバーのバージョン

terminal_server_hal_jar
説明 :端末サーバーの HAL JARファイルへのパス

デフォルト値 :
file://:[targetableComponent:installPath]/SUNWn1osp/drivers/
cisco/c2621.jar

power_service_true_false
説明 :ネットワーク管理インタフェースが電源オン/オフのサービスを提供するか
どうか

デフォルト値 : true

boot_service_true_false
説明 :ネットワーク管理インタフェースがブートサービスを提供するかどうか
(ブート順:ディスク/ネットワーク)

デフォルト値 : true

console_service_true_false
説明 :ネットワーク管理インタフェースがコンソールを提供するかどうか

デフォルト値 : false

Sun Mid-Rangeターゲットホストの変数
次のリストに、Sun Mid-Rangeターゲットホストのすべてのコンポーネント変数を示
します。SunMidRangeコンポーネントは次の変数を使用します。デフォルト値を持
つ変数に関しては、デフォルトが示されています。デフォルト値を持たない変数に関
しては、値の例が示されています。

installPath
説明 :ターゲットシステムの物理ホスト名
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例 : sunfire-v60x-host

target_host
説明 :ターゲットシステムの仮想ホスト名

デフォルト値 : :[installPath]-target

description
説明 : (省略可能)ターゲットの説明

例 : test v60x

ethernet_mac_address
説明 : Macアドレス

例 : 00:0E:0C:07:E9:31

ethernet_ip_address
説明 : IPアドレス

例 : 10.42.42.77

ethernet_netmask
説明 :ネットワークマスク

デフォルト値 : 255.255.255.0

architecture
説明 :ターゲットのアーキテクチャー (sun4u、x86など)

デフォルト値 : sun4u

kernel_arch
説明 :カーネルのアーキテクチャー (sun4u、i86pc)

デフォルト値 : sun4u

disk_size
説明 :ディスクのサイズ

デフォルト値 : 20GB

osp_control_service
説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化する OSP Control Service
を呼び出すかどうか (True、False)

デフォルト値 : TRUE

sps_ra_parent
説明 : RAの親の名前

デフォルト値 : RAの親の名前

sps_ra_parent_type
説明 : RAの親がMSと LDのいずれであるか
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デフォルト値 : MS

sps_ra_host
説明 : RAホストの名前または IPアドレス

sps_ra_conn
説明 : RA接続のタイプ (raw、ssl、ssh)

デフォルト値 : raw

sps_ra_ssl_auth
説明 : RAが SSL認証を使用するかどうか (y、n)

デフォルト値 : N

sps_ra_port
説明 : RAのポート

デフォルト値 : 1131

sps_ra_adv_parms
説明 : RAの高度なパラメータ

domain_name
説明 :ドメイン

domainsc_access_userid
説明 :ドメイン SCにアクセスするためのユーザー ID

domainsc_access_password
説明 :ドメイン SCにアクセスするための暗号化されたパスワード

platformsc_ip_address
説明 :プラットフォーム SCの IPアドレス

platformsc_access_userid
説明 :プラットフォーム SCにアクセスするためのユーザー ID

platformsc_access_password
説明 :プラットフォーム SCにアクセスするための暗号化されたパスワード

HP ILOターゲットホストの変数
次のリストに、HP ILOターゲットホストのすべてのコンポーネント変数を示しま
す。デフォルト値を持つ変数に関しては、デフォルトが示されています。デフォルト
値を持たない変数に関しては、値の例が示されています。

installPath
説明 :ターゲットシステムの物理ホスト名

例 : sunfire-v60x-host
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target_host
説明 :ターゲットシステムの仮想ホスト名

デフォルト値 : :[installPath]-target

description
説明 : (省略可能)ターゲットの説明

例 : test v60x

ethernet_mac_address
説明 : Macアドレス

例 : 00:0E:0C:07:E9:31

ethernet_ip_address
説明 : IPアドレス

例 : 10.42.42.77

ethernet_netmask
説明 :ネットワークマスク

デフォルト値 : 255.255.255.0

architecture
説明 :ターゲットのアーキテクチャー (sun4u、x86など)

デフォルト値 : x86

kernel_arch
説明 :カーネルのアーキテクチャー (sun4u、i86pc)

デフォルト値 : i86pc

disk_size
説明 :ディスクのサイズ

デフォルト値 : 20GB

osp_control_service
説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化する OSP Control Service
を呼び出すかどうか (True、False)

デフォルト値 : TRUE

sps_ra_parent
説明 : RAの親の名前

デフォルト値 : masterserver

sps_ra_parent_type
説明 : RAの親がMSと LDのいずれであるか

デフォルト値 : MS
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sps_ra_host
説明 : RAホストの名前または IPアドレス

デフォルト値 : :[installPath]

sps_ra_conn
説明 : RA接続のタイプ (raw、ssl、ssh)

デフォルト値 : raw

sps_ra_ssl_auth
説明 : RAが SSL認証を使用するかどうか (y、n)

デフォルト値 : N

sps_ra_port
説明 : RAのポート

デフォルト値 : 1131

sps_ra_adv_parms
説明 : RAの高度なパラメータ

guid
説明 : {}内で指定されるターゲットの GUID

注 – GUIDは、{dddddddd- dddd-dddd-dddd- dddddddddddd}の形式である必要があり
ます。ここで dは 16進数文字です。

例 : {3AE45192-159D-11D8-AEF3-001083FDFE8A}

ilo_ip_address
説明 : ILOの IPアドレス

例 : 10.5.133.135

ilo_version
説明 : ILOのバージョン

デフォルト値 : 1.6.4

ilo_access_userid
説明 : ILOにアクセスするためのユーザー ID

ilo_access_password
説明 : ILOにアクセスするための暗号化されたパスワード
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そのほかの IPMIターゲットホストの変
数
次のリストに、そのほかの IPMIターゲットホストのすべてのコンポーネント変数を
示します。デフォルト値を持つ変数に関しては、デフォルトが示されています。デ
フォルト値を持たない変数に関しては、値の例が示されています。

installPath
説明 :ターゲットシステムの物理ホスト名

例 : sunfire-v60x-host

target_host
説明 :ターゲットシステムの仮想ホスト名

デフォルト値 : :[installPath]-target

description
説明 : (省略可能)ターゲットの説明

例 : test v60x

ethernet_mac_address
説明 : Macアドレス

例 : 00:0E:0C:07:E9:31

ethernet_ip_address
説明 : IPアドレス

例 : 10.42.42.77

ethernet_netmask
説明 :ネットワークマスク

デフォルト値 : 255.255.255.0

architecture
説明 :ターゲットのアーキテクチャー (sun4u、x86など)

デフォルト値 : x86

kernel_arch
説明 :カーネルのアーキテクチャー (sun4u、i86pc)

デフォルト値 : i86pc

disk_size
説明 :ディスクのサイズ

デフォルト値 : 20GB
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osp_control_service
説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化する OSP Control Service
を呼び出すかどうか (True、False)

デフォルト値 : TRUE

sps_ra_parent
説明 : RAの親の名前

デフォルト値 : masterserver

sps_ra_parent_type
説明 : RAの親がMSと LDのいずれであるか

デフォルト値 : MS

sps_ra_host
説明 : RAホストの名前または IPアドレス

デフォルト値 : :[installPath]

sps_ra_conn
説明 : RA接続のタイプ (raw、ssl、ssh)

デフォルト値 : raw

sps_ra_ssl_auth
説明 : RAが SSL認証を使用するかどうか (y、n)

デフォルト値 : N

sps_ra_port
説明 : RAのポート

デフォルト値 : 1131

sps_ra_adv_parms
説明 : RAの高度なパラメータ

guid
説明 : {}内で指定されるターゲットの GUID

注 – GUIDは、{dddddddd- dddd-dddd-dddd- dddddddddddd}の形式である必要があり
ます。ここで dは 16進数文字です。

例 : {3AE45192-159D-11D8-AEF3-001083FDFE8A}

disk_type
説明 :ディスクタイプ (SCSI、IDEなど)

デフォルト値 : scsi
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ipmi_ip_address
説明 : IPMIの IPアドレス

例 : 10.5.133.135

ipmi_access_userid
説明 : IPMIにアクセスするためのユーザー ID

ipmi_access_password
説明 : IPMIにアクセスするための暗号化されたパスワード

ipmi_hal_jar
説明 : IPMI HAL JARファイルへのパス

デフォルト値 :
file://:[targetableComponent:installPath]/SUNWn1osp/drivers
/sun/ipmi.jarf

ipmi_version
説明 : IPMIのバージョン

デフォルト値 : 1.5

power_service_true_false
説明 :ネットワーク管理インタフェースが電源オン/オフのサービスを提供するか
どうか

デフォルト値 : true

boot_service_true_false
説明 :ネットワーク管理インタフェースがブートサービスを提供するかどうか
(ディスクに続いてネットワーク)

デフォルト値 : false

console_service_true_false
説明 :ネットワーク管理インタフェースがコンソールサービスを提供するかどうか

デフォルト値 : false

そのほかの遠隔管理ターゲットホストの
変数
次のリストに、そのほかの遠隔管理ターゲットホストのすべてのコンポーネント変数
を示します。Otherコンポーネントタイプは次の変数を使用します。ほかのカテゴリ
に適合しない遠隔管理ターゲットには Otherタイプを使用します。デフォルト値を
持つ変数に関しては、デフォルトが示されています。デフォルト値を持たない変数に
関しては、値の例が示されています。
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注 – Otherコンポーネントタイプには変数の長いリストがあり、変数の一部は特定の
ハードウェアタイプには適用されません。変数が適用されない場合は、空白のままに
しておきます。

installPath
説明 :ターゲットシステムの物理ホスト名

例 : sunfire-v60x-host

target_host
説明 :ターゲットシステムの仮想ホスト名

デフォルト値 : :[installPath]-target

description
説明 : (省略可能)ターゲットの説明

例 : test v60x

ethernet_mac_address
説明 : Macアドレス

例 : 00:0E:0C:07:E9:31

ethernet_ip_address
説明 : IPアドレス

例 : 10.42.42.77

ethernet_netmask
説明 :ネットワークマスク

デフォルト値 : 255.255.255.0

architecture
説明 :ターゲットのアーキテクチャー (sun4u、x86など)

デフォルト値 : x86

kernel_arch
説明 :カーネルのアーキテクチャー (sun4u、i86pc)

デフォルト値 : i86pc

disk_size
説明 :ディスクのサイズ

デフォルト値 : 20GB

osp_control_service
説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化する OSP Control Service
を呼び出すかどうか (True、False)
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デフォルト値 : TRUE

sps_ra_parent
説明 : RAの親の名前

デフォルト値 : masterserver

sps_ra_parent_type
説明 : RAの親がMSと LDのいずれであるか

デフォルト値 : MS

sps_ra_host
説明 : RAホストの名前または IPアドレス

デフォルト値 : :[ethernet_ip_address]

sps_ra_conn
説明 : RA接続のタイプ (raw、ssl、ssh)

デフォルト値 : RAW

sps_ra_ssl_auth
説明 : RAが SSL認証を使用するかどうか (y、n)

デフォルト値 : N

sps_ra_port
説明 : RAのポート

デフォルト値 : 1131

sps_ra_adv_parms
説明 : RAの高度なパラメータ

guid
説明 : {}内で指定されるターゲットの GUID

注 – GUIDは、{dddddddd- dddd-dddd-dddd- dddddddddddd}の形式である必要があり
ます。ここで dは 16進数文字です。

例 : {3AE45192-159D-11D8-AEF3-001083FDFE8A}

disk_type
説明 :ディスクタイプ (SCSI、IDEなど)

デフォルト値 : scsi

netmgmt_type_1
説明 :ネットワーク管理インタフェースのタイプ (ipmi/alom/lom)

netmgmt_version_1
説明 :ネットワーク管理のバージョン
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netmgmt_hal_jar_1
説明 :ネットワーク管理 HAL JARファイルへのパス

デフォルト値 :
file://:[targetableComponent:installPath]/SUNWn1osp/drivers/sun/ipmi.jar

netmgmt_ip_address_1
説明 :ネットワーク管理 IPアドレス

netmgmt_protocol_1
説明 :ネットワーク管理プロトコル (ipmi/telnet)

デフォルト値 : telnet

netmgmt_port_1
説明 :ネットワーク管理ポート

power_service_true_false_1
説明 :ネットワーク管理インタフェースが電源オン/オフのサービスを提供するか
どうか

デフォルト値 : true

boot_service_true_false_1
説明 :ネットワーク管理インタフェースがブートサービスを提供するかどうか
(ディスクに続いてネットワーク)

デフォルト値 : true

console_service_true_false_1
説明 :ネットワーク管理インタフェースがコンソールサービスを提供するかどうか

デフォルト値 : false

netmgmt_userid_1
説明 :ネットワーク管理インタフェースにアクセスするためのユーザー ID

netmgmt_password_1
説明 :ネットワーク管理インタフェースにアクセスするための暗号化されたパス
ワード

terminal_server_type_1
説明 :端末サーバーのタイプ

デフォルト値 : Cisco2621

terminal_server_version_1
説明 :端末サーバーのバージョン

terminal_server_hal_jar_1
説明 :端末サーバーの HAL JARファイルへのパス

デフォルト値 :
file://:[targetableComponent:installPath]/SUNWn1osp/drivers/
cisco/c2621.jar
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terminal_server_ip_address_1
説明 :このシステムに接続された端末サーバーの IPアドレス

例 : 10.5.133.135

terminal_server_protocol_1
説明 :端末サーバーのアクセスプロトコル

デフォルト値 : telnet

terminal_server_port_1
説明 :端末サーバーのポート

terminal_server_userid_1
説明 :端末サーバーのユーザー ID

terminal_server_password_1
説明 :端末サーバーの暗号化されたパスワード

netmgmt_type_2
説明 :ネットワーク管理インタフェースのタイプ (ipmi/alom/lom)

デフォルト値 : ipmi

netmgmt_version_2
説明 :ネットワーク管理のバージョン

netmgmt_hal_jar_2
説明 :ネットワーク管理 HAL JARファイルへのパス

デフォルト値 :
file://:[targetableComponent:installPath]/SUNWn1osp/drivers
/sun/ipmi.jarf

netmgmt_ip_address_2
説明 :ネットワーク管理 IPアドレス

netmgmt_protocol_2
説明 :ネットワーク管理プロトコル (ipmi/telnet)

デフォルト値 : telnet

netmgmt_port_2
説明 :ネットワーク管理ポート

power_service_true_false_2
説明 :ネットワーク管理インタフェースが電源オン/オフのサービスを提供するか
どうか

デフォルト値 : false

boot_service_true_false_2
説明 :ネットワーク管理インタフェースがブートサービスを提供するかどうか
(ディスクに続いてネットワーク)

デフォルト値 : false

付録 A •ターゲットホストの変数 139



console_service_true_false_2
説明 :ネットワーク管理インタフェースがコンソールサービスを提供するかどうか

デフォルト値 : false

netmgmt_userid_2
説明 :ネットワーク管理インタフェースにアクセスするためのユーザー ID

netmgmt_password_2
説明 :ネットワーク管理インタフェースにアクセスするための暗号化されたパス
ワード

terminal_server_type_2
説明 :端末サーバーのタイプ

デフォルト値 : Cisco2621

terminal_server_version_2
説明 :端末サーバーのバージョン

terminal_server_hal_jar_2
説明 :端末サーバーの HAL JARファイルへのパス

デフォルト値 :
file://:[targetableComponent:installPath]/SUNWn1osp/drivers/
cisco/c2621.jar

terminal_server_ip_address_2
説明 :このシステムに接続された端末サーバーの IPアドレス

例 : 10.5.133.135

terminal_server_protocol_2
説明 :端末サーバーのアクセスプロトコル

terminal_server_port_2
説明 :端末サーバーのポート

terminal_server_userid_2
説明 :端末サーバーのユーザー ID

terminal_server_password_2
説明 :端末サーバーの暗号化されたパスワード

汎用ターゲットホストの変数
次のリストに、汎用ターゲットホストのすべてのコンポーネント変数を示します。
Targetタイプは次の変数を使用します。そのほかのターゲットホストタイプに一致
しないホストには、Targetタイプを使用します。デフォルト値を持つ変数に関して
は、デフォルトが示されています。デフォルト値を持たない変数に関しては、値の例
が示されています。

140 Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート (OS Provisioning Plug-In 2.0) • 2005
年 9月



installPath
説明 :ターゲットシステムの物理ホスト名

target_host
説明 :ターゲットシステムの仮想ホスト名

デフォルト値 : :[installPath]-target

description
説明 : (省略可能)ターゲットの説明

例 : test v60x

ethernet_mac_address
説明 : Macアドレス

例 : 00:0E:0C:07:E9:31

ethernet_ip_address
説明 : IPアドレス

例 : 10.42.42.77

ethernet_netmask
説明 :ネットワークマスク

デフォルト値 : 255.255.255.0

architecture
説明 :ターゲットのアーキテクチャー (sun4u、x86など)

デフォルト値 : sun4u

kernel_arch
説明 :カーネルのアーキテクチャー (sun4u、i86pc)

デフォルト値 : sun4u

disk_size
説明 :ディスクのサイズ

デフォルト値 : 20GB

osp_control_service
説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化する OSP Control Service
を呼び出すかどうか

デフォルト値 : TRUE

sps_ra_parent
説明 : RAの親の名前

デフォルト値 : masterserver

sps_ra_parent_type
説明 : RAの親がMSと LDのいずれであるか
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デフォルト値 : MS

sps_ra_host
説明 : RAホストの名前または IPアドレス

デフォルト値 : :[ethernet_ip_address]

sps_ra_conn
説明 : RA接続のタイプ (raw、ssl、ssh)

デフォルト値 : raw

sps_ra_ssl_auth
説明 : RAが SSL認証を使用するかどうか (y、n)

デフォルト値 : N

sps_ra_port
説明 : RAのポート

デフォルト値 : 1131

sps_ra_adv_parms
説明 : RAの高度なパラメータ

guid
説明 : {}内で指定されるターゲットの GUID

注 – GUIDは、{dddddddd- dddd-dddd-dddd- dddddddddddd}の形式である必要があり
ます。ここで dは 16進数文字です。
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付録 B

Solaris Profileコンポーネントの変数

Solaris Profileコンポーネントには各 JETモジュールの変数が含まれています。これら
の変数は、次のカテゴリに分類されています。

� 143ページの「基本 OS構成変数」
� 154ページの「N1 SPSリモートエージェントのコンポーネント変数」
� 156ページの「一般的な OSプロビジョニングプラグインの変数」

基本 OS構成変数

base_configモジュール用のコンポーネント変数
次のリストで説明している変数は、基本オペレーティングシステム構成を提供しま
す。これらの変数は、JET base_configモジュールに直接対応します。リストに
は、ターゲット設定可能なコンポーネントの値を使用するいくつかの変数がありま
す。Solaris Profile変数の目的では、ターゲット設定可能なコンポーネントはター
ゲットホストです。

ClientArch_base_config
説明 : sun4uや x86などのカーネルアーキテクチャー。デフォルトでは、これは
ターゲット設定可能なコンポーネントのカーネルアーキテクチャーに設定されてい
ます。

デフォルト値 : :[targetableComponent:kernel_arch]

ClientEther_base_config
説明 : Ethernet MACアドレス。デフォルトでは、これはターゲット設定可能なコ
ンポーネントの Ethernet MACアドレスに設定されています。

デフォルト値 : :[targetableComponent:ethernet_mac_address]
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ClientOS_base_config
説明 :プロビジョニングする OSのバージョン。

例 : Solaris9_u7_sparc

client_allocation_base_config
説明 :このクライアントの構築に使用されるメカニズム。デフォルトでは、
/opt/jet/etc/jumpstart.confにあるオプションが使用されます。この特定
のクライアントのデフォルトとは異なる動作が必要な場合を除き、この値は空白の
ままにします。

products_base_config
説明 :プロビジョニングする JETモジュール。

例 : base_config spsra

sysidcfg_nameservice_base_config
説明 :初期ブート時に構成するサービス名。

デフォルト値 : NIS

sysidcfg_network_interface_base_
説明 :初期ブート時に使用するネットワークインタフェース。

デフォルト値 : PRIMARY

sysidcfg_ip_address_base_config
説明 :初期ブート時に使用する IPアドレス。デフォルトでは、これはターゲット設
定可能なコンポーネントの IPアドレスに設定されています。

デフォルト値 : :[targetableComponent:ethernet_ip_address]

sysidcfg_netmask_base_config
説明 :初期ブート時に使用するネットマスク。デフォルトでは、これはターゲット
設定可能なコンポーネントのネットマスクに設定されています。

デフォルト値 : :[targetableComponent:ethernet_netmask]

sysidcfg_root_password_base_conf
説明 :暗号化された rootパスワード。

例 : boajrOmU7GFmYは、パスワード「newroot」を暗号化した値です。

sysidcfg_system_locale_base_conf
説明 :初期ブート時に使用するシステムロケール。

例 : en_US.ISO8859-1

sysidcfg_timeserver_base_config
説明 :初期ブート用にシステム時刻を取得する場所。空白の場合、システム時刻は
JETサーバーから取得されます。また、この変数を localhostに設定して、クラ
イアントのハードウェア時計からシステム時刻を取得することもできます。

sysidcfg_timezone_base_config
説明 :初期ブートに使用されるシステムタイムゾーン。
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例 : US/Pacific

sysidcfg_terminal_base_config
説明 :初期ブート時に設定する端末エミュレータ。

デフォルト値 : vt100

sysidcfg_security_policy_base_co
説明 :初期ブート時に使用する Kerberosセキュリティーポリシー。

デフォルト値 : NONE

sysidcfg_protocol_ipv6_base_conf
説明 :初期ブート時に IPv6プロトコルを使用するかどうか。

デフォルト値 : no

sysidcfg_default_route_base_conf
説明 : Solaris 9以降の環境で JumpStart中に使用するルーター IPアドレス。空白の
場合、defaultrouter_base_config変数の値を使用しようとします。この変数
も空白である場合、また別のネットインタフェースに対しては、JumpStart
sysidcfgは Jetサーバーからルーター IPを取得します。

x86_nowin_base_config
説明 : x86システムの場合、インストール時に SolarisがWindowsを実行しようと
するのを防止します。

デフォルト値 : yes

x86_console_base_config
説明 : x86システムでは、クライアントにキーボードとモニターを接続しない場
合、コンソールを適切な ttyポートに設定します。この変数を設定することで、シ
リアルポート経由でインストールを実行できます。b1600、v20z、および v40zシス
テムには、ttyaを使用します。lx50、v60x、および v65xシステムには、ttybを
使用します。

x86_disable_acpi_base_config
説明 : x86システムでは、どのような値を使用してもACPIが無効になります。
ACPIを無効にすると、割り込みを処理する方法により、インストールプロセスの
進行が改善される場合があります。

x86_safetoreboot_base_config
説明 : x86システムでは、システムが自動的に再起動するかどうかを制御します。
PXEブートが一度限りのオプションであり、次の再起動ではディスクからブートす
る場合、このオプションを yesに設定する必要があります。

profile_base_config
説明 :独自のカスタム JumpStartプロファイルを作成します。

デフォルトでは、この変数を空白にすると、OSプロビジョニングプラグインは次
の 21個の profile_*変数に基づいて、
/opt/SUNWjet/Clients/hostname/profileを作成します。また、『Solaris 10
インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』で説明されている手順で、独
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自のカスタム JumpStartプロファイルを作成することもできます。手動で作成した
プロファイルを使用するには、profile_base_config変数を、作成したプロ
ファイルの名前に設定します。デフォルトでは、OSプロビジョニングプラグイン
は、/opt/SUNWjet/Clients/ hostnameディレクトリのプロファイルを探しま
す。別のディレクトリにあるプロファイルを探すようプラグインに指示するには、
profile_base_config変数で絶対パス名を指定します。

profile_cluster_base_config
説明 : Solarisソフトウェアグループパッケージ。SUNWCreqは、基本的かつ必要
なソフトウェアを特定します。そのほかの選択肢には次のものが含まれます。

� SUNWCuser —ユーザーパッケージ
� SUNWCprog —ユーザーおよび開発者パッケージ
� SUNWCall —すべてのパッケージ
� SUNWCXall — OEMパッケージを含むすべてのパッケージ (E10K環境には必
須)

� SUNWCrnet — Solaris 10専用の最小パッケージ

デフォルト値 : SUNWCreq

profile_usedisk_base_config
説明 : OSが読み込まれるブートディスクを定義します。形式 cnt ndnまたはキー
ワード rootdiskを使用します。値が rootdiskである場合、現在のブート
ディスクが使用されます。

デフォルト値 : rootdisk

profile_dontuse_base_config
説明 :使用してはならないディスクのコンマ区切りリスト。形式 cnt ndnを使用し
ます。この変数が適用されるのは、profile_usedisk_base_configが設定さ
れていない場合のみです。

profile_root_base_config
説明 :ルートの容量 (free、またはMBサイズ)

デフォルト値 : free

profile_swap_base_config
説明 :スワップ容量 (MB単位)。

デフォルト値 : 256

profile_s3_mtpt_base_config
説明 :スライス 3パーティションに対するマウントパス。

注 – VxVMを使用中で、ブートディスクをミラーのようにする場合は、スライス 3
および 4を空のままにします。

profile_s3_size_base_config
説明 :スライス 3パーティションのサイズ (MB単位)。
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profile_s4_mtpt_base_config
説明 :スライス 4パーティションに対するマウントパス。

profile_s4_size_base_config
説明 :スライス 4パーティションのサイズ (MB単位)。

profile_s5_mtpt_base_config
説明 :スライス 5パーティションに対するマウントパス。

デフォルト値 : /var

profile_s5_size_base_config
説明 :スライス 5パーティションのサイズ (MB単位)。

profile_s6_mtpt_base_config
説明 :スライス 6パーティションに対するマウントパス。

デフォルト値 : /usr

profile_s6_size_base_config
説明 :スライス 6パーティションのサイズ (MB単位)。

profile_s7_mtpt_base_config
説明 :スライス 7パーティションに対するマウントパス。

注 – Solaris Volume Manager (SVM)を使用している場合、デフォルト動作では、ス
ライス 7を metastateデータベースの位置として使用します。SVMデフォルト構成
を使用している場合は、データにスライス 7を使用しないでください。

デフォルト値 : /opt

profile_s7_size_base_config
説明 :スライス 7パーティションのサイズ (MB単位)。

profile_additional_disks_base_co
説明 :ブートディスクに加えて使用および構成するディスクのリスト。形式 c
ntndnを使用します。リストにある各ディスクに対して、マウントポイントとサイ
ズを特定するため、各スライスの変数のセットを定義します。詳細については、153
ページの「追加ディスクの構成」を参照してください。

profile_add_locales_base_config
説明 :追加するロケールのコンマ区切りリスト。

例 : fr_FR, ja_JP.UTF-8

profile_del_locales_base_config
説明 :削除するロケールのコンマ区切りリスト。

profile_add_geos_base_config
説明 :追加する地域のコンマ区切りリスト。

例 : N_Europe, C_Europe
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profile_del_geos_base_config
説明 :削除する地域のコンマ区切りリスト。

ufs_logging_filesys_base_config
説明 : Solaris 7およびそれ以降のシステムでは、ロギングに使用するマウントポイ
ントのスペース区切りリスト。すべての UFSファイルシステムでのロギングを有
効にするには、キーワード allを使用します。Solaris 9 09/04では、デフォルトで
ロギングが有効になっています。

特定のファイルシステムでロギングを無効にするには、マウントポイントの前にハ
イフンを配置します。すべてのファイルシステムでのロギングを無効にするには、
キーワード noneを使用します。

注 –キーワードとマウントポイントを混在させることはできません。ルートファイ
ルシステム (/)を指定できますが、ルートファイルシステムは allおよび none
キーワードの一部として含まれています。

デフォルト値 : all

profile_add_packages_base_config
説明 :追加するパッケージのスペース区切りリスト。

profile_del_packages_base_config
説明 :削除するパッケージのスペース区切りリスト。

profile_add_clusters_base_config
説明 :追加するクラスタパッケージのスペース区切りリスト。

profile_del_clusters_base_config
説明 :削除するクラスタパッケージのスペース区切りリスト。

例 : SUNWCpm SUNWCpmx SUNWCdial SUNWCdialx

nfs_mounts_base_config
説明 :遠隔 NFSマウントポイントのスペース区切りリスト。次の例に示すように、
マウントターゲットからマウントソースを分離するには、?を使用します。

例 : fs?1.1.1.1:/fs

nodename_base_config
説明 : /etc/nodenameに使用する値 (デフォルトホスト名ではない場合)。

defaultrouter_base_config
説明 : /etc/defaultrouterに使用する値。

notrouter_base_config
説明 : yに設定すると、IPv4転送が無効になり、/etc/notrouterファイルが作
成されます。

dns_domain_base_config
説明 : /etc/resolv.confファイルの DNSドメインエントリ。
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dns_nameservers_base_config
説明 : /etc/resolv.confファイルにある DNSネームサーバーエントリに使用
する IPアドレスのスペース区切りリスト。

dns_searchpath_base_config
説明 : /etc/resolv.confファイルの DNS検索行に含まれるエントリのリス
ト。

dns_disableforbuild_base_config
説明 :後の時点まで DNSの構成を遅らせます。ビルド環境で DNSが使用できない
場合、この変数を yesに設定します。

ntp_servers_base_config
説明 : NTPサーバーの名前または IPアドレスのスペース区切りリスト。最初の
サーバーには「prefer」タグが付与されます。このセクションは server [prefer]と
いう形式の行を /etc/inet/ntp.confファイルに配置します。追加の NTP制御
を行うには、カスタムモジュールを使用して独自のカスタム ntp.confファイル
を配備します。

networkifs_base_config
説明 :定義する追加ネットワークインタフェースのスペース区切りリスト。論理イ
ンタフェースには、コロン (:)ではなくアンダースコア (_)を使用します。形式
cntndnを使用します。リストにある各インタフェースに対して、変数のセットを
定義して、インタフェースのネット名、ネットマスク、ホスト名、および IPアド
レスを指定します。この変数の詳細については、151ページの「追加ネットワーク
インタフェースの構成」を参照してください。

例 : le1!netB 255.255.255.0 myhost-netB 192.168.1.0

ipmp_networkifs_base_config
説明 : IPMP制御の下で定義されるインタフェースのスペース区切りリスト。リス
トにある各インタフェースに対して、変数のセットを定義し、インタフェースの
ネットグループ、モード、test1、test2、ネットマスク、ホスト名、log-ip、
hostname2、および log-ip2を指定します。この変数の詳細については、151ページ
の「IPネットワークマルチパス (IPMP)の構成」を参照してください。

例 : qfe0_qfe4!database-net l 10.0.0.1 10.0.0.2 24 oracle-db
10.0.0.3 apache 10.0.0.4

update_terminal_base_config
説明 :設定されている場合、sysidcfg端末タイプを inittabに適用します。

デフォルト値 : yes

enable_savecore_base_config
説明 :任意の値に設定されている場合、Solaris 2.6システムのセーブコアを有効に
します。

デフォルト値 : yes
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dumpadm_minfree_base_config
説明 :クラッシュダンプが dumpファイルシステムを埋め尽くさないように、制限
を設定します。有効な値については、dumpadm(1M)の -mオプションを参照して
ください。

例 : 20000k

noautoshutdown_base_config
説明 :任意の値に設定すると、電源管理を無効にします。

デフォルト値 : pm_disabled

enable_rootlogin_base_config
説明 :任意の値に設定すると、telnet/rshおよび ssh両方からのネットワークルー
トログインを有効にします。

enable_rootftp_base_config
説明 :任意の値に設定すると、ルート FTPアクセス権が有効になります。

shutup_sendmail_base_config
説明 :設定されている場合、sendmailをシャットアップするためのエイリアスホス
ト名を作成します。

デフォルト値 : yes

poweroff_afterbuild_base_config
説明 :設定されている場合、ビルドが完了すれば、マシンをシャットダウンしま
す。

dedicated_dump_device_base_confi
説明 :設定されている場合、dumpadmユーティリティーによりパーティションが専
用ダンプデバイスとして構成されます。サポートされているオペレーティング環境
については、dumpadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

enable_altbreak_base_config
説明 :設定されている場合、代替のブレークシーケンスを有効にします。

disable_sysid_probe_base_config
説明 :設定されている場合、最初の再起動で sysidをスキップします。この設定
は、使用されていないネットワークアダプタの数が多いシステムではプロビジョニ
ングの効率が大幅に上昇します。

デフォルト値 : yes

nfsv4_domain_base_config
説明 :最初の再起動でプロンプトが表示されるのを防ぐよう、NFSv4ドメインを設
定します。設定されていない場合、まず dns_domain_base_configでエントリ
を探し、続いて /etc/default/nfsでドメイン値を探します。

productdir_base_config
説明 :製品へのパス。空白である場合、jumpstart.confファイルの情報、およ
び JETサーバーの IPアドレスを使用します。パッケージファイルが JETサーバー
上に格納されてない場合、パッケージの位置への NFSスタイルのパスを提供しま
す。
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patchdir_base_config
説明 :パッチへのパス。空白である場合、jumpstart.confファイルの情報、お
よび JETサーバーの IPアドレスを使用します。パッチファイルが JETサーバー上
に格納されてない場合、パッチの位置への NFSスタイルのパスを提供します。

追加ネットワークインタフェースの構成
networkifs_base_config変数は、sysidcfg_network_interface_base変数
を介して構成された最初のネットワークインタフェースに加えて、追加のネットワー
クインタフェースを構成する手段を提供します。

追加の各インタフェースデバイスに対して、そのインタフェースのネット名、ネット
マスク、ホスト名、および IPアドレスを定義する 4つの変数のグループを指定する必
要があります。

次の例に、2つのインタフェースに対して networkifs_base_config変数を定義す
る方法を示します。

� le1

� ネット名— netB
� ネットマスク— 255.255.255.0
� ホスト名— myhost-netB
� インタフェース IP — 192.168.1.0

� hme0

� ネット名— netC
� ネットマスク— 255.255.255.0
� ホスト名— myhost-netC
� インタフェース IP — 192.162.2.0

次の構文を使用して、2つの追加インタフェースに対して 1つの
networkifs_base_config変数を定義します。

le1!netB 255.255.255.0 myhost-netB 192.168.1.0|hme0!netC 255.255.255.0 myhost-netC 192.168.2.0

IPネットワークマルチパス (IPMP)の構成
IPMPの一般的な情報については、『IP Network Multipathing Administration
Guide』を参照してください。

Solaris 8またはそれ以降の環境における IPマルチパスのデフォルトモードは、自動
フェイルバックです。このモードを変更するには、/etc/default/mpathdファイ
ルを編集します。

インタフェースのペアを使用して IPMPグループを設定できるのは、次のいずれかの
構成においてのみです。
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� active-standby failover — ipmpモードを sに設定し、論理ホスト名/IPアドレス
のペアを 1つ指定します。

� failover with outbound load spreading — ipmpモードを lに設定し、論理ホスト
名/IPアドレスのペアを 1つ指定します。

� active-active with outbound load spreading — ipmpモードを lに設定し、2つ目
のインタフェース用の別の論理ホスト名/IPアドレスのペアを指定します。

ipmp_networkifs_base_config変数は、IPMPの制御下で定義されるインタ
フェースのリストを定義します。各インタフェースに関して、定義済みの追加インタ
フェースパラメータに対して変数のセットを含める必要があります。定義する必要が
あるパラメータを次に示します。

� netgroup — database-netなど、IPMPインタフェースグループ名を特定します。

� mode — IPMPモードを指定します。有効な値は次の通りです。

� s —スタンバイモード。フェイルオーバーにのみ使用されます。このモードで
は、テストアドレスが最後に割り当てられます。最初のテストアドレスは、最
初の物理アダプタの最初の仮想インタフェース上にあります。2番目のテスト
アドレスは、2番目の物理アダプタ上にあります。

� l —負荷の拡散。アクティブ/アクティブモードに使用されます。このモードで
は、テストアドレスは最初と 2番目両方の物理アダプタ上の、最初の仮想イン
タフェース上に割り当てられます。

物理アダプタにテストアドレスを強制するには、いずれかのモードのパラメータに
接尾辞「p」を追加します。

注意 –一部のアプリケーションを破壊する可能性があるため、物理アダプタへのテ
ストアドレスの強制には注意が必要です。

� test1 — IPMPテストアドレス 1

注 –このアドレスを決してホストファイルに入れないでください。ホストファイル
にあると、このアドレスが使用されます。

� test2 — IPMPテストアドレス 2

注 –このアドレスを決してホストファイルに入れないでください。ホストファイル
にあると、このアドレスが使用されます。

� netmask — IPMPペアのネットマスク

� hostname —論理 IPの一意のホスト名
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� log-ip —ペアの最初の i/fの論理 IP
� hostname 2 — active-active構成の場合のみ。論理 IPの一意のホスト名
� log-ip2 — active-active構成の場合のみ。ペアの 2つ目の i/fのローカル IP

次の例に、1つの IPMPインタフェースを定義す
るipmp_networkifs_base_config 変数の内容を示します。

qfe0_qfe4!database-net l 10.0.0.1 10.0.0.2 24 oracle-db 10.0.0.3 apache 10.0.0.4

追加ディスクの構成
profile_additional_disks_base_co変数は、ルートディスクに加えて、ディス
クをフォーマットおよび構成する機能を提供します。各追加ディスクを特定するに
は、形式 c ntndnを使用します。

次に、3ディスク構成の例を示します。ルートディスクは c0t0d0で、変数
profile_usedisk_base_configを使用して定義されています。
profile_additional_disks_base_co変数は、2つの追加ディスク c0t1d0およ
び c0t1d1を特定します。各ディスクスライスに対して、ディレクトリのサイズと共
にディレクトリ名が指定されます。

profile_usedisk_base_config = c0t0d0
profile_additional_disks_base_co = c0t1d0s0!/export/mydisk1!5000MB|c0t1d1s0!/export/mydisk2!6000MB

これらの変数を定義してから、2つの追加作業を実行して、名前付きの追加ディスク
上でフォーマットおよび使用するスライスを指定する必要があります。

1. JETサーバー上の構成ファイル
/opt/SUNWjet/etc/osp_jet_variables_to_replaceを使用するように
CHANGE行を追加します。次に例を示します。

CHANGE:base_config:profile_additional_disks:profile_disk_<name>_mtpt, profile_disk_<name>_size

注 – JETサーバーの構成ファイルを変更することにより、この全体的な編集は、そ
のファイル内で変更するまで適用されます。この JETサーバー上で
profile_additional_disks_base_co変数を使用するすべての Solarisプロ
ファイルは、関連付けられた provision_startプランの実行時にこの情報を使用し
ます。

2. /opt/SUNWjet/etc/populate_client_dirファイルに次の行を追加します。

base_config_profile_additional_disks="$(echo ${base_config_profile_additional_disks} |
tr ’ ’ ’\n’ | sed ’s/s[0-7]//’ | sort -u)"

必ず、/opt/SUNWjet/etc/populate_client_dirファイル内の次のコードセ
グメントの前に、この行を追加してください。

#
# Now check to see if any additional disks need to be defined
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#
if [ -n "${base_config_profile_additional_disks}" ]; then

Solarisプロファイル上で provision_startプランを実行すると、適切なマウントポイン
トとスライスとともに、2つのディスクを構成するために適切なファイルが作成され
ます。

N1 SPSリモートエージェントのコン
ポーネント変数
次のリストで説明する変数は、N1 SPSソフトウェアのリモートエージェント (RA)構
成を提供します。これらの変数は、JET spsraモジュールに直接対応します。

install_spsra
説明 : N1 SPS RAソフトウェアをインストールするかどうか。

デフォルト値 : y

product_version_spsra
説明 :インストールする RAのバージョン。

デフォルト値 : 5.1

basedir_spsra
説明 : RAファイルがインストールされるベースディレクトリ。

デフォルト値 : /opt/SUNWn1sps

install_ra_from_snapshot_spsra
説明 : RAファイルを取得する場所を決定します。JETサーバーをインストールした
場合、または JETサーバーを添付した場合、JETサーバー上の RAのスナップ
ショットが自動的に取られます。結果として、この値のデフォルトは yになりま
す。クロスアーキテクチャーインストールの場合は、この変数を nに設定します。
この場合、「OS Provisioning common tasks」ページの「JET Solaris Image
Servers」セクションにある「Manage」リンクを使用して、JETモジュールの製品
メディアをインポートする必要があります。

デフォルト値 : y

username_spsra
説明 : RAインストーラを使用する際に、RAファイルシステムを所有するユーザー
名を指定します。

例 : jdoe

groupname_spsra
説明 : RAインストーラを使用する際に、RAファイルシステムを所有するグループ
名を指定します。
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例 : staff

setup_user_acct_spsra
説明 : username_spsraおよび groupname_spsraのユーザーおよびグループア
カウントを設定するかどうかを決定します。

デフォルト値 : n

user_passwd_spsra
説明 : username_spsraの暗号化されたパスワード。

例 : 6GR9gOi1vRVFwは、パスワード「n1spspwd」の暗号化された値を表しま
す。

userid_spsra
説明 : username_spsraのユーザーアカウント ID。

例 : 505

groupid_spsra
説明 : groupname_spsraのグループアカウント ID。

例 : 505

homedir_spsra
説明 : RAファイルのホームディレクトリ。

デフォルト値 : /opt/SUNWn1sps

jre_path_spsra
説明 : Java Runtime Environmentへのパス。値が指定されていない場合は、インス
トーラにより指定されるパスを使用します。パスが指定されている場合、JREはそ
のパスにインストールされている必要があります。インストールされていないと、
インストールが失敗します。

setuid_spsra
説明 : RAルートアクセス権を有効にします。

デフォルト値 : y

conn_spsra
説明 : RAへの接続に使用する方式を決定します。デフォルトでは、ターゲット設
定可能なコンポーネントに対して定義されている接続方式を使用します。

デフォルト値 : :[targetableComponent:sps_ra_conn]

ssl_auth_spsra
説明 :ネットワーク接続に使用する SSL認証。

デフォルト値 : 1

port_spsra
説明 :ネットワーク接続に使用するポート。デフォルトでは、ターゲット設定可能
なコンポーネントに対して定義されているポートを使用します。
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注 – SSH接続を使用するには、ポート番号を 70000に設定します。

デフォルト値 : :[targetableComponent:sps_ra_port]

adv_params_spsra
説明 :ネットワーク接続に使用する高度なパラメータ。デフォルトでは、ター
ゲット設定可能なコンポーネントに対して定義されている高度なパラメータを使用
します。

デフォルト値 : :[targetableComponent:sps_ra_adv_parms]

一般的な OSプロビジョニングプラグイ
ンの変数
次のリストに示す変数は、OSプロビジョニングプラグインで必要な一般的な変数で
す。これらの変数は技術上は JETモジュールの一部ではありませんが、OSプロビ
ジョニングプラグインが、JETと N1 SPSソフトウェアの間のインタフェース接続を
行うために必要です。

installPath
説明 : Jumpstart Enterprise Toolkit (JET)仮想ホスト。

例 : myhost-jet

osp_target_host
説明 :ターゲットホスト名。

デフォルト値 : :[targetableComponent:installPath]

osp_profile_control_service
説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化する OSP Control Service
を呼び出すかどうか (True、False)。

デフォルト値 : :[targetableComponent:osp_control_service]

sps_ra_parent_host
説明 : N1 SPS RAの親のホスト名。

デフォルト値 : :[targetableComponent:sps_ra_parent]

sps_ra_parent_host_type
説明 : N1 SPS RAの親のホストタイプ (MSまたは LD)。

デフォルト値 : :[targetableComponent:sps_ra_parent_type]
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osp_jet_server
説明 : JETサーバーのホスト名。

例 : myserver

osp_profile_architecture
説明 :ターゲットホストのアーキテクチャー (sun4u、x86)。

デフォルト値 : :[targetableComponent:architecture]

osp_profile_min_disk_size
説明 :最小ディスクサイズ。

例 : 5GB

osp_profile_description
説明 :プロファイルの説明。

osp_profile_monitor_install
説明 : OSプロビジョニングモニター (TRUE、FALSE)。

デフォルト値 : FALSE

osp_profile_boot_server_name
説明 : Solarisブートサーバー名。

デフォルト値 : :[osp_jet_server]

osp_profile_BS_subnet_address
説明 :ブートサーバーによりサービスが提供されるサブネット。

osp_profile_BS_subnet_ip_address
説明 :このサブネット上のブートサーバーの IPアドレス。

例 : 199.199.8.6

osp_profile_product_ip_address
説明 : Solarisイメージサーバーの IPアドレス。

例 : 199.199.8.6

osp_profile_product_directory
説明 :イメージサーバー上のイメージディレクトリへのパス。

例 : /osp_image/Solaris9_u7_sparc

osp_profile_boot_ip_address
説明 : Solarisブートサーバーの IPアドレス。

例 : 199.199.8.6

osp_profile_boot_directory
説明 : Solarisブートディレクトリ。

デフォルト値 : /osp_image/Solaris9_u7_sparc/Solaris_9/Tools/Boot

付録 B • Solaris Profileコンポーネントの変数 157



osp_profile_sysidcfg_ip_address
説明 :システム ID構成の IPアドレス。

例 : 199.199.8.6

osp_profile_sysidcfg_directory
説明 :システム ID構成のディレクトリ。

デフォルト値 : /opt/SUNWjet/Clients/:[osp_target_host]

osp_profile_jumpstart_ip_address
説明 : Jumpstartの IPアドレス。

例 : 199.199.8.6

osp_profile_jumpstart_directory
説明 : JumpStartのディレクトリ

デフォルト値 : /opt/SUNWjet

osp_profile_boot_file_name
説明 : Solarisブートファイル名。

デフォルト値 : :[osp_target_host]

osp_profile_nbp_boot_file_name
説明 :ネットワークブートファイル名。

デフォルト値 : :[osp_target_host]
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付録 C

追加 JETモジュールの作成

範囲
このモジュールは、JETフレームワークと、製品ソフトウェアの実際のインストール
を実行するために提供される機能との間の接着剤の働きをします。このモジュール
は、テンプレート内の一連の構成オプションで、ターゲット単位でのサーバーオプ
ションを設定できるようにします。サーバーオプションはパラメータに従った製品イ
ンストールの実行に使用されます。

テンプレート内にどのオプションが出現するか、またどのように製品インストールを
実行するかの範囲に関しては、特別な要件や制限は存在しません。ただし、可能な限
りモジュールが互いに共存するようにしたり、不自然な依存関係をなくすようにすべ
きであるという一定のガイドラインは存在します。

モジュール設計のガイドライン
ツールキットそれ自体がある基本的な原理に基づいて設計されています。そのツール
キットとともに当初作成されたモジュールもこのスタイルに従っていました。すべて
のモジュール開発者は独自の手法を使用できますが、少なくとも次の事項を考慮し、
可能であれば従う必要があります。
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モジュールの対応範囲
各モジュールは、なるべく別のモジュールで使用可能な機能を複製することなく、ア
プリケーションの特定の範囲に対応する必要があります。また、モジュールのサイズ
を適切にする必要があります。モジュールを適切にサブコンポーネントに分割できる
場合、1つの巨大なモジュールの代わりに、より小さなモジュールを作成する必要が
あります。

次に例を示します。設計者が、ターゲットサーバーインストールにセキュリティー
サービスを提供するモジュールを書くことを決定する場合を考えます。このモジュー
ルの一部として、設計者はファイアウォールと、一連の強化スクリプトをインストー
ルすることを決定します。

この場合、設計者は別のモジュールがこれら 2つの領域のいずれかにすでに対応して
おり、そのモジュールを活用できるかどうかを調べる必要があります。また、ファイ
アウォールと強化スクリプトのいずれかがお互いに分離して別の場所で使用できる場
合、それらをまとめるのではなく、2つのモジュールとして作成する方がより柔軟性
が高い場合があります。

モジュールの依存関係
各モジュールはそれ自身で完結している必要があり、別のモジュールに依存したり、
別のモジュールの存在を想定したりするべきではありません。そのような相互作用が
必要である場合 (場合によっては実際に意味をなす)、そのモジュールはもう一方のモ
ジュールに依存していると明確に指定する必要があります。このような状況が生じた
場合、独立したモジュールに機能が最もよく実現されているかどうか、またはお互い
に依存する 2つのモジュールが 1つの包括的なモジュールでよりよく実現されている
かどうかを判断する必要があります。基本的な前提は、意味のある場合は項目をまと
め、多数のより小さなモジュールを、それ自体を目的として作成しないことです。

モジュールの相互作用
状況がモジュールの分離に有利であり、モジュールが (少なくとも一方向で)依存して
いる場合、モジュールは正しい (望ましい)結果が得られるように相互作用を行うよう
にする必要があります。ツールキットには、モジュールごとにヒントを設定および取
得するための非常に単純なメカニズムがあります。モジュールがヒントを取得するか
どうかは、モジュールの設計者にかかっていますが、モジュール開発者の間の連携に
より、モジュールは孤立した状態で正しく動作し、統合した場合により強力なソ
リューションを提供するようにモジュールを書くことも可能です。

次に例を示します。実際の例では、Sun Cluster 3製品は Solstice DiskSuiteがどのよ
うに構成されているかに依存しますが、必ずしも DiskSuiteがインストールされてい
る必要はなく、また DiskSuiteもクラスタソフトウェアがインストールされている必
要はありません。実際、DiskSuiteがクラスタマシン以外のマシン上にインストール
されていることが非常に重要です。
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この場合、DiskSuiteに対応するモジュールと、Sun Cluster製品に対応するモジュー
ルの 2つの別々のモジュールを用意します。それぞれのモジュールは独立して正しく
動作しますが、同じターゲットサーバー構成内で結びつけられた場合、Sun Clusterモ
ジュールは DiskSuiteモジュールに影響し、 Sun Cluster 3.0により DiskSuiteに課せ
られた制限に適合します。

この相互作用はモジュールヒントを使用することにより行われ、スタンドアロンシナ
リオでのそれらの動作は次のように要約できます。

� Sun Clusterモジュールのみがアクティブである場合、Sun Clusterはヒントを設定
しますが、DiskSuiteは存在せず、ヒントを取得しません。

� DiskSuiteのみがアクティブである場合、ヒントを探しますが、ヒントはほかのモ
ジュールにより設定されていないため、通常のデフォルト動作を使用します。

ヒントが実際に何を表現するかは、完全にモジュール開発者にかかっています。モ
ジュール開発者間の緊密な連携により、ヒントを最も効率的に使用できるようになり
ます。可能であれば、そのほかのモジュール開発者が追加インタフェースを活用でき
るように、モジュールのリリースノート内にヒントを文書化する必要があります。

モジュールのコーディング
モジュール開発者は、JumpStartインストール時に使用可能な標準スクリプト言語を
選択する必要があります。たとえば、ターゲットサーバーが使用する NFSブートイ
メージにシェルが含まれないため、「バッシュ」が使用できない場合があります。

この問題はすべてのバージョンの Solarisで存在することが認識されているため、可能
であれば Bourne Shellを使用する必要があります。最後の手段としてのみ、コンパイ
ル済み言語を検討してください。

モジュールのディレクトリ
各モジュールには、メインツールキットフレームワークがインストールされた場所か
らの Productsサブディレクトリに位置する、独自のディレクトリ構造があります。
ディレクトリの名前は、特定のモジュールを参照するためにツールキットにより使用
される名前です。

たとえば、モジュール sds (Solstice DiskSuite)は .../Products/sds/に存在し、
このモジュールのみがそのディレクトリ内に存在するものとその使用法を制御しま
す。次に、注意するべき例外を示します。
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ツールキットへのモジュールの登録には追加の相互作用は必要ありません。ディレク
トリが存在すれば十分です。Productsディレクトリ内にメインツールキットインス
トールポイントの外部にあるそのほかの位置へのシンボリックリンクを作成すること
はお勧めできません。アクセス機能を提供するそのほかの手段が講じられない限り、
インストール時にターゲットサーバーはそのようなディレクトリにアクセスできない
場合があります。

モジュール構成 (module.confファイル)
各モジュールはある程度までユーザーにより構成可能なようになっています。これは
必須要件ではありませんが、通常は実装されていることが想定されています。

ツールキットは、ユーザーへのモジュール構成の提供に関して非常に単純な見方をし
ています。ツールキット make_templateコマンドを使用してテンプレートを作成す
る場合、1つのフラットファイルが作成されます。このファイルは、コア base_config
構成ファイルと、各選択モジュールからの構成ファイルを連結します。モジュールそ
れ自体のあとで、.conf接尾辞を使用した名前が付けられた構成ファイルを提供する
ことにより、ツールキット make_templateコマンドは残りの作業を行います。

構成ファイルは単純な Bourne Shellスクリプトです。構成ファイルは、ユーザーに対
する変数の形式で、構成可能なオプションを表す必要があります。モジュールの変数
名前空間を保存し、あるモジュールが別のモジュールを破壊するのを防ぐため、各変
数にはモジュール名とアンダースコアの接頭辞をつける必要があります。

たとえば、モジュール sdsは、ユーザーに対して、インストールするソフトウェアの
バージョンを選択するオプションを表します。構成ファイルの対応する部分は次のよ
うになります。

############
#
# Which version of the product is to be installed
#
sds_product_version="4.2.1"

この例では、デフォルト値 4.2.1がすでに構成ファイルに生成されています。これ
が、モジュールが記述された時点での製品の最も新しいバージョンであったためで
す。

162 Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート (OS Provisioning Plug-In 2.0) • 2005
年 9月



モジュールのインタフェース
ツールキットは、ターゲットサーバーと JumpStartサーバーの両方において、
JumpStartプロセスのライフサイクル中にモジュール内で特定のインタフェースを呼
び出します。各インタフェースは、環境変数を通じて供給されるターゲットサーバー
のコンテキストを持つ、実行可能なシェルスクリプト (または最悪の場合バイナリ)で
あると想定されています。

copy_mediaインタフェース
呼び出される場所 JumpStartサーバー

引数

<patches|packages> version srcdir destdir arch

必須/オプション 必須

copy_mediaスクリプトが呼び出されるのは、ユーザーが copy_product_mediaま
たは copy_product_patchesスクリプトを呼び出してこのモジュールのメディア
を管理する場合です。このスクリプトはアプリケーションが配信される形式を理解
し、渡されたソースメディアの位置から、サーバー上の適切なメディア位置に対し
て、コピーを実行する必要があります。この機能を使用することで、メインツール
キットを各メディアタイプに対して更新する必要なく、通常とは異なる形式のメ
ディア (tar.gz、zip、bz2など)を処理できるようになります。また、モジュール開発
者が既知の状態でサーバーにメディアを配置できるようにもなります。たとえば、
ディレクトリツリー全体、または Solarisパッケージのまとまりのみを参照可能にする
必要が製品で生じる場合があります。

make_templateインタフェース
呼び出される場所 JumpStartサーバー

引数 なし

必須/オプション オプション

管理者がサーバービルドの新しい定義を作成する場合、管理者は
/opt/SUNWjet/binに用意されている最上位レベルコマンド make_templateを実
行します。この最上位レベル make_templateスクリプトは基本ターゲットサーバー
構成情報を設定し、存在する場合は各モジュール固有の make_templateスクリプト
を呼び出します。モジュール固有の make_templateスクリプトは、テンプレート上
で追加作業を実行できます。たとえば、ユーザーが編集するクライアントごとのデ
フォルトの生成などです。
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make_clientインタフェース
呼び出される場所 JumpStartサーバー

引数 なし

必須/オプション オプション

管理者がインストール用にターゲットサーバーを設定する場合、ツールキットの bin
ディレクトリに付属する最上位レベルコマンド make_clientを実行します。この最
上位レベル make_clientスクリプトは基本ターゲットサーバー構成情報を設定し、
存在する場合は各モジュール固有の make_clientスクリプトを呼び出します。モ
ジュール固有の make_clientスクリプトはターゲットサーバー固有の
/opt/SUNWjet/Clientsディレクトリで追加作業を実行でき、またモジュールヒン
トを構成したり、それに応じてターゲットサーバープロファイル sysidcfgやそのほ
かのファイルを変更できます。

beginインタフェース
呼び出される場所 ターゲットサーバー

引数 なし

必須/オプション オプション

JumpStartプロセスの「begin」段階で、ツールキットはモジュールが beginという
名前のスクリプトを持っているかどうかを確認し、それが存在する場合は、そのスク
リプトが実行されます。テンプレートのモジュール構成セクションで設定されたすべ
ての変数は、スクリプトがアクセスする環境に存在します。

installインタフェース
呼び出される場所 ターゲットサーバー

引数 なし

必須/オプション 必須

installスクリプトは、モジュールの中心的な存在です。このスクリプトは Solarisのメ
インのインストールが完了したあとに、「finish」スクリプト段階でターゲットサー
バー上に呼び出されます。その目的は、特定のアプリケーションのインストールまた
は構成を調べることです。
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スクリプトそれ自体は、新しくインストールされたターゲットサーバーの最初の再起
動の前に呼び出されます。この時点で、ルートディレクトリ (/)は実際には
JumpStartサーバーからマウントされた NFSファイルシステムです。実際のディスク
ベースのルートディレクトリは、環境変数 $ROOTDIR (従来は /aに設定されている)
の使用を通じて位置が特定されます。

ルートが $ROOTDIRに位置している場合にアプリケーションをインストールできな
ければ、installスクリプトは、ツールキットにより提供されるインストール後機能を
使用して、最初の再起動後のそれ以降のインストールをスケジュールする必要があり
ます。最初の再起動後、ターゲットサーバーは実際にそれ自身のディスクからブート
し、ルートは実際に「/」になります。

installスクリプトは、ユーザーが提供する構成を取得し、実際のアプリケーションの
インストールおよび構成を適切に実行する役割があります。これをどのように実現す
るかはモジュール開発者の工夫にかかっていますが、パッケージやパッチのインス
トール、ファイルコピー、メッセージ報告など共通のタスクを支援する数多くのユー
ティリティー機能がメインツールキットから使用できます。

モジュール installスクリプトが呼び出される前に、テンプレートで定義され、元来は
module.confファイルから生成されたモジュール構成が、シェル環境に読み込まれま
す。installスクリプトは引数を使用して呼び出されることは想定していませんが、代
わりに現在の環境からその構成を取得する必要があります。このテクニックにより、
各モジュールインストールスクリプトが異なる数の引数を要求するといった問題を回
避できます。

check_clientインタフェース
呼び出される場所 ターゲットサーバー

引数 なし

必須/オプション オプション

モジュール開発者が check_clientスクリプトを用いると、テンプレートで指定されて
いる構成オプションに関する基本的なチェックを実行できます。このスクリプトを呼
び出すと、テンプレートで設定されている変数を使用して環境が構成され、またスク
リプトはインストールエラーを減らすための基本的なチェックを実行できます。

モジュールは、有効なオプションのチェックや、選択したバージョン用のメディアが
存在することのチェックを決定できます。提供される機能のレベルは、実装者に
よって決まります。
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ツールキットのサポート関数
メインツールキットには、モジュールにより活用可能な多くの共通関数が用意されて
います。これにより、コードの再利用が改善され、モジュールがよりシンプルになり
ます。どのような関数が使用できるかを調べる最善の方法は、関数が存在するディレ
クトリ /opt/SUNWjet/Utils/lib を調べる方法です。

JETモジュールの追加
この節では、追加の JETモジュールを Solarisブートおよびインストール (JET)サー
バーに追加する方法について説明します。プロセスは Flashモジュールのコンテキス
トで説明されていますが、その論理はほかの JETモジュールにも拡張されます。

� Flashモジュールを追加する

1. JetFLASH.pkgを Solarisブートおよびインストールサーバーにダウンロードしま
す。

2. JetFLASHパッケージをインストールします。

次の例のようなコマンドを使用します。

# cat >/tmp/admin-file <<- _EOF
mail=\n
instance=unique
partial=quit
runlevel=ask
idepend=quit
rdepend=nocheck
space=quit
setuid=nocheck
conflict=nocheck
action=nocheck
basedir=/opt/SUNWjet/Products
_EOF
pkgadd -a /tmp/admin-file -d JetFLASH.pkg

手順
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3. Flashイメージを Solarisブートおよびインストールサーバーにコピーします。

次の例のようなコマンドを使用します。

# telnet solaris-bis-ip-address
# cp flash-archive /export/install/flash/sol10_xall_sparc.flar

4. この Flashイメージの Solaris Profileを作成します。

a. Solaris 10 Flashイメージの変数セットを作成するには、次の例のようなコマン
ドを入力します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/untyped/SolarisImage \
-name "solaris10sparc" -u admin -p admin -vars "version=10;release=ga;architecture=sparc; \
image_path=/export/install/s10ga-sparc;image_subnet_addr=10.42.42.2; \
image_subnet_mask=255.255.255.0;media_src="

b. Flash情報を指定するには、次のエントリが含まれるファイル
/tmp/flash-profileを作成します。

flash-with-ra
Solaris10 Flash Archive With SPS RA
base_config flash spsra

各行の意味は次のとおりです。

� ファイルの最初の行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクション
の「Profile Name」フィールドに対応します。

� ファイルの 2番目の行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクション
の「Profile Description」フィールドに対応します。

� ファイルの 3番目の行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクション
の「JET Module Name(s)」フィールドに対応します。

c. コンポーネントを作成するには、次の例のようなコマンドを入力します。

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin \
-PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/SolarisImage-create-profile -tar H:NM:biss1-jet \
-comp - -vs solaris10sparc -pto 30 -nto 10 -f /tmp/flash-profile

ヒント –また、N1 SPSブラウザインタフェースを介して Profileコンポーネン
トを作成することもできます。「Solaris Image: create profile」オプションを使
用します。

5. 前の手順で作成した Profileコンポーネントを編集します。

プロファイルの位置は、
/com/sun/n1osp/autogen-masterserver-jet/provision/です。この作
業例では、Profileコンポーネントは
/com/sun/n1osp/autogen-masterserver-jet/provision/Solaris_10.flash
です。
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6. Profileコンポーネントで、archive_locations_flash変数の値を Flashアー
カイブを指すよう変更します。

次に例を示します。

archive_locations_flash nfs://10.216.0.55/export/install/flash/sol10_xall_sparc.flar

7. コンポーネントをチェックインします。

これで上記の Solaris Profileを使用して目的のターゲットホスト上で配備を行う準
備ができました。
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Solaris OSプロビジョニング変数 (続き)
sps_ra_parent_host, 156
sps_ra_parent_host_type, 156

sps_ra_adv_parms変数
ALOMターゲット用, 125
HP ILOターゲット用, 132
IPMIターゲット用, 123
LOMターゲット用, 127
Mid–Rangeターゲット用, 130
そのほかの IPMIターゲット用, 134
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 137
汎用ターゲット用, 142

sps_ra_conn変数
ALOMターゲット用, 124
HP ILOターゲット用, 132
IPMIターゲット用, 122
LOMターゲット用, 127
Mid–Rangeターゲット用, 130
そのほかの IPMIターゲット用, 134
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 137
汎用ターゲット用, 142

sps_ra_host変数
ALOMターゲット用, 124
HP ILOターゲット用, 131
IPMIターゲット用, 122
LOMターゲット用, 127
Mid–Rangeターゲット用, 130
そのほかの IPMIターゲット用, 134
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 137
汎用ターゲット用, 142

sps_ra_parent_host_type変数, 156
sps_ra_parent_host変数, 156
sps_ra_parent_type変数

ALOMターゲット用, 124
HP ILOターゲット用, 131
IPMIターゲット用, 122
LOMターゲット用, 127
Mid–Rangeターゲット用, 129
そのほかの IPMIターゲット用, 134
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 137
汎用ターゲット用, 141

sps_ra_parent変数
ALOMターゲット用, 124
HP ILOターゲット用, 131
IPMIターゲット用, 122
LOMターゲット用, 127
Mid–Rangeターゲット用, 129
そのほかの IPMIターゲット用, 134
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sps_ra_parent変数 (続き)
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 137
汎用ターゲット用, 141

sps_ra_port変数
ALOMターゲット用, 125
HP ILOターゲット用, 132
IPMIターゲット用, 122
LOMターゲット用, 127
Mid–Rangeターゲット用, 130
そのほかの IPMIターゲット用, 134
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 137
汎用ターゲット用, 142

sps_ra_ssl_auth変数
ALOMターゲット用, 125
HP ILOターゲット用, 132
IPMIターゲット用, 122
LOMターゲット用, 127
Mid–Rangeターゲット用, 130
そのほかの IPMIターゲット用, 134
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 137
汎用ターゲット用, 142

spsra変数
adv_params_spsra, 156
basedir_spsra, 154
conn_spsra, 155
groupid_spsra, 155
groupname_spsra, 154
homedir_spsra, 155
install_ra_from_snapshot_spsra, 154
install_spsra, 154
jre_path_spsra, 155
port_spsra, 155
product_version_spsra, 154
setuid_spsra, 155
setup_user_acct_spsra, 155
ssl_auth_spsra, 155
user_passwd_spsra, 155
userid_spsra, 155
username_spsra, 154

ssh_access_password変数, IPMIター
ゲット用, 123

ssh_access_userid変数, IPMIターゲット
用, 123

ssl_auth_spsra変数, 155
Sun Data Center Reference Architecture, 30
sysidcfg_default_route_base_conf変
数, 145

sysidcfg_ip_address_base_config変
数, 144

sysidcfg_nameservice_base_config変
数, 144

sysidcfg_netmask_base_config変数, 144
sysidcfg_network_interface_base_変
数, 144

sysidcfg_protocol_ipv6_base_conf変
数, 145

sysidcfg_root_password_base_conf変
数, 144

sysidcfg_security_policy_base_co変
数, 145

sysidcfg_system_locale_base_conf変
数, 144

sysidcfg_terminal_base_config変
数, 145

sysidcfg_timeserver_base_config変
数, 144

sysidcfg_timezone_base_config変
数, 144

T
target_host変数

ALOMターゲット用, 123
HP ILOターゲット用, 130
IPMIターゲット用, 121
LOMターゲット用, 126
Mid–Rangeターゲット用, 129
そのほかの IPMIターゲット用, 133
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 136
汎用ターゲット用, 141

terminal_server_hal_jar_1変数,そのほ
かの遠隔管理ターゲット用, 138

terminal_server_hal_jar_2変数,そのほ
かの遠隔管理ターゲット用, 140

terminal_server_hal_jar変数
ALOMターゲット用, 125
LOMターゲット用, 128

terminal_server_ip_address_1変数,そ
のほかの遠隔管理ターゲット用, 138

terminal_server_ip_address_2変数,そ
のほかの遠隔管理ターゲット用, 140

terminal_server_ip_address変数
ALOMターゲット用, 125
LOMターゲット用, 127
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terminal_server_password_1変数,そのほ
かの遠隔管理ターゲット用, 139

terminal_server_password_2変数,そのほ
かの遠隔管理ターゲット用, 140

terminal_server_password変数
ALOMターゲット用, 125
LOMターゲット用, 128

terminal_server_port_1変数,そのほかの
遠隔管理ターゲット用, 139

terminal_server_port_2変数,そのほかの
遠隔管理ターゲット用, 140

terminal_server_port変数
ALOMターゲット用, 125
LOMターゲット用, 127

terminal_server_protocol_1変数,そのほ
かの遠隔管理ターゲット用, 139

terminal_server_protocol_2変数,そのほ
かの遠隔管理ターゲット用, 140

terminal_server_type_1変数,そのほかの
遠隔管理ターゲット用, 138

terminal_server_type_2変数,そのほかの
遠隔管理ターゲット用, 140

terminal_server_type変数
ALOMターゲット用, 125
LOMターゲット用, 128

terminal_server_userid_1変数,そのほか
の遠隔管理ターゲット用, 139

terminal_server_userid_2変数,そのほか
の遠隔管理ターゲット用, 140

terminal_server_userid変数
ALOMターゲット用, 125
LOMターゲット用, 128

terminal_server_version_1変数,そのほ
かの遠隔管理ターゲット用, 138

terminal_server_version_2変数,そのほ
かの遠隔管理ターゲット用, 140

terminal_server_version変数
ALOMターゲット用, 125
LOMターゲット用, 128

U
ufs_logging_filesys_base_config変
数, 148

update_terminal_base_config変数, 149
user_passwd_spsra変数, 155
userid_spsra変数, 155

username_spsra変数, 154

X
x86_console_base_config変数, 145
x86_disable_acpi_base_config変数, 145
x86_nowin_base_config変数, 145
x86_safetoreboot_base_config変数, 145

こ
構成のベストプラクティス, 30

そ
そのほかの IPMIターゲット変数

architecture, 133
boot_service_true_false, 135
console_service_true_false, 135
description, 133
disk_size, 133
disk_type, 134
ethernet_ip_address, 133
ethernet_mac_address, 133
ethernet_netmask, 133
guid, 134
installPath, 133
ipmi_access_password, 135
ipmi_access_userid, 135
ipmi_hal_jar, 135
ipmi_ip_address, 134
ipmi_version, 135
kernel_arch, 133
osp_control_service, 133
power_service_true_false, 135
sps_ra_adv_parms, 134
sps_ra_conn, 134
sps_ra_host, 134
sps_ra_parent, 134
sps_ra_parent_type, 134
sps_ra_port, 134
sps_ra_ssl_auth, 134
target_host, 133

そのほかの遠隔管理ターゲット変数
architecture, 136
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そのほかの遠隔管理ターゲット変数 (続き)
boot_service_true_false_1, 138
boot_service_true_false_2, 139
console_service_true_false_1, 138
console_service_true_false_2, 139
description, 136
disk_size, 136
disk_type, 137
ethernet_ip_address, 136
ethernet_mac_address, 136
ethernet_netmask, 136
guid, 137
installPath, 136
kernel_arch, 136
netmgmt_hal_jar_1, 137
netmgmt_hal_jar_2, 139
netmgmt_ip_address_1, 138
netmgmt_ip_address_2, 139
netmgmt_password_1, 138
netmgmt_password_2, 140
netmgmt_port_1, 138
netmgmt_port_2, 139
netmgmt_protocol_1, 138
netmgmt_protocol_2, 139
netmgmt_type_1, 137
netmgmt_type_2, 139
netmgmt_userid_1, 138
netmgmt_userid_2, 140
netmgmt_version_1, 137
netmgmt_version_2, 139
osp_control_service, 136
power_service_true_false_1, 138
power_service_true_false_2, 139
sps_ra_adv_parms, 137
sps_ra_conn, 137
sps_ra_host, 137
sps_ra_parent, 137
sps_ra_parent_type, 137
sps_ra_port, 137
sps_ra_ssl_auth, 137
target_host, 136
terminal_server_hal_jar_1, 138
terminal_server_hal_jar_2, 140
terminal_server_ip_address_1, 138
terminal_server_ip_address_2, 140
terminal_server_password_1, 139
terminal_server_password_2, 140
terminal_server_port_1, 139

そのほかの遠隔管理ターゲット変数 (続き)
terminal_server_port_2, 140
terminal_server_protocol_1, 139
terminal_server_protocol_2, 140
terminal_server_type_1, 138
terminal_server_type_2, 140
terminal_server_userid_1, 139
terminal_server_userid_2, 140
terminal_server_version_1, 138
terminal_server_version_2, 140

て
データセンターの構成, 30

は
汎用ターゲット変数

architecture, 141
description, 141
disk_size, 141
ethernet_ip_address, 141
ethernet_mac_address, 141
ethernet_netmask, 141
guid, 142
installPath, 141
kernel_arch, 141
osp_control_service, 141
sps_ra_adv_parms, 142
sps_ra_conn, 142
sps_ra_host, 142
sps_ra_parent, 141
sps_ra_parent_type, 141
sps_ra_port, 142
sps_ra_ssl_auth, 142
target_host, 141

ふ
プラグインのインポート, 36
プラグインファイル
インポート, 36
の位置, 35
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